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EDITOR’S LETTER
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　そして私たちは東京に戻り、
再びファッションのリアルを
追求。トップクリエイターの
バックヤードに向かいます。
ジョン・ガリアーノが、自ら
が率いるメゾン マルジェラの
「アーティザナル」コレクショ
ンを生んだクチュール・ラボ
を公開した展覧会「アーティ
ザナル 2024 エキシビション 
東京」で、21世紀有数のアイ
コニックなクチュールコレク
ションを支える、微に入り細
をうがつプロセスを明かして
くれました（p.50）。さらに、
この実り多い対話には、気鋭
の日本人デザイナーたちも加
わっています。この貴重な意
見交換の機会が、ファッショ
ンの芸術性を追求するデザイ
ナーたちにどんな刺激を与え
てくれるのか、楽しみでなり
ません。アイデアがダイナミ
ックに融合し、驚くべき成果
が生まれる「ヴォーグな瞬間」
は、ファッションの錬金術と呼
んでもいいでしょう。
　一方、メイクアップ界のマ
エストロ、ピーター・フィリ
ップスは今シーズンの話題を
独占するトレンドを、5ペー
ジのフォトストーリーに凝縮

してくれました（p.61）。これぞ究極のメイ
クアップレッスン。ヴォーグ読者だけにピ
ーターが教えてくれる超一流のテクニック
で、ビューティーの常識をアップデートし
たら─さあ、セルフィータイムです！
　今月号のテーマは実はファッションの枠
にとどまりません。これはつまり、「もしこ
うだったら？」という興味をかきたてる選択
肢がいっぱいに詰まった、気分を上げるガ
イドなのです。私がいつもお世話になって
いるライフコーチも、この「もしも」リスト
を作るように勧めてくれました。そして、リ
スト作成のヒントになりそうなのが、皆さ
んお待ちかねの占いスペシャル（p.105）。来
たる2025年上半期はどんな星回りで、その
ためにはどう備えるべきかに東西両方の占
術でアプローチしています。
　というわけで、2025年がもたらす新しい
旅に備え、幅広い可能性を吟味したなら、
常識を覆すようなロードマップを、一緒に
作っていきましょう！

24年に別れを告げた私たちは、ヴォーグ ジ
ャパンの創刊25周年という輝かしい節目を
経て2025年に踏み出します！
　読者の皆さんにとって、この2月号が新
しい年に意気揚々と飛び込んでいく出発点
になってほしい─そんな思いから、誌面
にあふれんばかりの活気を詰め込みました。
究極の職人魂が息づくオートクチュールか
ら、アートの域に達したエキセントリックな
デザインまで、このシーズンのスタイルを
網羅。都会のステージで万華鏡のように多
彩なスタイルを披露してくれるのは、ファ
ッション界屈指のアイコンの面々です。都
市がランウェイに早変わりし、スタイルの
無限の可能性が花開く世界に、私たちも恐
れることなく飛び込んでいきます。これこ
そ誰も想像したことがなかった、「リアル」
なファッションです！
　今月号の表紙を飾るスターは、モデルの
ルル・テニー。ランウェイにセンセーショ
ンを巻き起こしているルルが、ニューヨー
クのコンクリートジャングルを闊歩します
（p.128）。その姿は天使のように愛らしく、
同時にはつらつとした勢いに満ちています。
大胆で遊び心にあふれた着こなしから放た
れる自信は、街を行き交う人も思わず振り
向いてしまうほど。エフォートレスなスタイ
リングに添えられたヘア&メイクも、ルルの
まばゆいばかりの魅力を引き立てます。
　今シーズンのテーマは、何を置いてもス
テートメントピースです。そう聞けば、ドラ

マティックなコートに、印象的なハット、
床に届くほどのロングドレスなど、視線を
独り占めするアイテムが思い浮かぶでしょ
う。仕事のあとのナイトアウトで思いっきり
弾けるなら、昼のオフィスから夜の街に繰
り出すドレス選びも、スリリングなアドベン
チャーに。この活気に満ちたエディトリア
ルを手がけてくれたゲストエディターは、
ほかならぬマーク・ジェイコブスです！
　人気急上昇中のスター、アンジェリー
ナ・ケンダルも魔法のように素敵なドレス
を次々と披露し、軽やかなルックで私たち
を魅了してくれました。どれも「光の街」と
も呼ばれるパリでパーティーシーズンを満
喫するのにぴったりの装い（p.172）。また、
パリジェンヌならではのカジュアルな魅力
も追求しました。シックなジーンズにこな
れたスウェットやラグジュアリー感あふれ
るニット、というさりげないエレガンスが漂
うコーディネートに合わせた、息をのむほ
どゴージャスなハイジュエリーが光ります。
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CONTRIBUTORS

Satoko 
Takamizawa
『VOGUE JAPAN』ビューティーチームのOGであり、
本誌人気連載企画「BEAUTY INSIDER」（p.70）
を担当している、エディター兼ライターの高見沢さ
とこさん。その確かな知見とバイタリティで、ファ
ッションとボディ、両方の視点からトレンドを考察
した「大人の“肌見せ”ファッションとボディの定
義」（p.72）は、要チェック。2025年春夏ファッショ
ンを着こなすフィロソフィーやケアをひもといて今
からボディを磨こう。

Antonio 
Soares
ポルトガルのポルト美術大学で学んだアントニオ・
ソアレス。フェンディなどのブランドから、『ニュー
ヨーカー』や世界各国の『VOGUE』誌までその活
躍の場は広い。ファッションイラストレーションの
基礎となる技術や考え方を、古典的な絵画から学ん
だというソアレスの作品はすべて手作業の水彩画だ。
繊細で精緻、同時にダイナミックでもある彼のイラ
ストが織り込まれた「東西占術で読む、2025年上半
期の運勢」（p.105）をぜひ視覚的にも楽しんで。

Takuro Mori
足から顔までを美しくする“ボディワーカー”とし
て、運動だけに囚われないさまざまな角度からボデ
ィメイクを提案する、運動指導者の森拓郎さん。
「大人の“肌見せ”ファッションとボディの定義」
（p.72）では、2025年春夏のトレンドでもある部分
的な肌見せファッションを軸にマチュア世代が格好
良く着こなすためのメソッドを、その豊富な知識と
経験を基にわかりやすく解説してくれた。メリハリ
のあるボディをかなえて来春に備えたい。

Britt Lloyd
イギリス出身のフォトグラファー、映像クリエイターとして活躍するブリ
ット・ロイド。ニック・ナイトに師事後独立し、多くのクリエイターたち
から絶大な信頼を置かれている。「ジョン・ガリアーノ、日本人デザイナ
ーに出会う」（p.50）はメゾン マルジェラのクリエイティブ・ディレクタ
ーのジョン・ガリアーノと日本人デザイナー4名との特別座談会だ。展
覧会のために来日し、彼らのディスカッション風景を写し撮ってくれた。

Peter Philips
メイクアップに独創性とクリエイティビティを絶妙に足して、
ピンクトーンのパンキッシュなヴァイブスを創り上げたピータ
ー・フィリップス。ディオールのメイクアップ クリエイティブ&
イメージ ディレクターとして世のメイクトレンドを牽引しつつ、
エディトリアルへの熱意も揺らがない。そんな彼の創造力を
「春、刷新するアイコン」（p.61）で堪能して。
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春の訪れが待ち遠しくなるホリデーシーズン。今季堪能したいのはチェックプリントや、冒険心をかき立てる
サファリテイストだ。最旬の自分らしさが手に入るイットアイテムをチェックして。

軽やかな装いで新シーズンを満喫

 トラッドなチェック柄で
グッドガールを気取って

IN VOGUE: MOOD BOARD

Photography by SHINSUKE KOJIMA, DAIGO NAGAO   Styled by SHIZUKA YOSHIDA

1. シャツ ¥144,100／LOEWE（ロエベ ジャパン クライアントサービス）  2. ス
カート ¥106,100／RABANNE（エドストローム オフィス）  3. コート ¥649,000

／GUCCI（グッチ クライアントサービス）  4. 「ココ クラッシュ」リング ベー
ジュゴールド×ダイヤモンド ¥1,727,000／CHANEL（シャネル カスタマーケ
ア）  5. バッグ 本体 H14㎝ ¥962,500／LOUIS VUITTON（ルイ・ヴィトン クラ
イアントサービス）  6. ジャケット ¥456,500／CHLOÉ（クロエ カスタマーリ
レーションズ）  7. ベスト ¥220,000／ETRO（エトロ ジャパン）  8. シューズ ヒ
ール11㎝ ¥88,000／UNDERCOVER（アンダーカバー）
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バカンスにぴったり! 
実用性抜群のユーティリティシック
1. バングル ¥39,600／EMPORIO ARMANI（ジョルジオ アルマーニ ジャパン）  2. バッグ 本体 H27㎝ 

¥569,800／RALPH LAUREN（ラルフ ローレン）  3. ジャンプスーツ ¥17,600／LEVI ’ S （リーバイ・スト
ラウス ジャパン）  4. ジャンパースカート ¥55,000／JUNYA WATANABE（コム デ ギャルソン）  5. ドレ
ス ¥293,700／GIVENCHY（ジバンシィ ジャパン）  6. ベルト ¥36,300／TOGA TOO（トーガ 原宿店）  
7. ブレスレット ¥90,200／BOTTEGA VENETA（ボッテガ・ヴェネタ ジャパン）  8. ブーツ ヒール4.5㎝ 

¥536,800（参考価格）／LOUIS VUITTON（ルイ・ヴィトン クライアントサービス）  9. スカート ¥35,200  

ウエストにつけたバッグ ¥14,300／ともにBAUM UND PFERDGARTEN（エスアンドティ）  10. ショー
トパンツ ¥484,000／GUCCI（グッチ クライアントサービス）  11. サングラス ¥71,500／BOTTEGA 

VENETA（ケリング アイウエア ジャパン カスタマーサービス）  12. バッグ 本体 H16.5㎝ ¥437,800（参
考価格）／CHLOÉ（クロエ カスタマーリレーションズ）  13. シャツ ¥152,900／TOD ’ S（トッズ・ジャパ
ン）  14. パンツ ¥26,180／MASTER&CO.（マッハ55リミテッド）  15. シューズ（参考色） ¥148,500／
GUCCI（グッチ クライアントサービス）

IN VOGUE: MOOD BOARDP
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Photography by PABLO SÁEZ   
Styled by DAN SABLON

反逆児の
おしゃれ白書

普遍的なベーシックスタイルにひねりを利かせて自分だけの匂いを出す。
相反するアイテムを掛け合わせたり、変幻自在なレイヤードで遊び心を加えてみたり。
日常を彩る個性豊かなミックスコーデをライラ・モスがフレッシュに着こなす。
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武骨なレザーブルゾンとワークパンツに
シャツとタイを合わせてとことんダンディに。
メンズライクなアイテムを潔く着こなし、
エフォートレスに小粋なムードを演出して。
レザージャケット／MA JE（us.maje.com）  
タイ／HODAKOVA（hodakova.com）  
ジャケット  シャツ／ともにFURSAC
（intl.fursac.com）  
パンツ／AMISH SUPPLIES BY DAN SABLON
（www.amishsupplies.it）  
ベルト ¥84,700  シューズ ¥127,600
（ともに予定価格）／ともにMIU MIU
（ミュウミュウ クライアントサービス）  
サングラス ¥27,610／RAY-BAN
（ルックスオティカジャパン カスタマーサービス）  
イヤリング ¥24,200／SWAROVSKI JEWELRY
（スワロフスキー・ジャパン）  
〈p.32〉スポーティなパーカにスニーカー。
飾らない佇まいが纏う人の色香を引き出す。
トップ ¥170,500  ソックス ¥57,200  
シューズ ¥127,600（すべて予定価格）／すべて
MIU MIU（ミュウミュウ クライアントサービス）  
スカート／HODAKOVA（hodakova.com）

意外性から生まれる可能性
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ライダースジャケットにレザーレギンスを
合わせたタフで辛口なスタイリングに、

相反する華奢なミュールで
官能的なギャップを仕込んで。

小脇に抱えて持ったハンドバッグや
キャップもリズミカルなアクセントに。

ジャケット／IRO（www.iroparis.com）  
パーカ／SERGIO TACCHINI
（www.sergiotacchini.com）  

シャツ 参考商品／FALCONERI（エム）  
レギンス／MANGO（mango.com）  

シューズ（参考色） ¥169,400／
BURBERRY（バーバリー・ジャパン）  

バッグ ¥396,000（予定価格）／MIU MIU
（ミュウミュウ クライアントサービス）  

キャップ／THE SOCIETY ARCHIVE
（thesocietyarchive.com）

内に秘めたエレガンス
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グッドガールなトラッドスタイルに
ジャンフランコ・フェレの
ヴィンテージのオペラコートを羽織って
自分だけのミックス&マッチを楽しみたい。
足もとをスニーカーでハズし
軽快に仕上げて細部まで抜かりなく。
コート／THE SOCIETY ARCHIVE
（thesocietyarchive.com）  
シャツ 参考商品／POLO RALPH LAUREN
（ラルフ ローレン）  
スカート ¥216,700／VERSACE
（ヴェルサーチェ ジャパン）  
ソックス／CALZEDONIA
（www.calzedonia.com）  
スニーカー ¥11,330／NIKE
（ナイキ カスタマーサービス）  
イヤリング／AKILLIS（akillis.com）

奔放なアティテュード
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オーバーサイズのジャケットを
ランニングショーツでヘルシーにアレンジ。
シャツをレイヤードしたりチェーンバッグや

キーホルダーでメリハリをつけたりと、
細部に宿るこだわりが洗練したムードを叶える。

ジャケット ¥22,999／H&M ATELIER
（エイチ・アンド・エム カスタマーサービス）  

キャップ  シャツ／
ともにTHE SOCIETY ARCHIVE

（thesocietyarchive.com）  
キーリング ¥17,600／LONGCHAMP

（ロンシャン・ジャパン）  
ショートパンツ 参考商品／FILA
（フィラ カスタマーセンター）  
バッグ／THE KOOPLES
（www.thekooples.com）

ヘルシーな顔をのぞかせて
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現代のパワー・ドレッシングを
ストリートな視点をもとに再解釈。
90年代調のデニムスタイルに合わせたのは
ジ・アティコのロングコート。
構築的でパワフルなシルエットが
何気ない着こなしをドラマティックに変える。
ロングコート／THE ATTICO®
（www.theattico.com）  

Tシャツ／THE SOCIETY ARCHIVE
（thesocietyarchive.com）  
デニム 参考商品／LEVI ’ S ®
（リーバイ・ストラウス ジャパン）  
シューズ ¥127,600（予定価格）／
MIU MIU（ミュウミュウ クライアントサービス）  
バッグ／KHAITE（khaite.com）  
サングラス ¥30,910／RAY-BAN
（ルックスオティカジャパン カスタマーサービス）

 とっておきの勝負服を纏って
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ツイードジャケットにリーバイスのデニム、
上質なカシミアニットに、ヒョウ柄etc.
最愛のアイテムを欲張りに詰め込んで

枠にはまらないおしゃれを満喫。
ジュエリーを合わせたり重ね着をして

なじませるようなイメージで着るのがコツ。
ジャケット ¥543,400  レザーグローブ 参考商品  

バッグ ¥379,500  ベルト ¥154,000／
すべてVERSACE（ヴェルサーチェ ジャパン）  

シャツ／GOD ’ S TRUE CASHMERE
（godstruecashmere.com）  

タートルネック ¥46,530／FALCONERI（エム）
デニム 参考商品／LEVI ’ S ®

（リーバイ・ストラウス ジャパン）  
キャップ／THE SOCIETY ARCHIVE

（thesocietyarchive.com）  
サングラス ¥27,610／RAY-BAN

（ルックスオティカジャパン カスタマーサービス）  
イヤリング ¥28,600／SWAROVSKI JEWELRY

（スワロフスキー・ジャパン）  
ネックレス／GALERIE SUBRA 

WOOLWORTH（www.instagram.com/
galerie_subra_woolworth）

好きなものを好きなだけ
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90年代のサッカーユニフォームに
タイトなレザーミニでコントラストをつけ、
凛とした表情をのぞかせて。
スニーカーと白ソックスの組み合わせが
フレッシュなアクセントを添える。
華奢なダイヤ&ゴールドのジュエリーも
リュクスなアクセントに。
シャツ／AMISH SUPPLIES BY DAN SABLON
（www.amishsupplies.it）  
スカート／GUESS（guess.com）  
ソックス／CALZEDONIA
（www.calzedonia.com）  
シューズ ¥127,600（予定価格）／
MIU MIU（ミュウミュウ クライアントサービス）  
ブレスレット  リング／ともにDINH VAN
（www.dinhvan.com）

Model: Lila Moss

Hair: Diego Da Silva

Makeup: Morgane Martini

Produced by Birth LX

Text: Asa Takeuchi

スポーティだけどガーリィに
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スナップ発 !
最旬デイリースタイル
オフランウェイにはリアルに役立つ着こなしのヒントが満載。
2025年春夏のスナップから厳選したファッショニスタたちの
スタイリングをお手本にワードローブをアップデートしよう。
Photography by SHINSUKE KOJIMA, DAIGO NAGAO   

Styled by SHIZUKA YOSHIDA

Dandy Spirit

小粋なマニッシュスタイルに欠かせないのは、コーディネートの差し色と
なる発色の良さがアイコニックな小物たち。着こなしのはずし役になる、
デザインをセレクトして。1. ベルト ¥38,500／N21（イザ）  2. ローファ
ー ヒール2.5㎝ ¥151,800／J.M. WESTON（ジェイエムウエストン 青山
店）  3. リボンタイ ¥24,200／TOGA TOO（トーガ 原宿店）

マニッシュなスタイルをアップデートするなら？ いつものシャツ×パンツのコーディネートに実用性に長けたアウターとネクタイを添えれば一気に今季顔に。リュクスなウォッチやスポーティな
アクセントでモード感を醸し出すのが成功の秘訣だ。1. 「タンク ルイ カルティエ」ウォッチ YG×アリゲーターストラップ ケース径24㎜×16.5㎜ ¥1,201,200／CARTIER（カルティエ カスタマ
ー サービスセンター）  2. カットワークや切りっぱなしのディテールがヴィンテージ感漂うレザージャケット ¥1,760,000（予定価格）／MIU MIU（ミュウミュウ クライアントサービス）  3. シャ
ツ ¥173,800／MAISON MARGIELA（マルジェラ ジャパン クライアントサービス）  4. ハット ¥9,900／KANGOL（カンゴール ヘッドウェア）  5. ネクタイ ¥19,800／MARVINE PONTIAK SHIRT 

MAKERS（オーバーリバー）  6. スニーカー ¥22,000／NEW BALANCE（ニューバランスジャパンお客様相談室）  7. パンツ ¥156,200／LOEWE（ロエベ ジャパン クライアントサービス）

ヘビーデューティなアウターで完成するヒップなダンディズム
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Denim Delight
顔まわりに華やぎを添えてくれるピアスや、センシュアルなムー
ドを演出してくれるトップやシューズでこなれ感をプラス。いつ
ものデニムスタイルを格上げしてくれる逸品で遊んで。1. ブラ
トップ ¥35,200／N21（イザ）  2. イヤリング ¥218,900（予定価
格）／BALENCIAGA（バレンシアガ クライアントサービス）  3. シ
ューズ ヒール5㎝ ¥154,000／JIMMY CHOO（ジミー チュウ）

リラックス感漂うワイドなデニムパンツ。カジュアルなアイテムながら、メタリックな輝きや、センシュアル
でランジェリーライクなアイテムと合わせることで、ドレスアップ仕様に様変わり。大人にこそふさわしいひ
と味違うモード感満載のコーディネートを堪能したい。1. ジャケット ¥558,800／DSQUARED2（ディースク
エアード/スタッフ インターナショナル ジャパン クライアントサービス）  2. サングラス ¥69,300／GUCCI

（ケリング アイウエア ジャパン カスタマーサービス）  3. バッグ 本体 H17㎝ ¥473,000／BOTTEGA VENETA

（ボッテガ・ヴェネタ ジャパン）  4. 裾のベルトを調整することでシルエットの変化を楽しんで。パンツ 

¥103,400／JW ANDERSON（JW アンダーソン 渋谷店）  5. トップ ¥24,200／BAUM UND PFERDGARTEN

（エスアンドティ）  6. シューズ ヒール9㎝ ¥212,300／ALAÏA（リシュモン ジャパン）

カジュアル×ロマンティック。テイストミックスが垢抜けて見える秘訣
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Feeling Groovy

重ねづけされたチャームや、ハトメの装飾やシアー感が大人の
センシュアリティを醸し出してくれるバッグ&シューズは今季
の必需品だ。1. チャーム ¥119,900（予定価格）／BALENCIAGA

（バレンシアガ クライアントサービス）  2. バッグ 本体 H20㎝ 

¥910,000／DIOR（クリスチャン ディオール）  3. シューズ ヒー
ル10.5㎝ ¥174,900／GUCCI（グッチ クライアントサービス）

甘いムード漂うパフスリーブやフィット&フレアのドレス。ハードなレザーやチェーン、メタルで装飾された
アクセサリーを選べば、ロックにアレンジできるのでおすすめだ。ソックスを投入してスクールガール風に
シフトするのも○。1. イヤリング ¥56,100／DESTREE（イザ）  2. シャツ ¥45,100／NOIR KEI NINOMIYA（コ
ム デ ギャルソン）  3. ベルト ¥101,200／DÉHANCHE（エスアンドティ）  4. バッグ 本体 H18.5㎝ ¥401,500  

チャーム（参考色） ¥108,900（ともに予定価格）／ともにPRADA（プラダ クライアントサービス）  5. ドレス 

¥792,000／GIVENCHY（ジバンシィ ジャパン）  6. サングラス ¥62,700／GUCCI（ケリング アイウエア ジ
ャパン カスタマーサービス）  7. メンズのソックス ¥2,750／BLEUFORET（リトルリーグ インク）  8. ミュー
ル ヒール0.5㎝ ¥165,000（予定価格）／MIU MIU（ミュウミュウ クライアントサービス）

愛らしさをアピールするドレスはエッジを効かせてスパイスアップ
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Cool Sport

異素材ミックスのグローブはちょっとした小物も入るポケット
付きで実用性にも長けている。スポーティなスタイルと好相性
のフープピアスは蛇にインスパイアされたモダンなデザインを
セレクトして。1. グローブ ¥132,000／JUNYA WATANABE（コ
ム デ ギャルソン）  2. 「セルペンティ ヴァイパー」ピアス PG 

¥491,700／BVLGARI（ブルガリ・ジャパン）

Vネックのクリケットニットやトレンチコートはトラッドスタイルの定番アイテム。ミニのボトムやハード
なブラックブーツを合わせれば、クラシカルなアップタウンスタイルにひねりを加えられること間違いなし。
一見何気ない着こなしも丈やシルエット、素材使いなど細部にまでこだわり、おしゃれ上級者を目指して。
1. ヴィンテージ加工でこなれ感アップを狙いたい。キャップ（参考色） ¥71,500（予定価格）／BALENCIAGA

（バレンシアガ クライアントサービス）  2. 背面がシルクプリントのシャツ ¥185,900／ETRO（エトロ ジャパ
ン）  3. Vネックベスト ¥25,300／MASTER&CO.（マッハ55リミテッド）  4. ストライプのショートパンツ 

¥70,400／SPORTMAX（マックスマーラ ジャパン）  5. トレンチコート ¥542,300／TOD ’ S（トッズ・ジャパン）  
6. サイドジップを開いて履くことも可能なブーツ ヒール4.5㎝ ¥252,000／DIOR（クリスチャン ディオール）

ヘルシーなスポーティさで自分らしさを陽気にアピール
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Photography by SCOTT TRINDLE
Styled by REBECCA PURSHOUSE

ハイジュエリー×
日常着のリアル

多様な文化的背景とマルチな芸術的才能を持つ4人のカルチャーアイコンが、
最高峰のラグジュアリーピースを、自分らしくノンシャランに纏う。

ストーリーテリングな夢のミックス&マッチに、型破りなスピリットが躍動して。
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スーパーモデル出身の女優レティシア・カスタと
写真家ステファン・セドゥナウィの間に生まれた、
モデル兼女優のサティーン。両親の名声に
とらわれず、堅実にキャリアを積んできた。

神秘的なオーラに包まれた彼女のキャラクターと、
カルティエの新作に漂う内なる気品が重なる。
キューブ状のパーツに施されたダイヤモンドが

幾何学模様を描いて揺らめき、
素肌の上でその繊細な美しさを開花させて。

「ナチュール ソヴァージュ」ネックレス 
WG╳ダイヤモンド 参考商品／CARTIER
（カルティエ カスタマー サービスセンター）  

ジャケット 参考商品／PRADA
（プラダ クライアントサービス）  
デニムパンツ／スタイリスト私物

〈p.44〉匠の技、ミステリーセットを駆使した
深遠なサファイアの青にピュアな心を解き放つ。
「トラヴェルセ ミステリユーズ」ブレスレット 
RG╳サファイア╳ダイヤモンド 参考商品／

VAN CLEEF & ARPELS
（ヴァン クリーフ&アーペル ル デスク）  

1920年代のパリの粋をイメージ。幾重にも真珠を
連ねたチョーカーで現代のギャルソンヌを気取る。

「ユニッソン」ネックレス PT╳あこや真珠╳
ダイヤモンド╳タンザナイト

 ¥71,500,000（参考価格）／
TASAKI（タサキ）  

ニット ¥77,000／VIVIENNE WESTWOOD
（ヴィヴィアン・ウエストウッド）  

Tシャツ  スウェットパンツ／
ともにスタイリスト私物

パリジェンヌの宝物

45



最愛のTシャツとデニムのシンプル服に、
肌になじむ本物のダイヤモンドジュエリーを。
それがレス・イズ・モアで自身のスタイルを磨く

色あせないフレンチシックの流儀。
象徴的なモノグラム・フラワーを

ダイヤモンドとルビーが織りなすレースのように
表現したルイ・ヴィトンのネックレスが、

生粋のパリジェンヌ、サティーン・セドゥナウィの
視線の先にある媚びない品格を際立たせて。

「アウェイクンド ハンズ 
アウェイクンド マインズ」コレクションより、

「スプランドゥール」ネックレス 
YG╳PT╳ルビー╳ダイヤモンド 

¥253,213,400（参考価格）／
LOUIS VUITTON

（ルイ・ヴィトン クライアントサービス）  
ルネサンス期の古典技法を現代へ語り継ぐ

イタリアンジュエラー、ブチェラッティ。
正方形モチーフを幾何学模様に落とし込み、

オープンワークを施したブレスレットウォッチは
彫刻作品のごとき完璧な美しさ。

「プレスティージョ」コレクションより、
「アガルマ」ウォッチ YG╳ダイヤモンド╳ルビー 
参考商品／BUCCELLATI（ブチェラッティ）  

Tシャツ／RIER（rieroff icial.com）  
デニムパンツ 参考商品／LEVI ’ S ®
（リーバイ・ストラウス ジャパン）

ダイヤモンドは夢の香り
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香港生まれのパリ在住モデル、
スージー・ド・ジバンシィ。ジバンシィ創業者の
甥であった夫を亡くした後、思いがけない縁から

2019年、52歳でモデルデビュー。
バレンシアガなどのランウェイを闊歩し、

モード界の多様性の時代を象徴する存在に。
スージーのポジティブな生き方に、

力強く瞬くイエローダイヤモンドの光彩が共鳴。
鬼才ジャン・シュランバージェの創造性と

天空の神秘に着想したティファニーのリングに、
太陽のようなエネルギーがほとばしって。

「ブルー ブック2024： ティファニー セレステ」
リング YG╳PT╳イエローダイヤモンド╳

ダイヤモンド 参考商品／
TIFFANY & CO.（ティファニー・アンド・

カンパニー・ジャパン・インク）  
イエローとホワイトの優雅なペアシェイプ
ダイヤモンドが連なるユニークピースを、
ストリート薫るフーディの首もとにオン。
予期せぬ美しいコントラストを刻み出す。
「ハイジュエリー コレクション」ネックレス 

エシカルWG╳エシカルYG╳ダイヤモンド╳
ファンシーイエローダイヤモンド 

¥185,548,000（参考価格）／CHOPARD
（ショパール ジャパン プレス）  

フーディ ¥114,400／DRIES VAN NOTEN
（ドリス ヴァン ノッテン）  

デニムパンツ 参考商品／LEVI ’ S ®
（リーバイ・ストラウス ジャパン）

チェンジメーカーであれ
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パリを拠点にモデル業の傍ら絵画作品を手がけ、
詩人としても活動中のソランジュ・スミス。

父はフランスとオランダに、
母はマレーシアと中国にルーツを持つ、
マルチカルチュラルなアーティストだ。

複数の文化と表現に生きる彼女を輝かせるのは、
未来を切り拓くためのラッキージュエリー。
無限大を意味する記号レムニスケートから

ヒントを得たダブルループが耳もとで揺れれば、
新しいチャンスが訪れる合図。

「シャンス アンフィニ」イヤリング 
WG╳ダイヤモンド╳エメラルド ¥5,115,000／

FRED（フレッド カスタマーサービス）  
2つの宝石が向き合う“トワ・エ・モア”デザインを

透き通るようなペアシェイプダイヤモンドで
優美にモダナイズ。「デュエット」ネックレス 

WG╳ダイヤモンド 参考商品／GRAFF
（グラフダイヤモンズジャパン）  

フーディ 参考商品／CHAMPION
（ヘインズブランズ ジャパン  カスタマーセンター）  

デニムパンツ 参考商品／LEVI ’ S ®
（リーバイ・ストラウス ジャパン）

素顔のままで輝いて
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モデル、俳優、アーティスト、DJ、スタイリスト
としてマルチに才能を発揮するポール・ハメリン。

アンドロジニーを体現するポールに、
ブシュロンのアヴァンギャルドな輝きが似合う。

どんな服を合わせようと、何を飾ろうと
纏う人自身がしっくりくればそれでいい。

氷の国アイスランドの流れ落ちる滝の景観から
着想を得たブローチは、ダイヤモンドでできた

水しぶきさながらのダイナミックさ。
ポールがしなやかに動くたびに、色香と無骨さ、

繊細さと強さが美しく交差する。
「オル ブルー」コレクションより、

「フロ」ブローチ WG╳ダイヤモンド 
¥67,980,000（予定価格）／BOUCHERON

（ブシュロン クライアントサービス）  
タンクトップ／スタイリスト私物

ボクサーパンツ ¥7,150（2枚セット）／
CALVIN KLEIN

（カルバン・クライン カスタマーサービス）  
パンツ ¥117,700／JW ANDERSON

（ JW アンダーソン 渋谷店）

Models: Solange Smith, 

Sahteene Sednaoui, 

Suzi de Givenchy, Paul Hameline

Jewelry Editor: Thomas Delage

Hair: Michal Bielecki

Makeup: Lauren Bos

Manicure: Christina Conrad

Styling Assistant: Agnes Solhall

Production: Lotti Production

Text: Etsuko Aiko

気概あるステートメント
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ザ
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２
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日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
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未
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担
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イ
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サ
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ョ
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ョ
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０
２
４
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台
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ョ
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で
し
た
。
膨
大
な
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
源
が
、
丁
寧
に
一
点
一
点

の
ピ
ー
ス
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
深
く
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア

を
ど
の
よ
う
に
ひ
と
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に

ま
と
め
て
い
る
の
で
す
か
？

ジ
ョ
ン
・
ガ
リ
ア
ー
ノ（
以
下
・
J

G
）　

そ

う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
例
え
ば
個
性
的
な
人
物
の
表
現

や
ふ
く
よ
か
な
シ
ェ
イ
プ
な
ど
、
ブ
ラ
ッ

サ
イ
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
系
フ
ラ
ン
ス
人
の
写

真
家
）
の
写
真
が
作
品
の
一
部
の
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夜
の

街
を
徘
徊
す
る
人
々
の
姿
を
覗
き
見
す
る

よ
う
に
撮
影
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

の
被
写
体
と
な
っ
た
人
た
ち
の
体
型
が
ふ

っ
く
ら
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ
と
。

ま
た
そ
の
頃
、
私
が
仕
事
を
し
て
い
た
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
の
中
に
グ
ラ
マ
ラ
ス
な
体
型

の
方
た
ち
が
い
て
、
一
般
的
に
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
界
が
考
え
る
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ュ
ー
ズ
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的
な
体
型
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
ボ

デ
ィ
と
向
き
合
っ
て
創
造
す
る
の
は
と
て

も
興
味
深
く
、
一
つ
の
挑
戦
だ
と
思
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
自
分
が
思
う
シ
ル
エ
ッ

ト
を
表
現
す
る
た
め
に
、
コ
ル
セ
ッ
ト
を

使
用
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
生
ま
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
形
に
す
る
技
術
、
た
と
え

ば
バ
イ
ア
ス
カ
ッ
ト
な
ど
は
、
長
年
私
が

使
っ
て
き
た
技
術
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

回
の
よ
う
な
体
型
に
合
わ
せ
て
使
用
す
る

の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
何
度
も
フ
ィ

ッ
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
て
進
め
ま
し
た
。
服

作
り
で
は
フ
ォ
ル
ム
の
違
い
に
よ
っ
て
必

要
と
さ
れ
る
技
術
も
ま
た
違
う
の
で
、
す

べ
て
を
一
か
ら
学
び
直
す
感
覚
で
、
私
自

身
非
常
に
興
味
深
く
楽
し
い
創
造
と
製
作

の
旅
と
な
り
ま
し
た
。

突
き
動
か
す
の
は 

深
さ
を
知
ろ
う
と
思
う
好
奇
心

森
永
邦
彦（
以
下
・
森
永
）　

あ
な
た
の
人

生
も
ま
た
、
成
功
と
挫
折
を
繰
り
返
し
て

き
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
れ
だ
け

成
功
を
収
め
て
も
、
あ
な
た
の
内
な
る

「
パ
ン
ク
少
年
」
は
今
で
も
生
き
続
け
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
お
い
て
大
切
な
の
は
、
反
骨
精
神
だ
と

私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
成
功
を
収
め
た
あ

な
た
が
今
思
う
「
パ
ン
ク
精
神
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

J
G　

パ
ン
ク
精
神
は
、
私
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
１
９
７
０
年
代
後
半
〜
80
年
代
前
半

に
か
け
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト 

マ
ー

チ
ン
ズ 

ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
（
現

セ
ン
ト
ラ
ル 

セ
ン
ト 

マ
ー
チ
ン
ズ
）
に

通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
当
時
の
イ
ギ
リ

ス
で
は
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
に
パ
ン
ク
・
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

セ
ッ
ク
ス
・
ピ
ス
ト
ル
ズ
の
初
ギ
グ
は
セ

ン
ト 

マ
ー
チ
ン
ズ
内
の
ラ
ウ
ン
ジ
だ
っ

た
こ
と
も
含
め
、
私
た
ち
自
身
が
パ
ン

ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
一
部
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
う
い
っ
た
体
験
は
、
確
実
に
私
の

中
で
生
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
私
自
身
は
、

「
反
骨
心
」
や
「
パ
ン
ク
」
と
い
う
言
葉
よ

り
も
、「
好
奇
心
」
と
い
う
言
葉
が
好
き
で

す
。
言
わ
れ
た
こ
と
を
１
０
０
％
信
じ
る

の
で
は
な
く
、
す
べ
て
に
お
い
て
そ
の
奥

深
さ
を
知
ろ
う
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
好

奇
心
が
常
に
私
を
突
き
動
か
し
て
き
た
か

ら
で
す
。「
好
奇
心
」
と
は
自
問
す
る
こ
と

で
も
あ
る
。
好
奇
心
を
持
ち
、
自
問
す
る

一
方
で
、
学
習
し
た
こ
と
を
手
放
す
こ
と

を
恐
れ
な
い
の
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
と
い
う
の
も
、
私
た
ち
が
信
じ
て
疑

わ
ず
に
学
ん
だ
こ
と
が
、
必
ず
し
も
真
実

で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
か
ら
。
世
界

的
に
も
〝unlearning

（
学
ん
だ
こ
と
を

一
度
手
放
す
）〞
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も

み
な
さ
ん
も
、
言
う
ま
で
も
な
く
き
っ
と

そ
う
や
っ
て
い
ま
す
よ
ね
？  

ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
国
籍
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

森
永　

今
回
も
リ
バ
ー
ス
・
ス
ワ
ッ
チ
ン

グ
や
ス
ト
ラ
イ
プ
テ
ィ
ー
ズ
な
ど
多
数
の

手
法
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け

長
い
間
服
作
り
を
続
け
て
い
な
が
ら
も
、

今
ま
で
に
な
い
視
点
で
服
や
物
を
見
て
、

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
常
に

フ
ラ
ッ
ト
に
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
で
さ
え

も
手
放
せ
る
ガ
リ
ア
ー
ノ
さ
ん
の
自
由
さ

に
感
動
し
て
い
ま
す
。

J
G　

誰
も
が
自
分
自
身
を
疑
う
こ
と

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

白
紙
状
態
か
ら
つ
く
り
上
げ
る
の
は
、
相

当
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
強
い
ら
れ
ま
す
よ

ね
？│

一
同　
（
う
な
ず
き
な
が
ら
）
笑
。

J
G　

で
す
が
、
恐
れ
ず
に
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
大
事
で
す
。
真
っ
白
な
紙

に
一
本
の
線
を
描
け
ば
、
そ
こ
か
ら
何
か

が
生
ま
れ
、
自
ず
と
次
の
ペ
ー
ジ
へ
と
導

い
て
く
れ
る
の
で
す
か
ら
。
ま
た
、
長
年

一
緒
に
同
じ
道
を
歩
ん
で
い
く
仲
間
選
び

と
い
う
の
も
、
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。「
そ
れ
は
無
理
」「
そ
れ
は
違
う
」

と
否
定
し
て
く
る
人
は
世
の
中
に
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
そ
の
中
で
自
分
と
同
じ
景
色
、

同
じ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
見
え
て
い
る
人
を
選

択
す
る
の
は
、
あ
な
た
た
ち
自
身
で
す
。

私
は
そ
の
大
切
な
仲
間
た
ち
を
「
家
族
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
協
業
し
て
く
れ
る

強
力
な
布
陣
を
選
ぶ
こ
と
も
キ
ャ
リ
ア
に

お
い
て
重
要
な
選
択
で
す
。
本
当
に
長
い

時
間
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
に
な
る
の
で
、

そ
れ
に
よ
っ
て
阿
吽
の
呼
吸
が
生
ま
れ
る

か
ど
う
か
、
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
も
決
ま
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
は 

人
間
観
察
か
ら
生
ま
れ
る

山
本
淳
（
以
下
・
山
本
）　

今
ま
で
ど
の
よ

う
な
類
の
感
情
を
燃
料
と
し
て
、
物
作
り

に
向
き
合
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

〈前列左〉玉田達也／「Tamme（タム）」
デザイナー。文化服装学院服装科、文
化ファッション大学院大学を経てパリに
留学。帰国後、sacaiでパタンナーとし
て経験を積んだ後、2021年秋冬にブラ
ンドデビュー。ニュートラルな概念による
創造と、既存の更新をコンセプトに服作
りを行っている。〈後列左〉森永邦彦／
「ANREALAGE（アンリアレイジ）」デ
ザイナー。2003年早稲田大学卒業。卒
業と同時にブランド設立。「A REAL」
（日常）と「UN REAL」（非日常）を行
き来する様を、服を通して表現している。
2019年に「LVMHプライズ」のファイ
ナリストに選出。2024 - 25年秋冬には
「anrealage homme」を創設し、新し
い挑戦を続けている。〈前列右〉サカイ
カナコ／「KANAKO SAKAI（カナコ
サカイ）」デザイナー。2017年に米パー
ソンズ美術大学を卒業。国内外のデザ
イナーブランドで経験を積んだ後、2022
年春夏にデビュー。日本の技術や美意
識、そして素材にこだわった服作りをモ
ットーにしている。〈後列右〉山本淳／
「Jun.y（ジュンワイ）」デザイナー。文化
服装学院を卒業。国内ブランドに従事
した後、独立。2024年にデビューコレ
クションを発表。造形美とファンタジ
ーを追求したルックに注目が集まった。
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を
見
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
無
意
識
の
う
ち

に
行
っ
て
い
る
動
作
が
美

し
い
も
の
に
な
り
う
る
の

で
す
。
み
な
さ
ん
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。
時
間
が
遅
れ
て
イ
ラ

イ
ラ
す
る
フ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
だ
ら
け
の
場
所
に

来
る
こ
と
で
、
得
ら
れ
る

も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん（
笑
）。
た
と
え
デ
ザ

イ
ン
を
す
る
の
に
不
要
だ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
い
っ

た
も
の
や
人
を
観
察
し
て

記
憶
す
る
こ
と
は
、
何
が

し
か
の
形
で
生
き
て
く
る

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

玉
田
達
也（
以
下
・
玉
田
）　

近
代
の
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
ま
た
は
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
の
特
徴
を
ど
う
捉

え
て
い
ま
す
か
？

J
G　

日
本
の
デ
ザ
イ
ン

の
特
徴
を
ひ
と
言
で
表
す
の
は
と
て
も
難

し
く
、
う
ま
く
言
葉
に
落
と
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
の
目
に
は
ク
リ
エ

イ
シ
ョ
ン
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
文
化
的

な
背
景
や
存
在
感
と
い
う
の
は
見
え
て
い

ま
す
。
日
本
の
メ
ゾ
ン 

マ
ル
ジ
ェ
ラ
の

シ
ョ
ッ
プ
構
成
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
、

か
な
り
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
文
化
的

な
も
の
や
感
性
は
、
み
な
さ
ん
の
中
に
備

わ
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
逆
に
あ
な
た
は
、
日
本
の
近
代
デ

ザ
イ
ン
の
特
徴
は
ど
こ
に
あ
る
と
思
い
ま

す
か
？

玉
田　

第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
日
本
は
、

世
界
中
の
い
ろ
い
ろ
な
文
化
を
受
け
入
れ

た
こ
と
で
、
経
済
的
に
も
大
き
く
成
長
し

ま
し
た
。
そ
の
観
点
か
ら
も
、
僕
は
近
代

の
日
本
の
特
徴
は
ミ
ク
ス
チ
ャ
ー
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な
技
術
が
基
盤
に

J
G　

あ
ら
ゆ
る
感
情
、
万
感
で
す
。

喜
び
、
怒
り
、
悲
し
み
な
ど
が
生
み
出
す

す
べ
て
の
感
情
、
そ
し
て
と
き
に
は
そ
れ

ら
の
感
情
を
引
き
出
し
て
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
「
ア
ー

テ
ィ
ザ
ナ
ル
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
場
合
は
、

月
明
か
り
に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
る
情
感

を
服
に
反
映
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
一
見
ツ
イ
ー
ド
に
見
え
る
け
れ

ど
、
実
は
オ
ー
ガ
ン
ジ
ー
や
シ
フ
ォ
ン
な

ど
の
軽
量
の
生
地
を
い
く
つ
も
の
レ
イ
ヤ

ー
に
し
て
、
表
面
に
ツ
イ
ー
ド
の
質
感
を

プ
リ
ン
ト
し
た
い
わ
ば
ト
ロ
ン
プ
ル
イ
ユ

の
技
法
「
ミ
ル
ト
ラ
ー
ジ
ュ
」
を
使
用
し

て
月
明
か
り
で
濡
れ
た
よ
う
な
印
象
を
与

え
る
「
ア
ク
ア
レ
リ
ン
グ
」
で
仕
上
げ
る

な
ど
。
ま
た
、
セ
ー
ヌ
川
の
寒
さ
に
震
え

る
と
い
う
の
も
、
あ
る
種
の
感
情
だ
と
思

う
の
で
す
が
、
そ
の
表
情
を
形
作
る
無
意

識
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
衣
服
に
染
み
込
ま

せ
る
「
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ
」
と
い
う
新
し
い
技
術
を
使
っ
て
い
ま

す
。
雨
の
中
で
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
頭
か
ら
か

ぶ
っ
た
り
、
顔
を
隠
す
よ
う
に
襟
を
立
て

た
り
と
い
っ
た
仕
草
を
、
衣
服
に
反
映
す

る
技
術
で
す
。
た
だ
、
こ
う
い
う
技
術
的

な
話
に
な
る
と
永
遠
に
話
し
て
し
ま
う
の

で
、
一
旦
こ
こ
で
や
め
ま
し
ょ
う
（
笑
）。

山
本　

そ
う
い
う
新
し
い
技
術
は
、
ど
の

よ
う
に
し
て
閃
く
の
で
し
ょ
う
か
？

J
G　

人
間
観
察
に
よ
る
部
分
が
大
き

い
で
す
。
街
は
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き

や
表
情
で
あ
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
ス
マ
ホ

を
眺
め
る
の
で
な
く
人
間
観
察
を
す
る
こ

と
で
、
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
新
し
い
技

術
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
常
に
私
た
ち
の

周
り
で
は
何
か
が
起
き
て
い
る
の
で
、
そ

れ
に
気
づ
く
か
ど
う
か
な
ん
だ
と
思
う
の

で
す
。
日
本
で
は
す
べ
て
が
時
間
通
り
に

動
き
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
電
車
も

飛
行
機
も
遅
れ
る
の
が
当
た
り
前
な
の
で
、

遅
延
し
て
い
る
間
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
突

っ
込
ん
で
つ
ま
ら
な
そ
う
に
し
て
い
る
人

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
基

に
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ル
チ
ャ

ー
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
、

今
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

J
G　

確
か
に
あ
な
た
の

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
ね
。

あ
と
、
私
の
目
か
ら
見
る

と
日
本
の
方
々
は
伝
統
を

愛
す
る
気
持
ち
と
、
物
事

と
向
き
合
い
十
分
な
時
間

を
か
け
る
心
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば

生
地
ひ
と
つ
を
扱
う
に
し

て
も
、
じ
っ
く
り
と
時
間

を
か
け
る
。
そ
れ
が
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
か
ら
、
日
本
は
自
由
な

表
現
が
可
能
な
国
だ
な
と

思
っ
た
り
も
し
ま
す
。
日

本
に
来
る
と
若
者
た
ち
は

何
に
も
縛
ら
れ
な
い
自
由

な
着
こ
な
し
を
し
て
い
ま

す
し
、
実
験
的
な
髪
色
を
し
た
り
し
て
い

る
。
個
々
の
表
現
の
自
由
度
が
高
く
、
そ

れ
が
世
界
の
大
き
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
カ
イ　

あ
な
た
は
私
た
ち
に
た
く
さ
ん

の
夢
を
見
さ
せ
て
く
れ
ま
す
が
、
ご
自
身

が
今
描
い
て
い
る
夢
や
目
標
が
あ
っ
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。

J
G　

夢
は
永
遠
に
見
続
け
て
お
り
、

夢
見
る
こ
と
を
や
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
私
に
と
っ
て
寝
る
と
き
に
見
る
夢
も
、

い
つ
か
成
し
遂
げ
た
い
と
思
う
夢
も
同
じ
。

す
べ
て
に
お
い
て
イ
メ
ー
ジ
を
し
、
夢
見

る
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。
私
は
夢
と
い

う
の
は
願
い
、
信
じ
続
け
て
い
れ
ば
叶
う

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら

自
分
に
と
っ
て
の
セ
ー
フ
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、
脳
内
で
い
ろ
い
ろ
な
世
界
を
つ
く
り

だ
し
て
き
ま
し
た
。
と
き
に
は
そ
こ
が
一

番
居
心
地
の
良
い
場
所
だ
っ
た
り
も
し
た
。

そ
の
空
間
を
共
有
し
、
そ
こ
に
み
な
さ
ん

を
招
待
す
る
の
が
楽
し
い
の
で
す
。
あ
る

種
の
白
昼
夢
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
そ

れ
は
積
み
重
ね
ら
れ
た
意
識
が
、
無
意
識

の
形
で
解
放
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
か

な
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。
そ
し
て
、
私

は
そ
れ
を
受
け
止
め
る
の
が
好
き
な
の
で

す
。
私
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
つ
く

り
た
い
世
界
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
眠
り

に
つ
く
こ
と
で
す
。
す
る
と
自
分
の
精
神

が
無
意
識
の
う
ち
に
そ
れ
を
考
え
て
く
れ

る
。
こ
の
中
で
経
験
が
あ
る
人
も
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
難
題
に
ぶ
つ
か
り
ど
う
し

よ
う
も
な
い
と
き
で
も
、
朝
目
覚
め
た
ら

昨
夜
考
え
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
答
え
が

出
て
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？  

多

分
そ
れ
は
体
や
脳
が
無
意
識
の
う
ち
に
作

業
を
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

な
の
で
、
そ
の
た
め
の
時
間
を
つ
く
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
ス
マ
ホ

や
テ
レ
ビ
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
ク

リ
ア
な
マ
イ
ン
ド
で
い
ら
れ
る
時
間
を
つ

く
る
こ
と
が
大
事
で
す
し
、
常
に
夢
を
見

る
べ
き
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
何
か

を
求
め
た
場
合
、
心
か
ら
そ
れ
を
欲
し
て

い
れ
ば
夢
を
通
し
て
そ
れ
が
実
現
す
る
と

思
う
の
で
す
。
例
え
ば
一
着
の
ド
レ
ス
が

あ
っ
た
と
し
ま
す
。
完
成
さ
れ
た
イ
メ
ー

ジ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
が
着
て
い
て

も
マ
ネ
キ
ン
が
着
て
い
て
も
、
ハ
ン
ガ
ー

に
か
か
っ
て
い
て
も
い
い
。
流
麗
な
ラ
イ

ン
だ
っ
た
り
、
自
分
が
満
足
で
き
る
ド
レ

ス
を
想
像
す
る
。
そ
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

が
助
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

反
美
的
な
精
神
は 

私
も
大
切
に
し
て
い
る
美
学

サ
カ
イ　

あ
な
た
自
身
、
夢
を
生
き
て
い

る
感
覚
は
あ
り
ま
す
か
？

J
G　

ま
さ
に
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
自
分
の
人
生
が
現
実
か
ど
う
か
を
疑

い
、
頬
を
つ
ね
り
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
緒
に
仕
事
を
し
て

き
た
人
た
ち
、
こ
れ
ま
で
の
旅
路
…
…
。

若
い
頃
は
、
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
人
生

を
送
る
こ
と
な
ど
到
底
想
像
が
で
き
ず
、

夢
を
見
る
こ
と
す
ら
大
そ
れ
た
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
会
社
を
持
ち
、

偉
大
な
る
ジ
バ
ン
シ
ィ
、
デ
ィ
オ
ー
ル
、

そ
し
て
メ
ゾ
ン 

マ
ル
ジ
ェ
ラ
で
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
光
栄
に
思
っ

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
私
は
イ
ベ
リ
ア
半

島
の
南
東
端
の
小
さ
な
国
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ

ル
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
南
北
に
５
㎞
、
東

西
に
１
・
２
㎞
と
い
う
小
さ
な
国
出
身
の

自
分
が
、
今
こ
こ
に
い
る
こ
と
自
体
が
夢

の
よ
う
で
、
本
当
に
す
ご
い
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

森
永　

対
照
的
な
価
値
を
大
切
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
で
す
。
日
本

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
美
し
さ
に
対
す
る

認
識
を
変
え
ま
し
た
が
、
あ
な
た
の
作
品

に
も
、
反
美
的
な
精
神
が
あ
り
ま
す
。

J
G　

80
年
代
、
川
久
保
玲
や
山
本
耀
司

と
い
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
に
世
界
が
驚
愕
し
ま
し
た
。
凡
庸
だ
と

思
っ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
打
ち
捨
て

ら
れ
て
い
る
も
の
か
ら
美
し
さ
を
見
出
す

と
い
う
部
分
に
お
い
て
は
、
マ
ル
タ
ン 

マ
ル
ジ
ェ
ラ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
も
同
じ
エ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
日
本
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

非
常
に
近
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
私
自
身
も
完
成
さ
れ
た
組
曲
よ
り

も
、
未
完
成
の
交
響
曲
の
方
が
美
し
い
と

感
じ
ま
す
。
た
と
え
未
完
成
だ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
作
品
に
宿
っ
た
魂
や
エ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
強
く
感
じ
取
れ
ま
す
し
、
ラ
イ

ブ
感
、
ラ
フ
な
感
覚
を
生
か
す
物
作
り

は
素
敵
だ
な
と
思
う
の
で
す
。
す
っ
か

り
余
談
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
あ
な
た

の
質
問
の
続
き
を
ど
う
ぞ
。

森
永　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
に

も
言
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
展
覧
会
で
観

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
リ
バ
ー
ス
・
ス
ワ

ッ
チ
ン
グ
」
手
法
な
ど
が
ま
さ
に
そ
れ
で
、

凡庸だと思っているものから美を見出す、
日本の服作りには未完成の交響曲という
印象を抱いています。完成された組曲より、
未完成の交響曲の方が美しいと思うのです。
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ジョン・ガリアーノ／1960年、ジブラル
タル生まれ。1983年にセント マーチン
ズ スクール・オブ・アートのモード科を
首席で卒業。1985年ロンドンコレクシ
ョンでデビューし、高い評価を得る。ユ
ベール・ド・ジバンシィの引退に伴い、
1995年にジバンシィのデザイナーに就
任。英国人デザイナーとして初めてフラ
ンスのオートクチュールメゾンを率いる。
翌1996年10月にはクリスチャン ディオ
ールのデザイナーに就任。2014年から
メゾン マルジェラのクリエイティブ・デ
ィレクターを務める。オートクチールウ
ィークに発表する「アーティザナル」コレ
クションは大きな話題と注目を集めた。
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質
素
な
ス
ポ
ン
ジ
や
段
ボ
ー
ル
、
ガ
ム
テ

ー
プ
な
ど
、
通
常
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
で

使
わ
れ
る
生
地
や
ア
イ
デ
ア
と
は
対
照
に

あ
る
素
材
を
用
い
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

仕
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
常
に
反
対
で
い
る

こ
と
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
非
常
に

大
切
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
長
年
そ
の
精

神
を
保
っ
て
物
作
り
を
す
る
こ
と
は
と
て

も
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
、
あ
な
た

が
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
、

反
美
的
な
精
神
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

J
G

　
私
は
よ
く
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
用
の

お
店
に
行
き
、
電
話
線
を
買
っ
て
ク
リ
ノ

リ
ン
を
作
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
電
話
線

は
軽
量
な
の
に
自
在
に
動
く
の
で
、
お
も

し
ろ
い
で
す
よ
。
ほ
か
に
も
ス
ポ
ン
ジ
や

断
熱
材
、
ラ
ギ
ン
グ
と
い
う
天
井
に
使
用

す
る
素
材
な
ど
も
服
の
素
材
と
し
て
使
っ

て
い
た
り
し
ま
す
。
今
回
展
示
さ
れ
て
い

る
ド
レ
ス
な
ど
は
、
そ
う
い
う
も
の
を
カ

ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
作
り
上
げ
た
、
ま
さ
に

い
い
例
だ
と
思
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
た

だ
の
ス
ポ
ン
ジ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

私
に
と
っ
て
は
と
て
も
美
し
い
素
材
。
普

段
気
に
と
め
な
い
よ
う
な
も
の
に
、
い
か

に
光
を
当
て
る
か
と
い
う
の
は
マ
ル
タ
ン 

マ
ル
ジ
ェ
ラ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、
私

自
身
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
も
あ
る
。
さ
き
ほ

ど
例
を
あ
げ
た
よ
う
に
、
日
本
の
作
品
に

は
未
完
成
の
交
響
曲
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

を
抱
い
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
い
う
の
は
、
生
地
ひ
と
つ
と
っ

て
も
き
れ
い
に
使
い
た
が
る
傾
向
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
方
で
日
本
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
場
合
は
、
例
え
ば
生
地
の
特
徴

や
縫
製
で
生
じ
る
予
想
外
の
効
果
を
個
性

と
し
て
生
か
し
、
そ
こ
か
ら
美
を
見
出
し

た
り
、
そ
れ
を
応
用
し
て
新
た
な
も
の
に

変
換
し
、
既
存
の
ス
タ
イ
ル
以
上
の
美
し

さ
を
生
む
。
そ
う
い
っ
た
姿
勢
に
心
か
ら

敬
意
を
も
っ
て
い
ま
す
し
、
共
感
も
す
る
。

反
美
的
な
精
神
と
い
う
の
は
、
自
分
の
中

で
も
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る
美
学
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
製
作
の
過
程
と 

 

ホ
ラ
ー
映
画
は
よ
く
似
て
い
る

山
本
　
今
回
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
う
も
の
が

い
ろ
い
ろ
と
あ
る
中
で
、
そ
れ
と
感
情
を

結
び
つ
け
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
つ
く
り
上

げ
て
い
く
と
こ
ろ
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
つ
な
が
り
に
関
し
て
、
チ
ー
ム
で
つ

く
り
上
げ
て
い
く
の
か
、
ガ
リ
ア
ー
ノ
さ

ん
自
身
が
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
見
て
、
そ
こ
に

感
情
を
乗
せ
て
い
く
の
か
？  

そ
の
プ
ロ

セ
ス
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

J
G

　
作
る
服
に
よ
り
け
り
で
す
。
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
製
作
に
す
る
に
あ
た
り
、

私
は
方
向
性
を
示
す
た
め
に
ち
ょ
っ
と
し

た
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
っ
て
、
自
分
の
ミ

ュ
ー
ズ
た
ち
と
共
有
し
ま
す
。
そ
れ
を
基

に
、
み
ん
な
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
提
案

し
て
も
ら
い
、
そ
の
感
情
の
形
を
映
像
に

収
め
る
。
最
終
的
に
自
分
た
ち
に
と
っ
て

正
し
い
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
正
し
い
構
図
を

見
つ
け
る
ま
で
、
そ
の
作
業
を
続
け
て
い

き
ま
す
。
感
情
と
い
う
の
も
自
然
発
生
的

な
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
実
際
に
作
業
に
取
り
か
か
っ

て
い
る
と
き
よ
り
も
、
そ
の
前
後
の
無
意

識
の
瞬
間
に
本
当
に
求
め
て
い
る
形
を
見

つ
け
る
こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

形
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
そ
こ
に
ど
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
用
い
る
べ
き
か
を
考
え
て
い
く

だ
け
な
の
で
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
合
わ
せ
て

い
く
こ
と
自
体
は
す
ご
く
有
機
的
な
作
業

の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
形
、
ボ

デ
ィ
シ
ェ
イ
プ
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
服

が
つ
く
れ
な
い
の
で
、
今
回
の
場
合
は
基

本
と
な
る
コ
ル
セ
ッ
ト
の
製
作
の
方
が
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
を
つ
く
る
よ
り

も
長
い
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

山
本

　
な
る
ほ
ど
。
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

J
G

　
今
私
の
目
の
前
に
あ
る
「
シ
ー
ム

レ
ー
ス
」（
p. 

50 

- 51
）
は
、
レ
ー
ス
な
ど

大切な仲間たちを“家族”と呼ぶその姿勢に感動しています（森永）
テクニックと感情の結びつきに感銘を受けました（山本）
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の
断
片
を
貼
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
一
つ
の

大
き
な
刺
繍
の
よ
う
に
見
え
る
、
継
ぎ
目

を
不
可
視
化
し
た
フ
ォ
ル
ム
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
う
探
求
と
い
う
の
は
、

私
に
と
っ
て
は
至
福
の
時
間
で
あ
り
、
大

き
な
喜
び
で
す
。
ず
っ
と
前
の
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
初
め
て
バ
イ
ア
ス
カ
ッ
ト
の

ド
レ
ス
を
作
っ
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。「
こ
う
い
う
ド
レ
ス
を
作
り
た

い
」
と
言
っ
た
ら
、
周
囲
か
ら
は
「
生
地

が
伸
縮
し
て
し
ま
う
か
ら
無
理
」「
そ
れ

は
無
謀
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
と
き
に
ア
ト
リ
エ
を
持
っ
て
い
る
友
人

が
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
を
、
週
末

に
実
験
し
て
み
よ
う
と
誘
っ
て
く
れ
て
、

彼
の
協
力
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

ド
レ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
と
な
っ
て
は
バ
イ
ア
ス
カ
ッ
ト
の
ド
レ

ス
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
り
、
ど
こ

の
お
店
で
も
購
入
で
き
ま
す
が
。
と
言
っ

て
も
私
の
ド
レ
ス
ほ
ど
キ
レ
イ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
け
ど
（
笑
）。
で
も
、
そ
の
探
求

に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
も
の
で
す
。

日
本
で
の
出
来
事
が
世
界
に
影
響
を 

与
え
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

山
本　

感
情
も
そ
う
で
す
が
、
あ
な
た
の

中
に
は
ア
ー
ト
に
関
す
る
膨
大
な
知
識
が

た
め
込
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

中
に
あ
る
音
楽
や
歌
詞
の
フ
レ
ー
ズ
、
物

語
の
一
節
な
ど
、
あ
な
た
に
と
っ
て〝
特
別

の
も
の
〞
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

J
G　

音
楽
は
そ
の
と
き
の
気
持
ち
を

整
え
て
く
れ
た
り
盛
り
上
げ
た
り
し
て
く

れ
る
私
に
と
っ
て
は
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
、
い
つ
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
バ
イ
ア
ス
カ
ッ
ト
を
し
て
い
る
と
き

は
シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
、
フ
リ
ル

や
レ
ー
ス
な
ど
を
大
胆
に
使
う
ド
レ
ス
を

作
成
し
て
い
る
と
き
は
鼓
舞
す
る
イ
メ
ー

ジ
で
フ
ラ
メ
ン
コ
を
聴
い
た
り
し
ま
す
。

音
楽
を
感
じ
、
そ
れ
を
自
分
の
指
先
を
通

し
て
表
現
し
て
い
る
感
覚
で
す
。

サ
カ
イ　

影
響
を
受
け
た
映
画
も
教
え
て

く
だ
さ
い
。
展
覧
会
に
は
マ
イ
ケ
ル
・
パ

ウ
エ
ル
と
エ
メ
リ
ッ
ク
・
プ
レ
ス
バ
ー
ガ

ー
監
督
に
よ
る
『
赤
い
靴
』（
１
９
４
８

年
）
に
ち
な
ん
だ
靴
が
飾
ら
れ
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。

J
G　

影
響
を
受
け
た
り
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
得
た
り
し
た
映
画
は
数
え
き

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
数
年
は
ホ
ラ
ー
映
画

に
ハ
マ
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
美
を
見
出

し
て
い
ま
す
。
ホ
ラ
ー
映
画
と
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
製
作
の
過
程
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ

も
よ
く
似
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
出
口
の

見
え
な
い
暗
い
廊
下
を
彷
徨
っ
た
り
、
突

然
抜
け
落
ち
る
床
が
あ
っ
た
り
、
ま
っ
た

く
予
想
の
し
て
い
な
か
っ
た
展
開
や
ひ
ね

り
が
あ
る
。
ま
た
、
服
作
り
の
た
め
に
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
行
っ
て
新
し
い
も
の
に
出
合

っ
た
り
す
る
感
覚
は
、
未
知
な
も
の
に
対

す
る
ス
リ
ル
と
い
う
点
で
、
非
常
に
ホ
ラ

ー
映
画
的
だ
と
思
う
ん
で
す
。

玉
田　

今
回
の
来
日
で
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
得
ま
し
た
か
？

J
G　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
日
本
の
街
歩

き
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
宝
庫
で
す
。

先
日
も
年
配
の
女
性
が
メ
ゾ
ン 

マ
ル
ジ

ェ
ラ
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
前
を
歩
い
て
い
た

の
で
す
が
、
私
は
す
っ
か
り
言
葉
を
失
い

ま
し
た
よ
。
彼
女
は
ニ
ッ
ト
帽
を
か
ぶ
り
、

小
さ
す
ぎ
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
、
ス
カ

ー
ト
か
ら
は
裏
地
が
は
み
出
し
て
い
た
。

ま
さ
に
「
新
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
た
！
」
と
思
っ
た
瞬
間
で
し
た
。
た
ま

た
ま
お
店
の
前
を
見
て
い
た
だ
け
で
、
こ

ん
な
発
見
を
し
て
し
ま
っ
た
（
笑
）。
観

察
す
る
こ
と
を
や
め
な
い
こ
と
で
、
こ
う

い
う
素
敵
な
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
日
本

で
の
出
来
事
が
、
こ
う
し
て
世
界
に
影
響

を
与
え
て
い
く

│
な
ん
と
喜
ば
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

たくさんの夢を与えてもらっています（サカイ）
プロセス、ストーリーの美しさ、すべてを尊敬します（玉田）

撮影の裏側を
チェック！
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２
０
２
４
年
７
月
、
パ
リ
ジ
ャ
ン
た

ち
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
フ
ラ
ン
ス
発

の
ブ
ラ
ン
ド
、
セ
ザ
ン
ヌ
が
つ
い
に
日

本
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
手

に
取
り
や
す
い
価
格
な
が
ら
も
、
上
質

な
ク
オ
リ
テ
ィ
と
タ
イ
ム
レ
ス
な
デ
ザ

イ
ン
を
兼
ね
備
え
た
セ
ザ
ン
ヌ
。
そ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
着
る
人
を
や
さ
し

く
包
み
込
む
よ
う
な
洗
練
さ
れ
た
フ
ァ

ブ
リ
ッ
ク
を
使
用
し
、
幅
広
い
世
代
か

ら
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　

セ
ザ
ン
ヌ
の
創
業
者
で
あ
る
モ
ル
ガ

ン
・
セ
ザ
ロ
リ
ー
は
、
約
20
年
前
に
ヴ

ィ
ン
テ
ー
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
か
ら
キ

ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
。
デ
ザ
イ
ン
の
歴

史
や
素
材
、
デ
ィ
テ
ー
ル
へ
の
深
い
理

解
を
そ
こ
で
培
い
、「
自
身
が
本
当
に

欲
し
い
逸
品
を
見
つ
け
る
の
が
難
し

い
」
と
感
じ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

12
年
前
に
「
セ
ザ
ン
ヌ
」
を
立
ち
上
げ

た
。
当
時
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
だ

け
で
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
の
は
リ
ス

ク
が
高
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
モ
ル
ガ

ン
は
「
良
質
な
商
品
を
適
正
価
格
で
提

供
す
る
唯
一
の
方
法
」
と
確
信
し
、
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
の
み
で
の
運
営
を
決
断
。
そ

の
結
果
、
そ
の
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
で
瞬

く
間
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
愛
好
家
た
ち
の

心
を
掴
み
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
み
な

ら
ず
ア
メ
リ
カ
に
も
進
出
。
国
際
的
な

人
気
を
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
へ
と
成
長
し
た
。

　

現
在
、
３
人
の
子
ど
も
を
育
て
る
母

親
で
も
あ
る
彼
女
は
「
母
は
70
代
で
す

が
、
彼
女
は
い
つ
も
お
し
ゃ
れ
で
素
敵

で
す
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
で
、
自
己
表
現
を

豊
か
に
し
、
人
生
に
彩
り
を
添
え
ら
れ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
生
き
生

き
と
し
た
魅
力
を
提
供
で
き
る
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
り
た
い
」
と
語
り
、
そ
の
思
い

は
セ
ザ
ン
ヌ
の
デ
ザ
イ
ン
哲
学
に
も
色

濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。「
ど
ん
な
に

美
し
い
靴
で
も
、
一
度
痛
い
と
思
っ
た

ら
履
き
た
く
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
お

し
ゃ
れ
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
耐
え
る

こ
と
で
は
な
く
、
喜
び
を
纏
う
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
育
児
を
通
し
て

よ
り
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と

モ
ル
ガ
ン
。
実
用
性
と
美
し
さ
を
両
立

し
た
靴
は
、
業
界
内
か
ら
も
高
く
支
持

さ
れ
て
お
り
、
彼
女
の
ア
イ
テ
ム
づ
く

り
へ
の
情
熱
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
、
働
く
母
親
と
し
て
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
も
深
い
関
心
を

持
つ
。「
完
璧
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

自
分
に
合
っ
た
ペ
ー
ス
を
見
つ
け
る
こ

と
が
大
切
。
セ
ザ
ン
ヌ
の
プ
ロ
ダ
ク
ト

に
も
、
そ
ん
な
自
然
体
で
い
ら
れ
る
や

さ
し
さ
を
込
め
て
い
ま
す
。
子
育
て
が

大
変
な
時
期
に
、
信
頼
で
き
る
チ
ー
ム

に
運
営
を
任
せ
た
こ
と
も
こ
の
ブ
ラ
ン

ド
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
力
に
な
っ
た

と
感
じ
ま
す
」
と
、
ブ
ラ
ン
ド
の
成
長

と
家
族
の
幸
せ
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の

彼
女
の
生
き
方
が
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
支
え

る
大
き
な
軸
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ま
た
、「
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
で
、

あ
え
て
宣
伝
は
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
前

置
き
を
し
な
が
ら
も
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
に
熱
心
な
モ
ル
ガ

ン
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
環
境
や
社
会
へ
の
貢

献
を
評
価
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
認
証

「B
 C

o
rp

」
を
取
得
し
て
お
り
、
持
続

可
能
な
生
地
や
生
産
方
法
を
６
年
以
上

に
わ
た
っ
て
追
求
。
現
在
、
80
パ
ー
セ

ン
ト
も
の
ア
イ
テ
ム
が
完
全
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
方
法
で
製
作
さ
れ
て
お
り
、
見

た
目
の
美
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
環
境

に
や
さ
し
い
選
択
肢
を
提
供
す
る
こ
と

も
目
標
に
掲
げ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

最
後
に
彼
女
は
「
私
に
と
っ
て
は
、

セ
ザ
ン
ヌ
は
最
初
の
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う

な
存
在
で
す
」
と
語
る
。
そ
の
言
葉
の

裏
に
は
、
自
分
の
子
ど
も
を
〝
た
だ
賢

い
子
〞
に
育
て
ば
い
い
と
思
う
の
で
は

な
く
、
や
さ
し
く
思
い
や
り
を
持
っ
た

子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
、
そ
ん
な

気
持
ち
が
う
か
が
え
た
。
女
性
に
寄
り

添
い
、
や
さ
し
く
包
み
込
む
。
そ
の
上

で
人
々
に
少
し
の
自
信
を
与
え
て
く
れ

る
。
そ
ん
な
セ
ザ
ン
ヌ
の
温
か
な
哲
学

を
肌
で
感
じ
て
み
て
ほ
し
い
。

母、そしてデザイナーとして。
セザンヌ創業者が提案する
女性の日常に寄り添う服とは?

パリジャンシックなスタイルとサステナブルな
ライフスタイル提案で世界を魅了する「セザンヌ」。

SNSでも働く女性のロールモデルとして羨望を集める
ブランドの創業者で3児の母でもあるモルガン・セザロリーに、
デザイン哲学と自身のワークライフバランスについて聞いた。

IN VOGUE: INTERVIEW

ルック画像は
WEBサイトにて

パリの左岸に位置する、おしゃれなアパ
ルトマンのような雰囲気の本社。デザ
インから生地の選定などもここで行う。

Morgane Sezalory／セザンヌ創業者でクリエイティブ・ディレクターのモルガン・セザロリー。
パリジャンのアイコン的存在で、インスタグラムのフォロワー数31万人を誇る。
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春、刷新するアイコン
新しいシーズンの訪れ。春のメイクアップで顔のインプレッションを

アップデートしたら、ニュールックに袖を通そう。見せたい肌、誇りたいシルエットで、
コンフィデンスがにじむ女性像を具現化して。
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強
さ
を
シ
ッ
ク
に
映
す
、上
質
な
ツ
ヤ

仮
面
の
よ
う
に
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
、ヴ
ェ
ー
ル
と
一
体
化
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
。

陶
器
さ
な
が
ら
の
輝
き
を
た
た
え
た
肌
の
質
感
が
、危
険
な
薫
り
を
放
つ

美
し
さ
と
卓
越
し
た
エ
レ
ガ
ン
ス
を
同
時
に
実
現
す
る
。
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を

手
が
け
た
の
は
、デ
ィ
オ
ー
ル
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
＆

イ
メ
ー
ジ 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
ピ
ー
タ
ー・フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
。

「
ほ
か
の
要
素
が
と
て
も
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
た
め
、

リ
ッ
プ
は
少
し
ソ
フ
ト
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
境
目
を
ぼ
か
し
た
マ
ッ
ト
な

ス
テ
イ
ン
リ
ッ
プ
な
ら
、威
圧
感
な
く
ク
ー
ル
な
佇
ま
い
へ
」

ヴ
ェ
ー
ル 

参
考
商
品
／D

IO
R

（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン 

デ
ィ
オ
ー
ル
）  

〈p.61

〉ハ
ッ
ト ¥

110,000  

ト
ッ
プ
ス ¥

330,000  

イ
ヤ
リ
ン
グ ¥

66,000

／
す
べ
てD

IO
R

（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン 

デ
ィ
オ
ー
ル
）

麗しき色が紡ぐ
反骨を帯びた輝き

パンクのヴァイブスをスパイスに、春のトレンドカラーでメイクをクチュール。
ピンク、ブルー、レッドを大胆に配せば、自分史上最高の“私”に。

Photography by TAKUYA UCHIYAMA  
Makeup by PETER PHILIPS
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青
き
眼
差
し
の
リ
ベ
リ
オ
ン

二
つ
の
目
を
横
切
る
よ
う
に
走
ら
せ
た
ボ
ー
ル
ド
な
ラ
イ
ン
は
、

服
と
マ
ッ
チ
さ
せ
た
ブ
ル
ー
ト
ー
ン
を
用
い
つ
つ
、パ
ー
ル
感
の
あ
る

テ
ク
ス
チ
ャ
ー
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
描
い
た
。「
モ
デ
ル
が
身
に
纏
っ
た

ル
ッ
ク
に
合
わ
せ
、全
体
を『
ジ
ー
ン
ズ
』と
い
う
テ
ー
マ
で
ま
と
め
ま
し
た
。

一
方
で
、70
年
代
の
グ
ラ
ム
パ
ン
ク
の
イ
メ
ー
ジ
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
」と

ピ
ー
タ
ー
。
仕
上
げ
に
リ
ッ
プ
ラ
イ
ナ
ー
で
唇
の
山
を
繋
げ
ば
、

今
っ
ぽ
く
モ
ダ
ン
で
引
き
締
ま
っ
た
ム
ー
ド
が
。

ジ
ャ
ケ
ッ
ト ¥

960,000  

ピ
ア
ス ¥

76,000

／

と
も
にD

IO
R

（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン 

デ
ィ
オ
ー
ル
）

63



反
照
す
る
淑
や
か
な
グ
ロ
ウ

シ
ャ
ー
プ
で
優
美
な
ピ
ュ
ア
ブ
ラ
ッ
ク
の
ア
イ
ラ
イ
ン
。

そ
の
強
く
凛
と
し
た
存
在
感
を
包
み
込
む
の
が
、顔
全
体
を
彩
る
柔
ら
か
く

あ
ど
け
な
い
ベ
ビ
ー
ピ
ン
ク
の
光
沢
だ
。
ピ
ー
タ
ー
は
、二
つ
の
相
反
す
る

要
素
が
生
む
相
乗
効
果
を
次
の
よ
う
に
語
る
。「
ア
ジ
ア
人
の
美
し
い
目
の
形
に

イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
メ
イ
ク
で
す
。
ソ
フ
ト
な
色
を
加
え
た
こ
と
で

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
ケ
ミ
カ
ル
に
も
感
じ
ら
れ
る

ホ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
な
輝
き
が
、モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
の
カ
ギ
に
」

コ
ー
ト ¥

1,800,000  

ド
レ
ス ¥

1,550,000  

チ
ョ
ー
カ
ー ¥

170,000

／

す
べ
てD

IO
R

（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン 

デ
ィ
オ
ー
ル
）
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ピ
ン
ク、ピ
ン
ク、ピ
ン
ク
!

目
も
と
は
コ
ー
ラ
ル
、チ
ー
ク
に
ロ
ー
ズ
、ま
つ
毛
へ
ブ
リ
ッ
ク
カ
ラ
ー
と
、

種
類
の
異
な
る
ピ
ン
ク
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
楽
し
げ
な
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
。

全
体
を
ま
と
め
る
ぽ
っ
て
り
と
し
た
リ
ッ
プ
は
、ま
る
で
キ
ャ
ン
デ
ィ
み
た
い
に

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
ツ
ヤ
感
で
陽
気
な
ム
ー
ド
を
連
れ
て
く
る
。
ピ
ー
タ
ー
が

「
目
の
下
か
ら
顔
の
サ
イ
ド
や
上
下
に
か
け
て
な
ど
、幅
広
く
チ
ー
ク
を
入
れ
る

ト
レ
ン
ド
を
反
映
し
て
み
ま
し
た
」と
教
え
て
く
れ
た
。
気
品
漂
う
グ
ロ
ウ
な

質
感
で
ど
ん
な
色
も
美
し
く
ま
と
ま
る
百
花
繚
乱
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
、

あ
な
た
が
試
し
て
み
た
い
の
は
ど
ん
な
カ
ラ
ー
？

ト
ッ
プ
ス 

参
考
商
品  

チ
ョ
ー
カ
ー ¥

170,000  

リ
ン
グ（
右
手 

薬
指
・
上
） ¥59,000  

リ
ン
グ（
右
手 

薬
指
・
下
） ¥71,000

／

す
べ
てD

IO
R

（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン 

デ
ィ
オ
ー
ル
）
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最
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松井里加。メイクアップ・アーティスト。
都内ヘアサロン勤務後、2000年に渡米。
NYを拠点にパリやミラノ等のコレクショ
ンに参加する。2006年に帰国し、雑誌や
広告等で幅広く活躍中。ビューティーブラ
ンド「SELALY」のプロデュースも手がける。

RIKA MATSUI

話を聞いたのは……

〈上から〉暖かな春風を想起させるピンクの
ほか、多彩な9色が一つに。ル・ヌフ・ジバン
シイ 15 ¥8,360（限定発売中）／GIVENCHY

（パルファム ジバンシイ）  スパイシーさが魅
力の艶めく濃密レッド。YSL ザ インクス ヴィ
ニルクリーム 416 ¥6,490（1月17日発売）／
YVES SAINT LAURENT（イヴ・サンローラ
ン・ボーテ）  水面のようなシルキーなブルー
で、指先をドレスアップ。ディオール ヴェル
ニ トップコート 〈グロウマニア〉 008 ¥4,620

（限定発売中）／DIOR（パルファン・クリス
チャン・ディオール）  ブレスレット ¥66,000

／R.ALAGAN（ララガン ララガンデザイン）

余裕とともに取り入れる
麗らかな春の色
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　ラランウェイでも多く見かけたピンクメイクだ

が、、春の定番カラーとしてもここ数年君臨。今

年注注目すべき点は何か、メイクアップ・アーテ

ィストの松井里加さんはこう読み解く。「色みストの松井里加さんはこう読み解く「色み

としては、黄みより青みがかった透明感のある

ピンクが特徴的。また、艶やかな光と一緒につけこなしている印

象も受けます。目もとに赤みが加わることで温度や湿度感が上が

り、エネルギッシュで魅力的な人に見せることができるのでぜひ

味方に」。では、実際につけこなす上でどう刷新するのがいいの

だろう。「大人の透明感を底上げしてくれる、パープルニュアン

スを帯びたものがおすすめです。ピンクでありながらどこかクー

ルに見せてくれて、古い印象になりません。また、上まぶたの中

央だけにラメを重ねて光を加えると立体感もアップします」

1. まぶたの上で偏光パールが光る華やかなピンクパレット。微かな青みが混
じり、透明感まで高まる。シグニチャー カラー アイズ 144 ¥7,700（1月24日
限定発売）／SUQQU 2. スタンダードなベージュパレットを新調するなら、ピ
ンクを内包するものが新鮮。シルバーの輝きも春の日差しにマッチ。スターゲ
ージングアイシャドウクアッド X03 ¥7,480／THREE 3.“愛”をコンセプトにし
た限定パレットは、ストロベリーチョコのような美味しい眼差しに。クワッド
アイシャドー 04016 ¥7,150（1月8日限定発売）／NARS（ナーズジャパン）

るかが主流「近年はどうメイクを引き算する

でしたが、90 ルブームの年代のリバイバル

た目もとの影響により、黒目がちで締まった

ます」と、メイクが増えてきたように思い

然り、映画松井さん。「スーパーモデル然

ズ』のグウィ『ザ・ロイヤル・テネンバウムズ

ネス・パルトロウの囲み目を彷彿とさせる

ルックは、メイクの楽しさが再燃している

よう。パールを重ねて白っぽく仕上げた唇

も見かけましたが、黒目がちな目もとに最

高にマッチするんです」と、熱く語る。た

。だ、古くならないようにするために注意も

たっぷりと黒マスカラを塗布したらアイラ

インは粘膜だけに、またアイカラーは影色

程度にとどめたりと足し引きを。

1. 唇にエッジを加える、ライラックに光るグリッターリ
ップ。スパイクヴァレンティノパープルドーズ 605R 

¥7,260（1月8日限定発売）／VALENTINO BEAUTY（ヴ
ァレンティノビューティ）2. グリーンが潜むトープ
が影色に最適。ヴァティック アイズ S EX01 ¥2,640

／CELVOKE（セルヴォーク） 3. 艶やかな漆黒で目
もとを強調。ザマスカラカラーニュアンスWP “サ
イレンスト セレニティ” 017 ¥4,180（1月10日限定
発売）／ADDICTION（アディクションビューティ）
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目目もとの湿度を上げる
透透明感ピンクアイ

足し引きでモダンに刷新する
90sなセレブリティバイブス
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「フレッシュな色を取り入れると、表情まで

若々しく見える効果がある」と、松井さん。今

季散見されたブルーのシャドウ。春に登場する

新作コスメにも多く見かけるが、どう取り入れ

るべきか。「アイホールに面でのせる場合は丸

狭く、切れ長のシルエットに。くせずに、縦幅は狭

まった印象になり、かっこよその人の骨格にはま

た下まぶたに入れるなら、白くキマります。また

ージでのせると可愛らしく」目を拡張するイメー

構築的なシルエットの洋服も目立った春夏の

コレクションは、バランスを取るかのようにカ

ラーレスな印象のブラウンメイクが頻出した。

「グレイッシュだったりトープがかったものが今

どき。コントゥアのような効果をもたらし、知

性も漂います。日常では目もとだけでなくリッ

プも同系色でまとめ、眉だけはくっきり描いて

もかっこいい。ハイライトで抜け感とフレッシ

ュさを加えて、大人が美しく引き立つメイクを」

1. ブランドのアイコンでもある、ディオール アディクト リップリ グロウの輝きが着想源のア
目を引くブルーは、みずみずしくデイパレット。キュートなパステルトーンの中でもひときわ目

リケートな輝きが魅力。ディオールショウサンククルール〈グロウマニア〉623 ¥10,010（限
定発売中）／DIOR ル）（パルファン・クリスチャン・ディオール 2.カラフルながら、霞がかかっ

おすすめな、透明感を引き上げてくたようなアンニュイな色づきを実現。ブルー初心者にもお
れる一色。アイカラーレーションN EX06 ¥7,700／LUNASOL（カネボウ化粧品）

1. せ、目もとの骨格と肌そのものを引き立てる異なる質感を組み合わせ 4色。影も光も自在に操り楽
しんで。アイスカルプト ルーシブイル フレア ¥7,150（限定発売中）／SHU UEMURA（シュウウエムラ）
2. にオレンジピンクのパールを配合し、ヌーディな中にもさりげない血色スキントーンのベージュ
感が。ニュアンス感が ニュアンスブラッシュブラッシュ EX03 ¥3,300（1月15日限定発売）／OSAJI  3. 、唇にインパクトを添える
ディープなマットブラウン。塗り方次第で色づきの調整も可。パウダーキスリキッドリップカラー
リキンドル ¥4,840（1月5日限定発売）／M・A・C（メイクアップアートコスメティックス）

フレッシュなムードは
アイシーなブルーで加える

グレイッシュなブラウンで
知性までも醸し出す

　毎シーズン注目を集めるリップだが、松井さ

んが注目しているのは、ディープカラーだと言

う。「ヴェルサーチェのビーツのような奥行き

のある色が気になりました。春だけれどコクが

ある、そのバランスが新鮮。インパクトのある

色なので、きっちり塗るよりもラフに仕上げて

抜け感をキープすることは必須です。唇の内側

からアウトラインに向かって指でぼかし広げ、

山の上だけオーバーにすると今っぽく」

ディープカラーで施す
成熟したブラーリーリップ

1. 深みとクールな印象を添える、グレイッシュなローズウッド。軽やかなマット仕仕上げ。ザ
マット リップカラー EX-07 ¥3,850（1月10日限定発売）／RMK（RMK DIVISION） 22.“情熱の
鼓動”を色に落とし込んだ、艶を秘めたマットなオレンジレッド。リップマエストロ パシオー
ネ 405P ¥6,380（1月31日限定発売）／ARMANI BEAUTY（アルマーニビューティ）33.シアー
なマット質感が心地よい、エレガントなレッド。ルージュ アリュール ヴェルヴェッット レ ぺ
ルル 467 ¥6,600（1月8日限定発売）／CHANEL（シャネルカスタマーケア）
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〈上から〉目もとや頰、デコルテと、自由な感
性でメイクを施せるハイライトパレット。肌
にのせると違った表情を見せる発色と、パー
リーな輝きで表情まで華やぐ。ジュー ドゥ 

ルミエール ¥13,090（1月8日限定発売）／
CHANEL（シャネル カスタマーケア）  ジェ
ル感触のオイルが唇に広がり、ケア効果と
自然なカラー効果を発揮。ローズ リップ オ
イル ティント ¥8,250（1月10日限定発売）
／TOM FORD（トム フォード ビューティ）  
プラダ特有のナイロンファブリックを想起
させるマットテクスチャー。血色あふれる
ウォーミーなブラウン。モノクローム ウェ
イトレス リップカラー（スムース ナイロン） 
B109 ¥7,260（2月6日限定発売）／PRADA

（プラダ ビューティ）  サングラス ¥51,040

／OLIVER PEOPLES（ルックスオティカジャ
パン カスタマーサービス）

上質なテクスチャーを添え
自身のスタイルを昇華

Styling: Michie Suzuki
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　厳しい寒さや空気の乾燥は、肌にとって大きなストレス。花粉のシーズ

ンも目前で、肌の基礎体力を上げておきたいところだ。

　たとえばクリニークの低刺激設計クリームは、そんな季節の頼もしい相

棒になってくれる。赤みが気になる肌にも使え、洗顔後はこれ一つでOK

というシンプルさ。肌が弱っているときにはあれこれケアを重ねることも

負担になりかねないから、ミニマムな設計はありがたい。潤いがどんどん

逃げてしまうなら、ふっくらと肌のバリアが蘇るクレ・ド・ポーを。がっ

つり保湿したいなら、バームでありながら重さやベタつきゼロの江原道も

おすすめ。万全の守りで、慌ただしい年末年始を乗り切ろう。

1. ストレスに囲まれて疲弊しがちな肌を優しく包み込む“チャージ美容液”が誕生。潤
いバリアを強化する特別なマドンナリリー花エキスに、24Kゴールドを入れ込んだ成分も
加えてゆらぐ季節の肌を強力サポート。瞬時にふっくら感が高まり、雑音に左右されない
ラグジュアリーなタフネスを実感できるはず。セラムヴィタリテオープレシュー 40㎖ 

¥30,800（1月21日発売）／CLÉ DE PEAU BEAUTÉ（クレ・ド・ポー ボーテ）  2. 乳酸桿菌
発酵液から抽出したエキスを配合し、肌のバリア機能を底上げするプロバイオティック 

テクノロジーを採用。ほのかなグリーンで肌の赤みをソフトにぼかし込み、なめらかで
ヘルシーなトーンに整えてくれる。RD ソリューションズ デイリー リリーフ クリーム 

50㎖ ¥8,800／CLINIQUE（クリニーク）  3. マンダリンオレンジやローズマリーが爽やか
に香る、天然保湿オイル99％のみずみずしいバーム。肌にするんとなじみながら極薄
のヴェールを形成。独自のナノカプセルが肌のpHに応じて弾け、必要な部分にきちん
と届く設計が見事。ザ・バーム OR 8ｇ ¥3,600（限定発売中）／KOH GEN DO（江原道）

ゆらぐ季節の肌守り

　いよいよ春夏の新色シーズンが到来。メイクに取り入れるのもいいけれ

ど、この春はネイルからチェンジしてみるのも手だ。

　というのも、今季は指先から浮かず、優しげに彩ってくれるナチュラル

カラーが充実しているから。アディクションなどはその典型で、柔らかな

ニュートラルカラーの限定品が登場。自分の肌色に寄り添う運命のベージ

ュなど、ビューティーフリークならずともこの春欲しくなること間違いな

し。マットなゴールドの魅力を余すところなく引き出したSUQQUも、早

春の凛とした空気感を表現したRMKもこのシーズンならではの美しさに

あふれている。洗練を指先に宿して、春のお洒落を満喫して。

1. “サイレンスト セレニティ”というシリーズ名の通り、静けさをたたえた繊細なカラー
が限定で登場。肌の延長にあるニュートラルなカラーで、声高に主張するネイルとはまっ
たく違うエレガントな手もとを演出してくれる。グラマラスでカラフルな春夏の装いとの
相性も抜群。ザ ネイル ポリッシュ ＋ 123C ¥2,420（1月10日限定発売）／ADDICTION（ア
ディクション ビューティ）  2. 偏光オレンジのパール入りで、黄み肌にするんと溶け込むゴ
ールド。マットなテクスチャーだから穏やかな輝きで、真珠を思わせる温かみや柔らかさ
がにじむ色には不思議な魅力が。屏風絵に華を添える金箔のように、たおやかな華が指先
に宿る。ネイル カラー ポリッシュ 164 ¥2,750（1月24日限定発売）／SUQQU  3. 早春の
まだ肌寒いN.Y.にインスピレーションを得たコレクションは、クールの中にほのかに漂う
甘さがなんとも洒脱。砂糖菓子のような甘さとすりガラスのような冷たさ、しゃりっと感
のある輝きを両立させたシュガーフロストピンクは、本格的な春の訪れを待つ気分にぴっ
たり。ネイルラッカー EX-22 ¥2,200（1月10日限定発売）／RMK（RMK DIVISION）

早春の洗練ネイル

美容ジャーナリストのトレンドリポート
BEAUTY INSIDER

慌ただしい年末年始を乗り切るなら、肌と心を守るケアを。
冬ストレスを上手に乗り切って、来るべき春を笑顔で迎えよう。

Photography by TSUYOSHI OGAWA   Text by SATOKO TAKAMIZAWA
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エディターのサロン潜入レポート

1. 肌の細胞呼吸の減少がエイジングにつながるという発見から生まれた、次世代美容液。
酸素運搬体を活性化させる新テクノロジーを搭載し、ハリや輝きにアプローチ。抜群の
浸透力で、使ってすぐにふっくら弾む肌に。ディオール カプチュール ル セラム 50㎖ 

¥23,320（1月10日発売）／DIOR（パルファン・クリスチャン・ディオール）  2. “運動は
身体にいい”という最新知見に真正面から取り組み、運動と美肌の関係を解き明かした
イプサ。そこから生まれたのが、運動によって生じる美肌因子をきちんとキャッチでき
る肌へと導く画期的美容液。丁寧に作り込んだ美しさではなく、素の肌の生命力を感じ
させるツヤやハリがあふれる美肌に。セラム アクティブ 50㎖ ¥13,200（1月16日発売）
／IPSA（イプサ）  3. シリーズおなじみのカメリア由来セラミドに、微小循環に働きかける
レッドクローバー発酵エキスなどを加えて“潤いを抱え込む力”そのものを底上げ。乾燥
が厳しくなるシーズンにぴったりのお守り。スムース クリーム N°1 ドゥ シャネル 50ｇ 

¥14,850（1月8日発売）／CHANEL（シャネル カスタマーケア）

　エイジングケアと聞くと、美容好きならレチノールやナイアシンアミド

などを思い出すかもしれない。けれど、そういった有効成分と同じくらい

に期待できそうなのが、最新の知見に基づいた保湿コスメだ。

　呼吸に着目したディオールの美容液などは、その典型だろう。20歳を

境に細胞の呼吸が低下し、それがエイジングをもたらしているというレポ

ートは業界を震撼させた。マイオカイン（運動によって分泌されるホルモ

ンの総称）研究に着目したイプサの美容液や、気づかぬうちに生じる微小

循環の滞りをターゲットにしたシャネルなども新定番に。いずれも、年齢

サインに悩む肌の頼もしい相棒となってくれるはず。

追放、エイジングサイン

東京都目黒区上目黒1-11-7-1F  ☎03-6416-9548  営 11：00～18：30  ㊡火
曜  今回体験したハーブ蒸しは30分 ¥4,400（3回チケット ¥10,500）。
植物療法士のカウンセリング30分付きのハーブティーブレンド100ｇ 

¥8,500のほか、月に5名限定で森田敦子さんパーソナルカウンセリング
60分 ¥33,000（ハーブブレンド100ｇ付き）なども。ワークショップが
あったりケア方法が学べる書籍と出会えたりと、ライフステージが変化
していく女性なら味方につけておくと役立つはず。セルフケアについて
気軽に話せる、学べる場としてもおすすめ。leboiseclat.com

LE BOIS ÉCLAT

体と心に寄り添うハーブ蒸し
　慌ただしい毎日を送る現代女性なら、いくつか“美容の駆

け込み寺”を持っているだろう。肌を（そして気持ちも）回

復させてくれるサロンからコリや痛みを解消できるゴッドハ

ンドまで、私もたくさんのお気に入りがある。だが、時とし

て「施術の後に予定を入れられない」がハードルになること

がある。ドロドロに汗をかいたり心身ともにふにゃふにゃに

なる施術だと「あとは帰宅して寝るだけしかできない！」と、

その日が終わってしまう。そんな中で、リアルに寄り添って

くれる新アドレスが今回の『ルボア エクラ』だ。

　こちらは日本における植物療法の第一人者、森田敦子さん

が手がける体験型のウェルネスショップ。体質に合ったハー

ブティーをブレンドしてもらえたり、フェムケアやスキンケ

アについて相談できたりと、女性の悩みに幅広く対応してく

れる場所。コスメや膣トレグッズ、セルフプレジャーアイテ

ムが並列にディスプレイされている店内を見ていると、いず

れも大切なセルフケアであることを実感させられる。目当て

のハーブ蒸しは、よもぎやカレンドラなど女性に欠かせない

5種類のハーブをブレンドしたオリジナル。フード付きのマ

ントを羽織って全身を蒸すのは通常と同様だが、こちらでは

「暑ければフードはなしでもOKですよ」と、ゆるやかなスタ

イル。汗でドロドロになることもなく、ほどよいぽかぽか感

に包まれて心地よく時間が経過する。のぼせ気味で長風呂も

できない更年期の私にとってはとてもリラクシーなひととき

に。シャワーを浴びる必要もなく、さっと汗を拭いて爽快感

に包まれながら店を後にした。ディープなリセットもいいけ

れど、疲労感が出すぎないケアで即座にパフォーマンスが上

がるのがありがたい。ついでに植物療法やフェムケア相談も

できるから、セルフケアの偏差値もぐっと上がった。特に更

年期世代は、病気未満の不調をまず相談する駆け込み寺とし

て覚えておいて損はない。「自分で自分の機嫌をとれる」大人

のたしなみスポットとして、活用してみては？
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大人の“肌見せ”
ファッションと
ボディの定義

2025年春夏は、肌をちらっと見せる装いが注目トレンドに。
モードなルックが着映えする格好いいボディを育むための
フィロソフィーや実践方法を2人のプロに聞いた。

Photography by ZHONG LIN  Text by SATOKO TAKAMIZAWA
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キニーなモデルが喝采を浴びていた時代の反動からか、

ここ数年は、プラスサイズのモデルがもてはやされてき

た。そして2025年春夏のコレクションを見ると、「格好

いいボディ」イメージが進化していることがわかる。お

腹や腕を見せたり、首や肩周りが強調されていたり……

と、“チラ見せ”ファッションが花盛りなのだ。そんな服に包まれているボデ

ィのあり方について、エステティシャンとして30年にわたり活躍している

田中由佳さんはこう語る。

 「ただ細い体ではなく、美しさの基準が“力強さ”の方向へとシフトしてき

たように思います。社会的に男女差がなくなってきている影響もあるのか、

しっかりした骨格のほうが服を格好よく着られる印象。丸みがなく、肩が尖

っているモデルが多いんですよ。少し骨っぽくて関節がしっかりしている体

で服を着こなす時代なんですね。ボディラインも、筋肉を自分で管理し、ト

レーニングしている体のそれだなと感じます」

　ことに肌見せがデフォルトとなった2025年春夏を着こなすなら、骨太な

ボディは欠かせないということになる。だが、それならばといきなりトレー

ニングを始めるのは早計だと教えてくれたのは、モデルや俳優のボディメイ

クも多く手がけるパーソナルトレーナーの森拓郎さんだ。「たとえば“下腹が

気になるから”とジムに行って、腹筋のトレーニングをする方は多いですが、

自分で一生懸命トレーニングをしても“体の使い方のクセ”が助長されてし

まうだけ。トレーニングするときには、体重をどう乗せるか、体をどう使う

かが重要なんです。ピラティスやヨガなどもとても良いと思うのですが、グ

ループレッスンだと自分のクセと向き合うのは難しい。客観的に体をチェッ

クし、まずは硬くなっている部分をきちんと伸ばす必要がありますね」

　また、パーツが強調されるファッションでは“痩せなければ”と思ってし

まいがちだが、やみくもな食のコントロールも危険だと森さんは語る。

 「スタジオに“痩せたい”といらっしゃる方は多いのですが、体重を測って

も標準なんですね。ところが、体組成計で測定すると体脂肪率は高いという

ケースがほとんどです。そういう方に伺うと、食事の絶対量が少ないんです

よ。成人女性は1日に1600～1800kcal必要と言われていますが、“摂らな

いほうがラクだから”と朝食を抜く。それだけでも1日のカロリーが2/3に

なりますし、ビタミンやミネラルが不足します」

　一時期ブームとなった糖質オフダイエットも、脂肪が減るのではなく水分

が抜けるだけで意味がない、ときっぱり。また話題の16時間断食も朝食抜

きと同様に摂取カロリーが下がる。短期的に見れば体重が減っていても、む

しろ筋肉は落ちてしまうので避けるべきだそう。「食べない時間を設けて胃

腸を休める」という側面は否定しないものの、「肝臓には、入ってこないエネ

ルギーの再合成のために大きな負担がかかります。特に、肝臓の代謝が低い

方が16時間ダイエットをやると、筋肉が削られて、内臓脂肪がつきやすく

なります」。田中さんも、マチュア世代にとって“きちんと食べる”が大切で

あると、顧客のボディを見ていても自身の経験としても感じるそう。「私自

身は食の制限をしない派。好きなものを食べて幸せだなという時間を過ごす

と、動くエネルギーになりますよね。更年期に入ったり忙しくなって太った

ときもあるのですが、我慢はせずに人生を楽しもうと決めたんです。食事を

楽しみ美しい場所に出かけたりして心を動かしていたら、自然と5㎏痩せた

んです」。無理なダイエットやトレーニングに頼らずとも、服が似合う体は

育てられる─そんな2025年のボディメイクの秘訣を見ていこう。

春モードを着こなす体の
美の基準は“力強さ”
服にトレンドがあるように、理想のボディも

時代に合わせて変化する。単に細いのではなく
タフネスを感じさせるボディの現在地とは。
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田中由佳。サロン・ド・スウィンオーナー。
心身に響く独自のトリートメントで美容業界
にも多くのファンを抱えるエステティシャン。
悩みに徹底的に寄り添うスタイルと人柄で、
2代で通う親子も。ウエディングや産後のボ
ディメイキングも多く手がける業界の重鎮。

森拓郎。ボディワーカー。「rinato」主宰。
パーソナルトレーナーとして活躍する傍ら、
食事改善の大切さを説く書籍が大ヒットに。
やみくもに鍛えるのではなく、筋肉を増やし
てスタイルをつくる指導で俳優やモデルか
らも人気に。オンライントレーニングも好評。

YUKA TANAKA TAKURO MORI

話を聞いたのは……
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ーソナルトレーナーでありながら、食にまつわる著作を

多く手がけている森さん。彼いわく、運動で痩せる、引

き締めるというのは時間がかかることで「週1ペースで

パーソナルトレーニングを続けた場合、1年かけて筋肉

が1～ 2㎏増えるのが目安」だというから道のりの遠さ

に圧倒される。それではこの春夏ファッションを着こなすのに間に合わな

い！─と心配することなかれ。痩せるよりもスピーディに、ヘルシーに、

そして確実に着映えする体へと整えるマジックがある。それが“姿勢”だ。

 「姿勢の良し悪しでファッションの見え方はがらりと変わります。特にお腹

や二の腕は、姿勢が整うと与える印象が変わるパーツです。姿勢を専門家が

判断するときに見るポイントは、頭、肋骨、骨盤の3つ。横から見たときに

この3つがしっかりと乗っているか、まずはチェックしてください。現代的

な生活では間違いなく、頭が前に落ちていきます。それではバランスがとれ

ないから骨盤やお腹を前に突き出す。ズレるとその分ほかのパーツが縮まり

ます。その結果、腰が反りすぎて痛みが生じたり、首が詰まってたるんでし

まうのです。その影響で、中長期的には太ももの筋肉が張ってきたり、鎖骨

周りの筋肉が圧迫されて脇周りがムチムチしてきたり体が全体的にずんぐり

とした印象になります」。

　自分の姿勢が心配になった人は、お腹の力が抜けていないかチェックして

みよう。たとえば洗面台やキッチンに立ったときに、体の前面で軽くもたれ

かかっていないだろうか。あるいは電車に乗ったとき、ドア脇のスペースで

背中や腰を壁に預けていないだろうか。こういった姿勢は、普段の姿勢を維

持するためのインナーマッスルが弱って

いる証し。いきなり正しい姿勢をとろう

とするのではなく（胸を張った、無理の

ある姿勢になる可能性大）、普段の生活

の中で何かにもたれかからずに立つ、姿

勢を崩さず座るといった小さな努力は案

外ものをいう。「姿勢は結局、意識の問

題なんです。正しい姿勢のほうが体に負

担がかからない

のに、それはし

んどいと思って

しまう、崩れた

姿勢のほうがラ

クに感じてしま

う。まずは、正

しい姿勢を1～

2分キープするところ

から始めてください。

すぐに体重を逃がした

くなる自分に気づき、

正しい姿勢をとる時間

が増えれば立派なトレ

ーニングになります」

　そういった姿勢の問

題が、関節周りの歪み

や全身のむくみも引き

起こしていると教えて

くれたのは田中さん。

年齢を重ねるとクリニ

ックでのケアを取り入

れる人も増えてくるけ

れど、表面の肌だけ引

き締めても内側がそれ

に追いつかず、ズレが

生じている人もいると

いうから要注意だ。

 「自分の歪みに自分で

気づくのは難しいから、

歪みを発見することに

こだわらなくて大丈夫。それよりも、まずは一番気になるパーツをマッサー

ジしてみましょう。特に35歳を超えたあたりから静脈の戻りが悪くなるの

で、関節周りのリンパ節が硬くなります。そうすると筋肉のアライメントも

崩れてくるので、まずはほぐすこと、流すことが先決」

　冬の間にむくみと冷えをケアすれば睡眠の質も良くなり、その結果、サイ

ズも変わってくるというからありがたい。「痩せないなと思ったら、まずは

眠れているかどうかをチェックすること。必ず湯船につかる、足首やお腹は

温めるなどもおすすめ。むくみとりに一番効果があるのは、良質な睡眠なん

ですよ」というから試す価値あり。森さんも「きちんと朝日を浴びてホルモ

ンや自律神経の作用が整うと、血糖値も安定しやすいし睡眠の質も向上しま

す。夜にメラトニンを生成するためには、タンパク質をきちんと摂ることも

重要ですね。また、寝る時間が遅いとホルモンの出方が変わってしまうので、

夜12時前に寝るようにしてください」と睡眠の効能を教えてくれた。

　ワークアウトや食事制限よりも簡単で、しかも確実に効果が出る姿勢と巡

りのマジック、今すぐ取り入れて春モードを着こなして。

独りよがりのダイエットやトレーニングより効率的で
 服が似合うボディを育む鍵─“姿勢”と“巡り”に迫る。

服と姿勢の関係性。
“着映え”の法則をプロが解説

パ

1. ゆっくり吸収される大豆タンパクが主成分。善玉菌のエサとなる水溶性食物繊維も豊富。
ソイプロテイン 黒蜜きなこ味 500ｇ ¥4,600／WELINA.（RINATO）  2. 重炭酸イオンで血行を
促す入浴剤。ぽかぽかボディになれば、ぐっすり深い眠りに。リファスパタブレット 60錠
入り ¥8,800／REFA（MTG）  3. 関節周りなど硬くなった筋肉をほぐせるボディケアツール。
ごく軽いハンディサイズなので、持つ手が疲れないのも魅力。エクサガン ハイパー シャン
パンゴールド ¥13,750／DOCTORAIR（ドリームファクトリー）
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生理周期やライフステージで変化しやすい女性の体だからこそ姿勢や巡りといったベースを整えたら、
次はパーツケアの出番。春ファッションをこなす要となる3つのパーツの磨き方を聞いた。

今日からトライ。気になる3大パーツを磨いて、
メリハリボディを叶える

 回す、伸ばす、意識する。
本来の長さへリリース

肩周りを解放して
リラクシーなムードに

正しい姿勢を意識して
ぽっこりお腹を撃退

　すらりと伸びた二の腕を目指すなら、頭もセッ

トにして考えるべきだと話すのは森さん。

 「肩が巻いてくると圧迫され、ひじもねじれて短

くなった状態で腕が固まっています。腕を体の横

に広げて胸を開き、手のひらを外に向けるだけで

もひじや手にぴりっと走る感覚があったら要注意

です」。手と肩の位置はそのままで、ひじの内側

が正面を向くように捻ってみよう。体に埋もれて

いた腕が少しずつ引っ張り出され、長くなるよう

なイメージができればOKだ。

　サロンの顧客からよく「二の腕が気になる」と

いう相談を受ける田中さんがレコメンドしている

のは、大胸筋のマッサージと腕回し。腕も、肩周

りも整うというから一石二鳥だ。

 「凝り固まっていると感じたら、指先で軽くデコ

ルテをほぐすのがおすすめ。二の腕の厚みが目立

つようであれば、腕回しが効果的です。前から後

ろに回転させて、後ろに広げたらその姿勢を数秒

キープしてみてください。脇は老廃物排出の要と

なるリンパが集中しているパーツなので、この腕

回しを3回やるだけでも流れが変わってすっきり

整い始めます。腕のラインが整うと服がグッと着

映えするようになりますよ」

　スマホやPCが欠かせない現代人は、多かれ少

なかれ肩こりに悩まされている。そんな肩周りの

詰まりがずんぐりした印象を生み、エレガンスが

微塵も感じられなくなってしまう。

 「四つん這いになって行うエクササイズで手が痛

くなるという人は、首から腕を通って指まで走っ

ている神経が引っ張られている可能性大。引っ張

られるので余裕をつくろうとして巻き肩に」と教

えてくれたのは森さん。マッサージツールなどで

デコルテや鎖骨周り、背中の上部をほぐすと、埋

もれていた鎖骨も出てきて肩周りがすっきり整い、

しゃれ感のある上半身に見えてくる。

 「デジタル全盛の時代ですから、座るときはどう

しても頭や肩が前に落ちてしまいがち。手っ取り

早く肩周りをすっきり見せたいならば、歩くとき

に腰の上側を意識するのがおすすめです。肩の余

計な力が抜けるからすっきりと見えますし、脚が

まっすぐ出せるようになるので、歩き方もきれい

になります。歩いている間ずっと姿勢を意識する

のは大変なので最初から頑張りすぎず、まずは最

初の5歩を丁寧に歩くので十分。きれいな歩き方

の時間が増えてくれば、肩や背中がどんどんすっ

きりしてくるはずです」（田中さん）

　気になるパーツの筆頭に挙がるのが、ぽっこり

したお腹だろう。脂肪を減らすのは長期戦になる

けれど、日常の姿勢を整えるだけでもすっきり見

えは叶う、と教えてくれたのは田中さん。たとえ

ば座るときのコツは、こんな感じだ。

 「両手の親指と人さし指を合わせて三角形を作り、

頂点を下に向けて下腹に添えます。床と平行にな

っている親指のラインにおへそを乗せるようイメ

ージすると、腰のズレもわかるしお腹が引き締ま

るんです。この姿勢で深く呼吸をするだけでも、

お腹に力が入るいいエクササイズに」

　お腹がぽっこりするのは腹筋が弱くなっている

からだけれど、その根本原因は姿勢にあると指摘

するのは森さんだ。

 「トレーニングで姿勢を整えると“いい姿勢って

こんなにお腹を使うんですね”と皆さんおっしゃ

います。鍛えるのではなく、お腹のポジションを

つくるのが大切。このときに重要なのが、肋骨の

角度。スウェイバック姿勢（肋骨の下側がバスト

トップより前に出る形）にならないよう、まずは、

頚椎の7番（首のいちばん下の骨）を出っ張らな

いよう奥に入れること。その上に頭を乗せると肋

骨の角度が正され、下腹がすっきり見えますよ」
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Photography by PAK BAE  Styled by KATSUHIRO YOKOTA at YKP

エスパス ルイ・ヴィトン東京で
平野紫耀が共鳴するアート

表参道の中心に位置し、クリエイティビティへの情熱を象徴する
アートスペースを訪れた平野紫耀が、作品たちと対峙して感じ、得たものとは─。

LOUIS VUITTON STORY
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「こんな都会の眺めをバックにしながらアートを
楽しむことができるというのは、とても贅沢で

特別なことだと思います」──そう平野が語る、
エスパス ルイ・ヴィトン東京。このアートスペースは、

国際的プロジェクトを通じてより多くの人 が々
アート作品に触れる機会を創出するという

フォンダシオン ルイ・ヴィトンの理念を具現化している。
開催中の「WADE GUYTON - THIRTEEN 
PAINTINGS」展（～2025年3月16日）では、
アメリカ人アーティスト、ウェイド・ガイトンが
2022年に制作した、13点からなる絵画作品

《UNTITLED》が世界初公開中。
エスパス ルイ・ヴィトン東京
東京都渋谷区神宮前5-7-5

開館時間： 12：00～20：00  入場無料
休館日はルイ･ヴィトン 表参道店に準じます。

＊エスパス ルイ・ヴィトン大阪では、
ウラ・フォン・ブランデンブルクの個展

「Chorsingspiel」が2025年5月11日まで開催中。

表参道に屹立するアート空間

78



LOUIS VUITTON STORY

を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
に
、
ま

る
で
空
に
浮
か
ん
で
い
る
か

の
よ
う
な
ガ
ラ
ス
張
り
の
異

空
間
が
広
が
る
「
エ
ス
パ
ス 

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
東
京
」。

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
表
参
道
ビ

ル
の
７
階
を
占
有
す
る
こ
の

場
所
は
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
の
創

造
を
育
む
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
ア
ー
ト
シ
ー
ン
に
お

い
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

開
催
中
の
「T

H
IRT

E
E

N
 PA

IN
T

IN
G

S

」（
〜

２
０
２
５
年
３
月
16
日
）
は
、
２
０
０
０
年
代
初
頭

か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
牽
引
し
続

け
る
ア
メ
リ
カ
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ウ
ェ
イ
ド
・
ガ

イ
ト
ン
の
個
展
だ
。
同
展
を
訪
れ
た
平
野
紫
耀
は
、

ガ
イ
ト
ン
の
作
品
に
触
れ
た
感
想
を
次
の
よ
う
に
語

る
。「
大
胆
で
あ
り
な
が
ら
鑑
賞
者
に
自
由
な
解
釈

を
委
ね
る
余
白
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
作
品
の

見
せ
方
も
含
め
て
ア
イ
デ
ア
に
余
裕
が
感
じ
ら
れ
て
、

彼
自
身
に
対
し
て
親
し
み
を
覚
え
な
が
ら
ア
ー
ト
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

厳
密
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
作
品
群
で
知
ら
れ

る
ガ
イ
ト
ン
。
中
で
も
代
表
作
は
大
型
キ
ャ
ン
バ
ス

に
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
を
施
し
た

シ
リ
ー
ズ
だ
。
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
の
は
、
彼
の

ア
ト
リ
エ
の
写
真
や
抽
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
、
新
聞
記

事
と
い
っ
た
象
徴
的
な
モ
チ
ー
フ
。
印
刷
の
過
程
で

生
じ
る
エ
ラ
ー
か
ら
液
漏
れ
、
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
ま
で

も
が
構
成
要
素
と
な
り
、
作
品
に
予
測
不
能
な
唯
一

無
二
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
。「
現
代
的
な
手
法
を

用
い
な
が
ら
、
そ
の
瞬
間
に
し
か
生
ま
れ
得
な
い
表

現
を
取
り
入
れ
た
作
品
を
眺
め
て
い
る
と
、
絵
と
写

真
の
境
界
線
が
曖
昧
に
な
る
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚

を
覚
え
ま
す
。
13
枚
す
べ
て
の
作
品
が
呼
応
し
て
い

る
の
で
、
空
間
全
体
を
一
つ
の
ア
ー
ト
と
し
て
味
わ

う
こ
と
も
で
き
る
。
ス
ペ
ー
ス
の
真
ん
中
に
立
っ
て

全
体
を
見
渡
す
の
も
お
す
す
め
で
す
」

　

表
現
方
法
の
多
様
さ
や
コ
ン
セ
プ
ト
の
複
雑
性
な

ど
に
よ
り
、
と
き
に
難
解
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
が
ち

な
現
代
ア
ー
ト
。
だ
が
平
野
は
、
ア
ー
ト
に
対
し
て

ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
を
感
じ
て
い
な
い
と
話
す
。

「
現
代
ア
ー
ト
は
、
時
代
に
合
わ
せ
た
制
作
工
程
な

ど
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
工
夫
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
見
遠
い
存
在
に
思
え
て
も
、
そ
の
背
景
や
ア
イ
デ

足
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ア
を
知
る
こ
と
で
、
同
時
代
を
生
き
て
い
る
か
ら
こ

そ
の
親
近
感
や
、
逆
に
新
鮮
な
驚
き
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
あ
く
ま
で
同
じ
一
人
の
人
間
が
作
り
出
し

た
も
の
だ
と
実
感
し
た
と
き
、
僕
に
と
っ
て
ア
ー
ト

は
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
」

　

日
頃
か
ら
写
真
集
や
キ
ャ
ン
バ
ス
画
を
自
宅
に
飾

っ
て
い
る
と
い
う
平
野
。
２
０
２
４
年
1
月
に
パ
リ

の
フ
ォ
ン
ダ
シ
オ
ン 

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
を
訪
れ
た

こ
と
が
、
ア
ー
ト
の
見
方
が
変
わ
る
契
機
と
な
っ
た
。

「
20
世
紀
を
代
表
す
る
ア
メ
リ
カ
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

マ
ー
ク
・
ロ
ス
コ
の
個
展
を
拝
見
し
た
の
で
す
が
、

作
品
を
描
い
た
当
時
の
心
境
が
如
実
に
表
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
汲
み
取
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
ん
で

す
。
こ
の
体
験
を
機
に
、
単
な
る
第
一
印
象
か
ら
一

歩
踏
み
込
ん
で
、
配
色
の
意
図
や
作
者
の
心
境
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

モ
ノ
ト
ー
ン
が
好
き
だ
っ
た
以
前
に
比
べ
て
、
カ

ラ
フ
ル
な
色
づ
か
い
に
表
現
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
な

ど
、
自
身
の
好
み
に
も
変
化
が
表
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
ん
な
彼
に
、
も
し
ア
ー
ト
に
挑
戦
す
る
な
ら
ど
ん

な
作
品
を
手
が
け
て
み
た
い
か
を
尋
ね
た
。

「
あ
え
て
言
う
な
ら
写
真
で
す
か
ね
。
カ
メ
ラ
は
何

台
か
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
僕
の
中
で
少
し
謎
な

目
標
が
あ
っ
て
。
た
と
え
ば
埃
な
ど
、
普
段
は
あ
ま

り
人
の
注
意
を
引
か
な
い
よ
う
な
も
の
を
、
美
し
く

撮
っ
て
み
た
い
ん
で
す
。
画
角
を
調
整
し
た
り
、
太

陽
の
光
を
待
っ
た
り
と
、
自
分
な
り
に
工
夫
し
て
い

る
の
で
す
が
、
後
か
ら
見
返
す
と
い
ま
い
ち
で
。
な

か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
で
す
け
ど
（
笑
）」

　

自
身
も
ま
た
表
現
者
と
し
て
世
界
へ
の
挑
戦
を
続

け
る
平
野
に
と
っ
て
、
ア
ー
ト
に
触
れ
る
こ
と
は
、

自
己
を
見
つ
め
直
す
時
間
で
も
あ
る
。

「〝
表
現
〞
と
い
う
の
は
、
そ
れ
自
体
が
何
か
大
き
な

意
味
を
持
つ
と
い
う
よ
り
も
、
鑑
賞
者
に
問
い
か
け

る
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。
自
分
が
今
こ
う
い
う
気

持
ち
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
た
と
き
に
、
観
る

人
が
同
じ
境
遇
に
い
た
り
、
近
し
い
感
覚
を
持
っ
て

い
た
り
す
れ
ば
、
そ
れ
が
す
ご
く
心
に
残
る
も
の
に

な
る
。
そ
れ
は
、
普
段
の
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
感

情
だ
と
思
い
ま
す
。
思
い
や
言
葉
、
色
彩
、
声
が
長

く
残
り
続
け
る
と
い
う
の
は
、
と
て
も
魅
力
的
な
こ

と
。
僕
も
ま
た
歌
や
ダ
ン
ス
を
通
し
て
、
観
て
く
れ

る
方
々
の
捉
え
方
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
表
現
を
続

け
て
い
き
た
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」

“背景や制作工程を知ることで、アートが身近に感じられる。
同じ時代を生きる人の作品だと実感すると、新鮮な驚きや親近感が生まれるんです”
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Hair & Makeup: Kazuomi

Model: Sho Hirano

Photography Assistant: Jooyoun Lee

Text: Airi Nakano

Courtesy of the artist and 

Fondation Louis Vuitton, Paris

LOUIS VUITTON STORY

●お問い合わせ／
ルイ・ヴィトン クライアントサービス  

℡0120-00-1854
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Photography by KIZEN  
Styled by AYAKA ENDO

“モノグラム”の
新時代が到来
冬の澄んだ空気に映える、モノトーンやメタリックのモノグラム・パターン。

クールな表情に進化したルイ・ヴィトンのシグネチャーを
身に纏えば、都会的なニュー・アティテュードが完成する。
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LOUIS VUITTON STORY

19世紀のフランスの審美学に影響を受けた
創業者の息子であるジョルジュ・ヴィトンが、

父へのオマージュとしてデザインした、モノグラム。
幾何学的な花柄と｢Louis Vuitton｣の

イニシャルを組み合わせたそのモチーフは、
画期的かつ唯一無二のものとして、
世界中から愛される存在となった。

進化し続けるそのアイコンを今季纏うなら、
モノトーンが断然クール。

自由なスピリットで自分らしく着こなして。
〈p.82 右〉ジレ ¥387,200  Tシャツ ¥99,000  
パンツ ¥297,000  腰に巻いたニット 参考商品  
ブレスレット ¥58,300  バッグ ¥449,900  

〈p.82 左〉ジャケット ¥588,500  
ワンピース ¥387,200  ピアス ¥63,800  

バッグ ¥654,500  
〈p.83 右〉肩に掛けたカーディガン ¥387,200  

ニット ¥327,800  スカート ¥511,500  
ピアス ¥89,100  手に持ったサングラス ¥84,700  

〈p.83 左〉タンクトップ ¥214,500  
レギンスパンツ ¥387,200  

腰に巻いたジャケット ¥555,500  
ビーニー ¥71,500  ピアス ¥75,900  
手首に巻いたネックレス ¥267,300  

バッグ ¥422,400／すべてLOUIS VUITTON
（ルイ・ヴィトン クライアントサービス）

洗練を宿したアイコン
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シルバーメタリックのエンボス“モノグラム”が
美しく映える新作バッグ「アルマ GM」。
アーカイブのルイ・ヴィトン トランクから
インスパイアされたという
クラシカルかつ実用的なデザインは
レトロフューチャリスティックな佇まい。
カジュアルなスタジアムジャンパーと合わせて
デイリーなコーデをモダンに昇華して。
ジャケット ¥984,500  カーディガン ¥387,200  
Tシャツ ¥99,000  バミューダパンツ 参考商品  
バッグ ¥459,800／すべてLOUIS VUITTON
（ルイ・ヴィトン クライアントサービス）

伝統と未来のクールな融合
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ポップな印象を放つマフラーや
ふっくらとしたクッション感が愛らしい
グラデーションのミニボストンバッグ。

スタイリングにリュクスな遊び心を添える
バッグやアクセサリーたちは

寒空の下でも纏う歓びを与えてくれる
メゾンならではのアイテムばかり。

〈右〉ジャケット ¥924,000  
カーディガン ¥387,200  

ニット 参考商品  デニムパンツ ¥387,200  
ネックレス ¥267,300  

シューズ ¥237,600  バッグ ¥654,500  
〈左〉デニムジャケット ¥555,500  

中に着たデニムジャケット ¥555,500  
デニムパンツ ¥308,000  マフラー ¥129,800  
バッグ ¥422,400  シューズ ¥273,900／

すべてLOUIS VUITTON
（ルイ・ヴィトン クライアントサービス）

プレイフルなマインドで

LOUIS VUITTON STORY
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温かみのある質感から
シャイニーな煌めきまでを取り入れ
雪の世界に似合うモードな世界を表現した
今季の「LV SKI」コレクション。
その中から厚手のグローブやビーニー、
ゴーグルといった定番アイテムを、
あえてシティな装いにプラス。
その意外性が生み出すリズムを
コーディネートのエッセンスに。
〈右〉トップ ¥325,600  パンツ 参考商品  
ビーニー ¥71,500  ピアス ¥92,400  
ブーツ ¥315,700  バッグ ¥449,900  
〈左〉コート ¥753,500  ゴーグル ¥240,900  
グローブ ¥73,700  ピアス 参考商品  
シューズ ¥194,700／すべてLOUIS VUITTON
（ルイ・ヴィトン クライアントサービス）

 スキーの美学をデイリーに
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モノグラム・パターンのダウンジャケットに、
ピンクが映えるブラックのバッグをオン。

個性派アイテムを大胆に掛け合わせることで
進化系スポーティ・スタイルが誕生する。

ダウンジャケット ¥693,000  
中に着たデニムジャケット ¥555,500  

ニット ¥316,800  ベルト付きパンツ ¥376,200  
ゴーグル ¥240,900  ピアス ¥89,100  

バッグ ¥621,500  シューズ ¥273,900／
すべてLOUIS VUITTON

（ルイ・ヴィトン クライアントサービス）

ダイナミックに主張する個性

LOUIS VUITTON STORY
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冬のコーディネートの鍵を握るレイヤード。
ジャケットの中にジレを忍ばせたり、
モノグラム・パターンのニットにTシャツを重ねたり。
枠にとらわれないウィットに富んだスタイリングが
新しい時代をリードする女性たちを鼓舞する。
〈p.88 右〉フーディー ¥852,500  ジレ ¥387,200  
タンクトップ ¥214,500  サングラス ¥84,700  
ピアス ¥92,400  ネックレス ¥81,400  バッグ ¥422,400  
バッグにつけたハート形コインパース ¥110,000  
〈p.88 左〉ニットジャケット ¥476,300  パンツ ¥297,000  
腰に巻いたカーディガン ¥387,200  ビーニー ¥71,500  
ピアス ¥63,800  ネックレス ¥267,300  バッグ ¥715,000  
〈p.89 右〉デニムジャケット ¥555,500  
中に着たデニムジャケット ¥555,500  デニムパンツ ¥387,200  
ネックレス ¥189,200  グレイのバッグ ¥399,300  
〈p.89 左〉Tシャツ ¥638,000  中に着たニット ¥327,800  
ベルト付きパンツ ¥376,200  ピアス ¥89,100  
ブレスレット ¥179,300  手に持ったサングラス ¥92,400  バッグ ¥293,700／
すべてLOUIS VUITTON（ルイ・ヴィトン クライアントサービス）

Hair: Yu Nagatomo 

at Home Agency

Makeup: Nobuko Maekawa 

at Perle Management

Editor: Airi Nakano

 “モノグラム”礼賛

●お問い合わせ／ルイ・ヴィトン クライアントサービス  ℡0120-00-1854

LOUIS VUITTON STORY
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Photography by KIZEN  Styled by SHIZUKA YOSHIDA

プレイフルな日常
ものづくりの楽しさを追求するBAO BAO ISSEY MIYAKE。

ブランドの象徴である三角ピースの特性を最大限に活かした新作は、
私たちの想像を“超えて”、日常をプレイフルに彩ってくれる。

三角ピースをベースにした立体感が魅力の
BAO BAO ISSEY MIYAKEのバッグ。
“プレイフル”をテーマに掲げた今季は
新作「BEYOND（ビヨンド）」がお目見えした。
その名から想起されるように“ビヨーン”と
立ち上がるシルエットがユニークなバッグは
見た目にも楽しく、持っているだけで心が弾む。
〈左〉「ビヨンド」バッグ 本体 H15.5㎝ ¥57,200／

BAO BAO ISSEY MIYAKE  
上に着たスリーブレストップ ¥20,900  
中に着た長袖トップ ¥26,400  
パンツ ¥33,000  ブーツ ¥52,800／
すべてPLEATS PLEASE ISSEY MIYAKE
〈右〉「ビヨンド」バッグ 本体 H24㎝ ¥79,200／

BAO BAO ISSEY MIYAKE  
ブルーのトップ ¥35,200  中に着たトップ ¥20,900  
パンツ ¥30,800  シューズ ¥41,800／
すべてHOMME PLISSÉ ISSEY MIYAKE
（すべてイッセイ ミヤケ）

豊かに弾む遊び心
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VOGUE PROMOTION

三角ピースのシートをジャバラ構造で
組み上げ、トゲトゲとした

BAO BAO ISSEY MIYAKE独自の
フォルムを生み出した「ビヨンド」は、
今季の代表アイテム。スタイリングの

アクセントになるマルチカラー、
スタイリッシュなブラック、洗練された

グレイッシュホワイトの3色が大小で登場。
気分や好みにあわせて自由にチョイスして。

〈左下から時計回りに〉「ビヨンド」
黒のバッグ 本体 H15.5㎝ ¥46,200  

マルチカラーのバッグ 本体 H24㎝ ¥79,200  
白のバッグ 本体 H15.5㎝ ¥46,200／
すべてBAO BAO ISSEY MIYAKE

（イッセイ ミヤケ）

手もとを彩る個性
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荷物がないときにはコンパクトに
折りたたむことができる「ビヨンド」は、

お出かけやイベント時にも活躍する優れもの。
シックなスタイルにも、柔らかな

パステルカラーにもマッチする逸品は、
いくつ持っていても重宝しそう。

〈左〉「ビヨンド」バッグ 本体 H24㎝ ¥62,700／
BAO BAO ISSEY MIYAKE  

コート ¥88,000  トップ ¥22,000  
パンツ ¥30,800  シューズ ¥41,800／

すべてHOMME PLISSÉ ISSEY MIYAKE  
〈右〉「ビヨンド」バッグ 本体 H15.5㎝ ¥46,200／

BAO BAO ISSEY MIYAKE  
ドレス ¥37,400  中に着たトップ ¥23,100  
パンツ ¥30,800  ブーツ ¥52,800／

すべてPLEATS PLEASE ISSEY MIYAKE
（すべてイッセイ ミヤケ）

どんなときでもそばに
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VOGUE PROMOTION

大人の洗練を醸すグレイトーンの
セットアップにリズムを加えるのは、

ブラックの「ビヨンド」。
構築的なシルエットと軽やかさ、

そしてものづくりの豊かさを感じさせる
バッグは、いつまでも色褪せない

唯一無二の魅力を放つ。
「ビヨンド」バッグ 本体 H24㎝ ¥62,700／

BAO BAO ISSEY MIYAKE  
カーディガン ¥41,800  トップ ¥23,100  

パンツ ¥30,800／
すべてPLEATS PLEASE ISSEY MIYAKE

（すべてイッセイ ミヤケ）

飽くなき探究を胸に

●お問い合わせ／イッセイ ミヤケ  ☎03-5454-1705

Hair: Takayuki Shibata at Signo

Makeup and Manicure: Kie Kiyohara 

at Beauty Direction

Set Design: Hanyi Cheng 

Post Production: Mari Obara
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&TEAMが描く
 創造的シナジー

デビュー2周年を迎えた9人組のグローバルグループ&TEAM。
グループ初となるアリーナツアーの開催や、新曲、2ndアルバムの発売など、

2024年を全速力で駆け抜けたメンバーたちとともに
一年を振り返り、2025年に向けた抱負を聞いた。

Photography by PAK BAE  Text by HUR YOON SUN, KIM JUNG HYUN
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Y
U

M
A

TA
K

I
H

A
R

U
A

│
初
の
ア
リ
ー
ナ
ツ
ア
ー
「2

0
2

4
 

&
T

E
A

M
 
C

O
N

C
E

R
T

 
T
O

U
R

 

'S
E
C

O
N

D
 TO

 N
O

N
E
'

」
を
終
え
た

感
想
は
ど
う
で
す
か
？

H
A

R
U

A

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、

よ
り
完
璧
に
や
り
遂
げ
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
前
と

比
べ
て
、
全
員
が
大
き
く
成
長
し
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

Y
U

M
A

　

本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
！  

&
TE

A
M

の
新
し
い
姿
を
見
せ
る
大
切

な
機
会
で
し
た
。
公
演
を
重
ね
る
ご
と

に
意
欲
も
増
し
て
、
で
き
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
幅
も
広
が
っ
た
気
が
し
て
誇

ら
し
い
で
す
。

TA
K

I　

僕
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ
を
作
り

上
げ
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
や
り
た
い
ス

テ
ー
ジ
や
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
を
う
ま
く
表

現
し
よ
う
と
し
た
し
、LU

N
É

（&
TE

A
M

の
フ
ァ
ン
ネ
ー
ム
）
の
前
に
立
つ
と
、

ス
テ
ー
ジ
が
さ
ら
に
楽
し
く
な
り
ま
し

た
。│

こ
の
ツ
ア
ー
で
全
身
に
戦
慄
が
走

る
瞬
間
が
あ
り
ま
し
た
か
？

H
A

R
U

A

　

ア
リ
ー
ナ
が
全
て
埋
ま
っ

た
光
景
は
、
言
葉
に
な
ら
な
い
ほ
ど
美

し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
光
景
は
一
生
記

憶
に
残
し
て
、
眺
め
て
い
ら
れ
る
と
思

い
ま
し
た
。

Y
U

M
A

　

最
終
公
演
で
披
露
し
た
、

「F
IR

E
W

O
R

K

」
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

LU
N

É

と
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
外
し
て
、
ス
マ

ホ
画
面
を
目
の
す
ぐ
近
く
で
見
て
い
る

姿
が
す
ご
く
可
愛
か
っ
た
で
す
。

Y
U

M
A

　

僕
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
は
毎

日
、
毎
時
間
可
愛
い
で
す
（
笑
）。
宿

舎
で
朝
見
た
と
き
、
練
習
し
て
い
る
と

き
、
寝
る
前
の
姿
ま
で
、
全
部
可
愛
い

で
す
。

│
ツ
ア
ー
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
新
曲
発

表
を
予
告
し
ま
し
た
。「
十
五
夜

ー
、
ど
ち
ら
も
と
て
も
熱
く
感
じ
ま
し

た
。

TA
K

I　
「
君
に
カ
エ
ル
（M

a
y
b

e

）」
を

歌
っ
た
と
き
で
す
。LU

N
É

が
ラ
イ
ト

を
つ
け
て
、
天
の
川
の
よ
う
な
風
景
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
光
景
を
見

な
が
ら
、
こ
の
ツ
ア
ー
を
終
わ
ら
せ
た

く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

│
特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
メ
ン
バ

ー
の
ス
テ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
？

Y
U

M
A

　

デ
ビ
ュ
ー
２
周
年
を
記
念
し

た
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「&

T
E

A
M

 

2
n

d
 A

n
n

iv
e

rsa
ry

 ﹇
縁 D

A
Y

﹈」でJ
O

の
ス
テ
ー
ジ
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。

「
青
春
病
」
を
歌
っ
た
の
で
す
が
、J

O

の
声
と
完
璧
に
マ
ッ
チ
し
て
い
て
、
彼

に
し
か
で
き
な
い
ス
テ
ー
ジ
だ
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
プ
レ
イ
リ
ス
ト

に
追
加
し
て
、
い
つ
も
聴
い
て
い
ま
す
。

H
A

R
U

A

　

M
A

K
I

の
「B

a
d

 D
a

y

」
の

ス
テ
ー
ジ
で
す
。
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。
普
段
か
らM

A
K

I

の
声
が
好
き
な

ん
で
す
が
、
英
語
で
歌
うM

A
K

I

の
声

は
ま
た
違
っ
た
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

TA
K

I　

F
U

M
A

く
ん
とK

く
ん
た
ち
の

ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
普
段
は
親
切

で
優
し
い
お
兄
さ
ん
た
ち
で
す
が
、
ス

テ
ー
ジ
の
上
で
は
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
、

セ
ク
シ
ー
で
し
た
。

│
ス
テ
ー
ジ
上
の
姿
と
は
異
な
り
、

メ
ン
バ
ー
た
ち
の
可
愛
い
瞬
間
は
あ
り

ま
す
か
？  

さ
っ
き
、
お
兄
さ
ん
た
ち

はTA
K

I

が
す
ご
く
可
愛
い
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

TA
K

I　

僕
で
す
か
？  

嘘
じ
ゃ
な
い
で

す
か
？（
笑
）  

最
近
はF

U
M

A

く
ん
が

可
愛
い
ん
で
す
よ
。&

TE
A

M

の
ヒ
ー

ロ
ー
を
担
う
、
強
い
お
兄
さ
ん
な
ん
で

す
が
、
視
力
が
悪
い
ん
で
す
。
あ
る
日
、

（J
y
u

u
g

o
y
a

）」
は
、
正
確
に
は
ど
ん

な
意
味
で
す
か
？

Y
U

M
A

　

満
月
。
十
五
夜
の
と
き
に

見
た
よ
う
な
き
れ
い
で
満
ち
た
丸
い
月
。

TA
K

I　
「LU

N
É

」
は
月
と
い
う
意
味
も

あ
る
ん
で
す
。
一
番
き
れ
い
に
見
え
る

瞬
間
と
い
う
意
味
で
も
あ
り
ま
す
。

│
で
は
冬
の
ア
ル
バ
ム
で
あ
る
『
雪

明
か
り
（Y

u
k
ia

k
a

ri

）』
は
？

Y
U

M
A

　

降
り
積
も
っ
た
雪
に
日
差

し
が
反
射
し
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
様
子
。

│
満
月
が
昇
っ
て
雪
が
降
る
と
皆
さ

ん
の
四
季
が
完
成
す
る
ん
で
す
ね
。
韓

国
で
は
満
月
に
願
い
事
を
し
ま
す
が
、

ど
ん
な
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
で
す

か
？

H
A

R
U

A

　

満
月
に
願
い
事
を
す
る
の

は
日
本
も
同
じ
で
す
。
僕
は
東
京
ド
ー

ム
に
立
ち
た
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

Y
U

M
A

　

ア
リ
ー
ナ
ツ
ア
ー
を
終
え

た
か
ら
、
次
は
ド
ー
ム
ツ
ア
ー
！

TA
K

I　

僕
の
願
い
は
一
生
風
邪
を
引

か
な
い
こ
と
で
す
。
風
邪
を
引
く
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
穴
が
あ
き
、LU

N
É

に
会
え
る
大
切
な
機
会
が
減
っ
て
し
ま

う
の
で
。

│
２
０
２
４
年
は
ア
ル
バ
ム
の
お
か

げ
で
い
つ
も
よ
り
も
季
節
を
身
近
に
感

じ
ま
し
た
ね
。

TA
K

I　

ア
ル
バ
ム
の
お
か
げ
で
四
季
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の
香
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ

デ
オ
を
撮
り
な
が
ら
、
季
節
の
変
化
を

体
感
し
た
こ
と
で
、
普
段
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
感
覚
も
目
覚
め
ま
し
た
。

H
A

R
U

A

　

春
は
入
学
式
、
夏
は
旅
行

と
い
う
よ
う
に
、
季
節
ご
と
の
思
い
出

が
蘇
り
ま
し
た
。
幸
せ
な
記
憶
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
良
い
気
分
に
な
る
瞬
間

が
多
か
っ
た
で
す
。

Y
U

M
A

　

ど
ん
な
季
節
もLU

N
É

と
一

緒
に
い
た
い
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
ま

し
た
。

│
２
０
２
３
年
よ
り
成
長
し
た
と
感

じ
る
部
分
は
あ
り
ま
す
か
？

Y
U

M
A

　

表
現
し
た
い
こ
と
を
自
分

の
力
で
よ
り
明
確
に
実
現
で
き
た
瞬
間

で
す
。
難
し
い
音
を
表
現
で
き
た
と
き

に
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

H
A

R
U

A

　

２
回
の
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
、

ア
イ
デ
ア
と
意
見
を
よ
り
積
極
的
に
出

す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

│
そ
の
意
見
は
実
現
し
ま
し
た
か
？

H
A

R
U

A

　

初
め
て
耳
に
ピ
ア
ス
の
穴

を
開
け
ま
し
た
。
世
の
中
に
は
い
ろ
ん

な
少
年
の
姿
が
あ
る
の
で
！

TA
K

I　

ダ
ン
ス
や
歌
以
上
に
コ
ン
サ

ー
ト
の
雰
囲
気
を
考
え
た
と
き
、
自
分

が
成
長
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

│
自
分
た
ち
の
コ
ン
テ
ン
ツ
「G

o
 

O
N

E
!!!

」
で
の
活
躍
も
見
て
い
ま
す
。

挑
戦
し
て
み
た
い
コ
ン
テ
ン
ツ
は
あ
り

ま
す
か
？  
実
際
に
一
番
面
白
い
メ
ン

バ
ー
は
誰
で
す
か
？

Y
U

M
A

　

放
送
で
はK
く
ん
が
一
番
面

白
い
で
す
。
メ
ン
バ
ー
全
員
で
長
距
離

旅
行
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

H
A

R
U

A

　

み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

TA
K

I　

大
き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

を
貸
し
切
っ
て
、
み
ん
な
で
鬼
ご
っ
こ

を
し
た
い
で
す
。
子
ど
も
の
頃
に
好
き

だ
っ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
が
あ
る
の
で

す
が
、
そ
れ
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

│
挑
戦
欲
が
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
。
今

日
の
よ
う
な
撮
影
も
楽
し
ん
で
ま
す

か
？

Y
U

M
A

　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
初
め
て
撮

影
し
た
と
き
は
、
ポ
ー
ズ
を
と
る
の
が

難
し
か
っ
た
ん
で
す
が
、
今
日
は
た
く

さ
ん
褒
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
回
を
重

ね
る
ご
と
に
確
実
に
上
達
し
て
い
る
気

が
し
ま
す
。

H
A

R
U

A

　

朝
に
ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
ジ
ム

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
た
の
で
す
が
、
今
日
の
自
分
の
顔
が

と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
（
笑
）。

TA
K

I　

雑
誌
の
撮
影
を
す
る
と
、

LU
N

É

の
み
ん
な
が
い
つ
も
喜
ん
で
く

れ
る
ん
で
す
。
今
回
も
喜
ん
で
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。

│
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
３
人
に
と

っ
て
、
韓
国
語
と
日
本
語
は
何
が
一
番

違
い
ま
す
か
？  

も
し
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
日
本
語
で
す
る
と
し
た
ら
？

H
A

R
U

A

　

TA
K

I

は
韓
国
語
の
ほ
う
が

上
手
で
す
！  

僕
は
日
本
語
で
話
す
と
、

ち
ょ
っ
と
や
ん
ち
ゃ
っ
ぽ
い
か
な
？  

韓

国
語
の
と
き
は
も
う
少
し
大
人
っ
ぽ
い

口
調
で
、
落
ち
着
い
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

TA
K

I　

日
本
語
で
は
う
ま
く
整
理
で

き
な
い
こ
と
が
た
ま
に
あ
る
ん
で
す
。

Y
U

M
A

　

僕
は
ギ
ャ
グ
や
冗
談
が
う
ま

く
で
き
な
い
の
が
ち
ょ
っ
と
残
念
で
す
。

日
本
語
で
は
ツ
ッ
コ
ミ
が
得
意
な
ん
で

す
が
、
韓
国
語
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
わ
か
ら
な
く
て
。

│
読
者
やLU

N
É

に
教
え
た
い
日
本

語
の
単
語
は
あ
り
ま
す
か
？

Y
U

M
A

　
「
ま
じ
で
！
」。
本
当
？ 

と

い
う
意
味
で
す
が
、
こ
の
言
葉
を
使
う

と
、
日
本
語
が
上
手
く
見
え
る
と
思
い

ま
す
。

TA
K

I　
「
春
夏
秋
冬
」。
僕
は&

TE
A

M

を
象
徴
す
る
単
語
を
選
び
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
の&

TE
A

M

は
四
季
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
ア
ル
バ
ム
を
出
し
て
い
る

の
で
。

H
A

R
U

A

　
「
め
ん
ど
く
さ
い
」。
と
て

も
便
利
な
言
葉
で
す
。

│
デ
ビ
ュ
ー
後
た
く
さ
ん
の
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た
よ
ね
。
一
番
気

に
入
っ
て
い
る
あ
だ
名
は
何
で
す
か
？

Y
U

M
A

　

ユ
ム
ニ
ャ
ン
イ
！

H
A

R
U

A

　
「
ル
ア
」
で
す
。
韓
国
で
は

親
し
み
を
込
め
て
、
名
前
を
２
文
字
で

呼
ぶ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ル
ア
と
呼
ん

で
も
ら
え
る
と
、
な
ん
だ
か
も
っ
と
近

づ
い
た
感
じ
が
し
て
う
れ
し
い
で
す
。

TA
K

I　
「
ト
ン
ケ
（
雑
種
犬
、
子
犬
と

い
っ
た
意
味
で
、
韓
国
で
は
愛
情
表
現

と
し
て
、
子
や
孫
に
対
し
て
使
う
こ
と

が
あ
る
）」
！  E

J

く
ん
と
僕
を
合
わ
せ

て
「
ト
ン
ケ
ズ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

│
「
ト
ン
ケ
」
で
す
か
？  

ど
う
し
て

そ
の
あ
だ
名
が
つ
い
た
ん
で
す
か
。

TA
K

I　
「F

IR
E
W

O
R

K

」
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ビ
デ
オ
を
撮
っ
た
と
き
、
セ
ッ
ト
の

床
が
と
て
も
汚
れ
て
い
た
ん
で
す
。
一

生
懸
命
撮
影
し
な
が
ら
、
ド
ロ
ド
ロ
に

汚
れ
て
し
ま
っ
た
僕
た
ち
を
見
て
。
す

ご
く
気
に
入
っ
て
い
る
あ
だ
名
で
す
。

│
そ
の
姿
が
と
て
も
愛
お
し
か
っ
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。「
ト
ン
カ
ン
ア
ジ
（
ト

ン
ケ
と
同
じ
意
味
の
言
葉
）」
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
孫
に
対
し
て
使
う
よ
う

96



も
う
新
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
物
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
、
結
果
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
成
長
し
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

M
A

K
I

N
IC

H
O

LA
S

F
U

M
A

│
ま
だ
ア
リ
ー
ナ
ツ
ア
ー
の
熱
気
が

冷
め
て
い
な
い
よ
う
で
す
ね
。
今
も
心

に
焼
き
付
い
て
い
る
曲
は
何
で
す
か
？

F
U

M
A

、N
IC

H
O

L
A

S　
「W

.O
.L

.F. 

（W
in

 O
r Lo

se
 F

ig
h

t
）」
の
ス
テ
ー
ジ

で
す
！

│
誰
か
ら
理
由
を
話
し
ま
す
か
？

F
U

M
A

　

僕
か
ら
話
し
ま
す
ね
。
ハ
イ

ラ
イ
ト
パ
ー
ト
で
ど
ん
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
を
し
よ
う
か
悩
み
ま
し
た
。
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
を
脱
ぐ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
決
め

た
の
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、

上
手
く
い
っ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

N
IC

H
O

LA
S　

僕
は
逆
に
、
普
段
は

自
由
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
入
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
今
回
は
ツ
ア
ー
の
た
め
に

新
し
い
振
り
付
け
を
考
え
ま
し
た
。
次

の
ツ
ア
ー
で
も
新
し
い
姿
を
研
究
し
、

お
見
せ
す
る
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
。

M
A

K
I　

僕
は
「
君
に
カ
エ
ル

（M
a

y
b

e

）」
を
思
い
出
す
と
泣
き
そ

う
に
な
り
ま
す
。

│
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
感
情
が
込
み

上
げ
る
曲
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

M
A

K
I　

公
演
最
後
の
ト
ラ
ッ
ク「S

c
a

r 

to
 S

c
a

r

」
が
終
わ
っ
て
ア
ン
コ
ー
ル
の

に
、
可
愛
く
て
大
切
な
存
在
だ
と
い
う

こ
と
を
示
す
愛
称
で
す
か
ら
。
24
年
も

残
す
と
こ
ろ
あ
と
少
し
に
な
り
ま
し
た

が
、
年
内
に
達
成
し
た
い
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

H
A

R
U

A

　

個
人
的
に
は
韓
国
語
の
実

力
を
確
か
め
て
み
た
い
で
す
。
言
語
感

覚
は
そ
れ
な
り
に
自
信
が
あ
る
ほ
う
な

の
で
、
実
際
の
試
験
で
ど
れ
だ
け
実
力

を
発
揮
で
き
る
の
か
気
に
な
り
ま
す
。

TA
K

I　

僕
も
そ
の
試
験
を
受
け
ま
し

た
。
４
級
で
し
た
。
春
か
ら
始
め
た
活

動
が
、
も
う
冬
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。

残
り
の
秋
と
冬
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
姿

を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
っ
か
り
準
備

し
て
、
四
季
を
か
っ
こ
よ
く
完
成
さ
せ

た
い
で
す
。

Y
U

M
A

　

２
０
２
４
年
最
後
に
リ
リ
ー

ス
す
る
ア
ル
バ
ム
『
雪
明
か
り

（Y
u

k
ia

k
a

ri

）』
で
、
よ
り
良
い
成
果
を

出
し
た
い
で
す
。
も
う
す
ぐ
３
年
目
に

入
る
の
で
。

│
そ
れ
で
は
、
最
後
に
３
年
目
に
向

け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

H
A

R
U

A

　

メ
ン
バ
ー
に
は
そ
れ
ぞ
れ

得
意
な
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
僕
に
は

ま
だ
そ
れ
が
足
り
な
い
と
感
じ
て
い
る

の
で
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

も
う
少
し
考
え
て
、
挑
戦
し
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。

TA
K

I　

ま
だLU

N
É

た
ち
と
た
く
さ
ん

会
え
て
い
な
い
気
が
し
て
、
い
つ
も
く

や
し
い
気
持
ち
で
す
。
一
生
懸
命
活
動

し
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
のLU

N
É

た

ち
、
海
外
のLU

N
É

た
ち
に
も
会
い
た

い
で
す
。

Y
U

M
A

　

今
ま
で
は
ま
だ
新
人
の
よ
う

な
気
持
ち
で
し
た
が
、
３
年
目
か
ら
は

準
備
を
し
て
い
る
と
き
、
客
席
のLU

N
É

た
ち
が
「
君
に
カ
エ
ル
（M

a
y
b

e

）」

を
歌
い
始
め
た
ん
で
す
。
早
く
準
備
を

終
わ
ら
せ
れ
ば
、
ス
テ
ー
ジ
裏
で
こ
の

歌
を
集
中
し
て
聴
け
る
と
思
い
、
誰
よ

り
も
素
早
く
動
き
ま
し
た
。
あ
の
瞬
間

は
一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

│
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
し
て
、
新
し
い

意
味
を
見
出
し
た
曲
は
ほ
か
に
も
あ
り

ま
す
か
？

F
U

M
A

　
「
バ
ズ
恋
（B

U
Z
Z
 LO

V
E

）」。

か
っ
こ
い
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ

る
曲
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ン

サ
ー
ト
で
はLU

N
É

と
一
緒
に
歌
う
パ

ー
ト
が
あ
る
ん
で
す
。
お
か
げ
で
よ
り

楽
し
い
曲
と
し
て
記
憶
に
残
り
そ
う
で

す
。

N
IC

H
O

L
A

S　
「F

IR
E

W
O

R
K

」
は
、

録
音
し
た
と
き
と
コ
ン
サ
ー
ト
で
披

露
し
た
と
き
の
自
分
を
比
べ
る
と
、
こ

れ
ま
で
の
成
長
を
す
ご
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。

│
ス
テ
ー
ジ
上
で
一
際
か
っ
こ
よ
く

見
え
る
メ
ン
バ
ー
は
誰
で
す
か
？

M
A

K
I　

J
O

く
ん
は
宿
舎
と
ス
テ
ー
ジ

上
で
全
く
違
う
人
の
よ
う
で
す
。
コ
メ

ン
ト
す
る
と
き
も
そ
う
だ
し
、
公
演
後

に
ホ
テ
ル
に
集
ま
っ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
さ
ら
に
か
っ

こ
い
い
で
す
。

N
IC

H
O

LA
S　

F
U

M
A

く
ん
の
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
は
見
る
た
び
に
惚
れ
ま
す
ね
。

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
り
も

し
ま
す
。

F
U

M
A

　

TA
K

I

で
す
。TA

K
I

が
話
す
と
、

会
場
の
雰
囲
気
が
一
気
に
盛
り
上
が
り
、

そ
の
場
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。

N
IC

H
O

LA
S　

TA
K

I

は
生
ま
れ
な
が

ら
の
ユ
ー
モ
ア
セ
ン
ス
の
持
ち
主
で

す
！  TA

K
I

に
し
か
で
き
な
い
何
か
が

あ
る
ん
で
す
よ
。

│
10
月
23
日
に
公
開
さ
れ
た
「
十
五

夜
（J

y
u

u
g

o
y
a

）」
は
ど
ん
な
曲
で
す

か
？

F
U

M
A

　

フ
ァ
ン
に
向
け
た
僕
た
ち
の

思
い
を
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
み
ま
し
た
。

季
節
ご
と
に
新
曲
を
出
し
な
が
ら
、

LU
N

É

へ
の
愛
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。LU

N
É

と
一
緒
な
ら
で

き
な
い
こ
と
は
な
い
と
い
う
気
持
ち
で

録
音
し
ま
し
た
。
初
め
て
挑
戦
す
る
デ

ジ
タ
ル
シ
ン
グ
ル
な
の
で
不
安
も
あ
り

ま
す
が
、
フ
ァ
ン
た
ち
の
反
応
が
一
番

気
に
な
り
ま
す
。

│
今
回
の
新
曲
の
見
ど
こ
ろ
を
挙
げ

る
と
し
た
ら
？

N
IC

H
O

LA
S　

歌
詞
を
注
意
深
く
聴

い
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
の
ど
の
曲

よ
り
もLU

N
É

に
向
き
合
い
ま
し
た
。

M
A

K
I　

「
十
五
夜
（J

y
u

u
g

o
y
a

）」
は
、

ど
こ
か
孤
独
な
雰
囲
気
も
感
じ
ら
れ
ま

す
。
タ
イ
ト
ル
曲
の
ブ
リ
ッ
ジ
部
分
、

E
J

く
ん
と
僕
が
歌
う
パ
ー
ト
で
は
、

思
わ
ず
涙
が
あ
ふ
れ
そ
う
で
し
た
。

│
こ
の
曲
を
一
言
で
表
す
な
ら
？

M
A

K
I　

願
い
。LU

N
É

と
ず
っ
と
一

緒
に
い
た
い
と
い
う
願
い
を
歌
に
込
め

ま
し
た
。

F
U

M
A

　

見
つ
め
る
。
も
うLU

N
É

と

は
言
葉
が
な
く
て
も
、
見
つ
め
る
だ
け

で
通
じ
合
い
、
共
感
で
き
ま
す
。

N
IC

H
O

LA
S　

信
頼
。
力
強
く
率
直

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ら
れ
る
の
は
信

頼
が
あ
る
か
ら
。
も
う
心
配
は
い
ら
な

い
、
十
分
な
信
頼
を
築
け
た
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た
い
で
す
。

│
24
年
は
季
節
ご
と
に
活
動
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
好
き
な
季
節
は
い
つ
で

す
か
？

N
IC

H
O

LA
S　

夏
で
す
！  

小
学
生
か

ら
中
学
生
ま
で
、
夏
休
み
は
い
つ
も
家

族
と
一
緒
に
ア
メ
リ
カ
の
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
で
過
ご
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が

と
て
も
幸
せ
な
思
い
出
で
す
。
い
ろ
ん

な
人
と
交
流
し
な
が
ら
、
友
達
を
作
る

方
法
も
学
び
ま
し
た
。
そ
の
経
験
の
お

か
げ
で
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
恐
れ
る
こ

と
な
く
、
す
ぐ
な
じ
め
る
よ
う
に
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。
こ
の
冬
は
い
ろ
い
ろ

な
ア
イ
テ
ム
で
ス
タ
イ
リ
ン
グ
す
る
つ

も
り
な
の
で
、
冬
も
楽
し
み
で
す
。
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
す
ご
く
関
心
が
あ
る
の

で
す
が
、
台
湾
の
冬
は
気
温
差
が
あ
ま

り
な
く
。
一
方
で
韓
国
は
す
ご
く
寒
い

の
で
。

F
U

M
A

　

僕
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
暖
か

い
春
が
好
き
で
す
。

│
春
に
ま
つ
わ
る
特
別
な
思
い
出
は

あ
り
ま
す
か
？

F
U

M
A

　

春
に
な
る
と
家
族
と
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
に
乗
っ
て
、
よ
く
キ
ャ
ン

プ
に
出
か
け
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
は

あ
ま
り
好
き
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

ア
ニ
メ
「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
」
を
見
て
か

ら
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。

M
A

K
I　

僕
は
秋
が
一
番
好
き
で
す
。

夏
は
暑
い
し
、
冬
は
寒
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
残
る
の
は
春
と
秋
で
す
が
、
春

は
虫
が
多
い
の
で
。N

IC
H

O
LA

S

く
ん

と
似
た
理
由
で
、
秋
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
楽
し
め
る
と
こ
ろ
も
好
き
で
す
。

│&
TE

A
M

の
メ
ン
バ
ー
は
グ
ル
メ

と
し
て
も
有
名
で
す
。
カ
ル
ビ
タ
ン
、

ユ
ッ
ケ
、
カ
ル
ビ
チ
ム
な
ど
、
韓
国
料

理
に
も
本
気
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
最
近

ハ
マ
っ
て
い
る
食
べ
物
は
あ
り
ま
す

か
？

F
U

M
A

　

マ
ー
ラ
ー
タ
ン
で
す
。
油
条

や
鍋
包
肉
と
一
緒
に
食
べ
る
と
最
高
で

す
よ
。

M
A

K
I　

お
！  

す
ご
く
気
に
な
る
。

僕
は
一
度
も
食
べ
た
こ
と
が
な
い
で
す
。

N
IC

H
O

LA
S　

僕
は
お
か
ず
が
た
く

さ
ん
出
て
く
る
韓
定
食
に
興
味
が
あ
り

ま
す
。
一
度
は
食
べ
て
み
た
い
で
す
ね
。

M
A

K
I　

最
近
、
驚
く
ほ
ど
美
味
し
い

オ
ム
ラ
イ
ス
を
食
べ
ま
し
た
。Tik

To
k

で
ふ
わ
ふ
わ
の
卵
を
半
分
に
切
る
と
、

と
ろ
っ
と
し
た
半
熟
卵
が
あ
ふ
れ
出
る

動
画
を
見
た
ん
で
す
。
そ
の
レ
ス
ト
ラ

ン
が
日
本
の
宿
舎
の
近
く
だ
っ
た
の
で

行
っ
て
み
た
ら
、
感
動
す
る
美
味
し
さ

で
し
た
。
動
画
も
撮
り
ま
し
た
よ
！

│
「
ア
イ
ド
ル
ス
タ
ー
陸
上
選
手
権

大
会
」
で
良
い
成
績
を
収
め
た
秘
訣
は
、

食
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。F

U
M

A

さ

ん
は
〝
ピ
ュ
ー
マ
〞
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
が
つ
き
ま
し
た
よ
ね
？

F
U

M
A

　

記
事
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
最
初
は
名
前
の
書
き
間
違
い
か

な
？ 

と
思
い
ま
し
た
。
後
で
そ
の
意

味
を
知
っ
て
、
と
て
も
誇
ら
し
か
っ
た

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

│
ほ
か
に
１
位
を
狙
い
た
い
種
目
は

あ
り
ま
す
か
？

F
U

M
A

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
あ
れ

ば
、N

IC
H

O
LA

S

とJ
O

が
絶
対
う
ま

く
や
る
と
思
い
ま
す
。

N
IC

H
O

LA
S　

僕
は
ガ
ー
ド
と
ポ
イ

ン
ト
ガ
ー
ド
の
両
方
で
き
ま
す
よ
！

M
A

K
I　

僕
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
す
ね
。

小
学
生
の
と
き
、
東
京
代
表
選
手
と
し

て
プ
レ
ー
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
と

き
は
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
で
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
プ
レ
ー
し
た
ら
楽
し
い
と
思
い

ま
す
。
僕
、
ジ
ャ
ン
プ
力
も
す
ご
い
ん
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│
24
年
最
後
の
満
月
が
昇
る
と
き
、

ど
ん
な
願
い
事
を
し
た
い
で
す
か
？

N
IC

H
O

LA
S　

僕
は
い
つ
も
同
じ
で

す
。
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

F
U

M
A

　

食
事
制
限
を
し
な
く
て
も
太

ら
な
い
体
質
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

M
A

K
I　

来
年
ま
で
にE

J

く
ん
よ
り
背

が
高
く
な
り
ま
す
よ
う
に
。

KE
J

J
O│

最
近
、
ア
リ
ー
ナ
ツ
ア
ー
を
成
功

裏
に
終
え
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
タ
イ
ト
ル

「2
0

2
4

 
&

T
E

A
M

 
C

O
N

C
E

R
T 

TO
U

R
 'S

E
C

O
N

D
 TO

 N
O

N
E
'

」
に

は
ど
ん
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す

か
？

E
J　

絶
対
に
２
番
目
に
は
な
ら
な
い
。

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
獲
る
と
い
う
思
い
を

込
め
ま
し
た
。

│
今
の&

TE
A

M
に
と
っ
て
、
と
て

も
重
要
な
ス
テ
ー
ジ
で
す
よ
ね
？  

準

備
中
の
心
境
は
ど
う
で
し
た
か
？

K

　

僕
た
ち
が
目
標
に
し
て
い
る
ド
ー

ム
に
行
く
た
め
の
重
要
な
過
程
で
す
。

以
前
よ
り
大
き
な
会
場
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
ね
。
た
だ

か
っ
こ
い
い
ス
テ
ー
ジ
に
す
る
だ
け
で

な
く
、
ど
う
す
れ
ば
フ
ァ
ン
に
う
ま
く

伝
え
ら
れ
る
の
か
、
み
ん
な
で
真
剣
に

考
え
ま
し
た
。
で
き
る
限
り
近
づ
こ
う

と
も
し
ま
し
た
ね
。

│
ア
リ
ー
ナ
ツ
ア
ー
以
外
に
も
、
24

年
は
大
事
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
多
か
っ

た
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
も
最
も
ワ
ク

ワ
ク
し
て
、
う
れ
し
か
っ
た
瞬
間
は
？

で
す
。
お
見
せ
し
ま
し
ょ
う
か
？

│
体
力
は
も
ち
ろ
ん
、&

TE
A

M

が

自
慢
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
す
か
？

F
U

M
A

　

フ
ィ
ジ
カ
ル
！  

メ
ン
バ
ー

全
員
背
が
高
く
て
か
っ
こ
い
い
で
す
。

N
IC

H
O

LA
S　

自
分
が
こ
の
チ
ー
ム

に
い
て
い
い
の
か
な
っ
て
思
う
く
ら
い
、

み
ん
な
本
当
に
素
敵
な
ん
で
す
。
僕
た

ち
の
キ
レ
の
あ
る
ダ
ン
ス
も
自
慢
し
た

い
で
す
ね
。

│
シ
ン
ク
ロ
度
を
上
げ
る
た
め
に
呼

吸
音
ま
で
合
わ
せ
て
い
る
と
い
う
噂
は

本
当
で
す
か
？

N
IC

H
O

LA
S　

「W
a

r C
ry

」
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
は
、
本
当
に
時
間
を
か
け
て

呼
吸
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ま
で
揃
え
ま
し
た
。

M
A

K
I　

５
カ
国
語
が
で
き
る
グ
ル
ー

プ
と
い
う
の
も&

TE
A

M

の
武
器
で
す
。

ア
ジ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
中
ど
こ
に

行
っ
て
もLU

N
É

と
通
じ
合
え
ま
す
！

│
皆
さ
ん
語
学
の
才
能
に
恵
ま
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
韓
国
語
勉
強
の
コ

ツ
は
あ
り
ま
す
か
？

F
U

M
A

　

た
く
さ
ん
会
話
す
る
こ
と
で

す
。
単
語
を
書
い
て
覚
え
る
だ
け
の
と

き
は
、
な
か
な
か
上
達
し
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
韓
国
人
の
練
習
生
や
友
達
と

話
す
よ
う
に
な
っ
て
、
実
力
が
急
に
伸

び
ま
し
た
。

N
IC

H
O

LA
S　

ド
ラ
マ
や
映
画
も
と

て
も
役
立
ち
ま
し
た
。

M
A

K
I　

僕
は
先
輩
た
ち
の
歌
を
た
く

さ
ん
聴
き
ま
し
た
。
歌
詞
の
意
味
は
よ

く
わ
か
ら
な
く
て
も
、
と
に
か
く
聞
い

た
ま
ま
真
似
し
て
歌
っ
て
み
る
ん
で
す
。

│
四
季
を
味
わ
い
な
が
ら
過
ご
し
た

２
０
２
４
年
は
、
ど
の
よ
う
に
記
憶
さ

れ
そ
う
で
す
か
？

N
IC

H
O

LA
S　

輝
か
し
く
美
し
い
過

J
O

　

デ
ビ
ュ
ー
２
周
年
記
念
の
フ
ァ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「&

T
E

A
M

 
2

n
d

 

A
n

n
iv

e
rs

a
ry

 

﹇
縁 D

A
Y

﹈」
で
す
。

LU
N

É

た
ち
も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
っ
て
、

本
当
に
幸
せ
な
時
間
で
し
た
。
思
い
出

に
残
る
ス
テ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

E
J

　

今
回
の
「2
0

2
4

 
&

T
E

A
M

 

C
O

N
C

E
R

T
 T

O
U

R
 'S

E
C

O
N

D
 T

O
 

N
O

N
E
'

」ツ
ア
ー
で
初
め
て
登
場
し
た

と
き
。
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
の
歓
声
が
す

ご
く
大
き
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き

が
一
番
痺
れ
た
と
思
い
ま
す
。

K

　
「&

TE
A

M
 2

n
d

 A
n

n
iv

e
rsa

ry
 ﹇

縁 

D
A

Y

﹈」
で
のF

U
M

A

と
の
ス
テ
ー
ジ
で
、

今
ま
で
見
せ
ら
れ
な
か
っ
た
セ
ク
シ
ー

で
ち
ょ
っ
と
大
人
っ
ぽ
い
雰
囲
気
を
出

し
て
み
た
ん
で
す
。
初
め
て
イ
ン
イ
ヤ

ー
な
し
で
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
と
き
、

歓
声
の
中
で
踊
り
な
が
ら
鳥
肌
が
立
ち

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
全
く
違
う
歓
声

だ
っ
た
ん
で
す
。

│
ラ
イ
ブ
で&

TE
A

M

の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
最
高
潮
に
達
す
る
曲
は
な
ん
で
す

か
？

E
J　

「F
IR

E
W

O
R

K

」。
代
表
曲
で
あ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
も
引
き
出
す
曲
で
す
。

K

　

ま
さ
に
。「F

IR
E
W

O
R

K

」
に
し
か

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
す
。

│
ス
テ
ー
ジ
で
メ
ン
バ
ー
が
特
に
か

っ
こ
よ
か
っ
た
瞬
間
は
い
つ
で
す
か
？

K

　

E
J

は
普
段
は
優
し
く
て
温
厚
な
印

象
な
の
に
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
ワ
イ
ル
ド

な
ん
で
す
。E

J
と
は
練
習
生
時
代
か

ら
長
い
間
一
緒
に
や
っ
て
き
た
け
ど
、

ア
リ
ー
ナ
ツ
ア
ー
を
経
て
も
っ
と
か
っ

こ
よ
く
な
っ
た
！

E
J　

セ
ク
シ
ー
さ
で
は
ま
だ
足
も
と

に
も
及
ば
な
い
と
思
い
ま
す
が
（
笑
）。

自
分
に
足
り
な
い
部
分
だ
と
思
っ
て
い

程
で
し
た
。
そ
の
過
程
を
通
し
て
チ
ー

ム
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
実
力
も
成
長

し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
よ
り
具
体
的

な
目
標
が
で
き
た
し
、
進
む
べ
き
道
も

は
っ
き
り
と
し
ま
し
た
。

M
A

K
I　

自
分
が
誰
で
、
ど
ん
な
音
楽

を
や
り
た
い
の
か
が
明
確
に
な
り
ま
し

た
。
音
楽
に
対
す
る
気
持
ち
が
よ
り
真

剣
な
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

│
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
す
る
中
で
、

今
日
の
よ
う
な
撮
影
は
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ま
す
か
？

N
IC

H
O

LA
S　

自
分
自
身
の
姿
を
最

も
素
直
に
表
せ
る
機
会
だ
と
感
じ
ま
す
。

F
U

M
A

　

新
し
い
魅
力
を
見
つ
け
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
普
段
は
着
な
い
服
を
着

る
こ
と
で
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
発
見

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
。
今
日
着
た

短
パ
ン
も
す
ご
く
気
に
入
り
ま
し
た
！

│
フ
ァ
ン
が
つ
け
て
く
れ
た
あ
だ
名

の
中
で
一
番
好
き
な
の
は
何
で
す
か
？

F
U

M
A

　
「
ふ
う
ち
ゃ
ん
」
で
す
。
家
族

が
僕
を
呼
ぶ
と
き
の
あ
だ
名
な
ん
で
す

が
、
誰
か
が
そ
う
呼
ん
で
く
れ
る
と
、

な
ん
だ
か
心
が
安
ら
ぎ
ま
す
。
メ
ン
バ

ー
に
も
そ
う
呼
ん
で
ほ
し
い
と
言
っ
て

い
ま
す
。

N
IC

H
O

LA
S　

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
全
部
好
き
で
す
。

い
つ
だ
っ
た
か
空
港
で
フ
ァ
ン
の
方
々

が
僕
を
「
デ
ィ
デ
ィ
」
と
呼
ん
で
く
れ

た
ん
で
す
が
、
家
族
以
外
の
フ
ァ
ン
た

ち
に
そ
う
呼
ば
れ
た
の
は
、
不
思
議
な

感
じ
が
し
ま
し
た
。

M
A

K
I　

僕
は
「
マ
ッ
カ
プ
リ
オ
」
で

す
。

F
U

M
A

、N
IC

H
O

LA
S　

お
〜
、
似

合
う
ね
。M

A
K

I

か
っ
こ
い
い
。
最
高

の
褒
め
言
葉
！

た
の
で
、
今
回
の
ツ
ア
ー
で
荒
っ
ぽ
さ

を
少
し
表
現
し
て
み
よ
う
と
努
力
し
た

ら
、
う
ま
く
い
っ
た
み
た
い
で
す
。

J
O

　

F
U

M
A

く
ん
。
自
分
が
表
現
し

た
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と
や
り
遂
げ
る

姿
が
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。

E
J　

初
め
て
ツ
ア
ー
を
し
た
と
き
は
、

１
年
も
経
た
な
い
間
に
メ
ン
バ
ー
の
成

長
が
目
に
見
え
て
わ
か
り
ま
し
た
。
中

で
もK

く
ん
とJ

O

、
彼
ら
の
ス
テ
ー

ジ
に
は
い
つ
も
学
び
が
あ
り
ま
す
。
同

じ
曲
で
も
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
違
い

を
出
そ
う
と
し
た
り
、
成
長
す
る
姿
を

見
な
が
ら
、
僕
も
刺
激
を
受
け
て
い
ま

す
。│E

J

は
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。
ど
ん
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成

長
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

E
J　

考
え
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
自
分

の
中
に
確
信
も
あ
る
け
ど
、
行
動
に
移

す
の
が
難
し
い
で
す
ね
。
今
、
そ
こ
を

自
ら
克
服
す
る
過
程
に
い
ま
す
。

│
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
一
番
可
愛
く
見

え
る
の
は
い
つ
で
す
か
？

K

　

今
日
、N

IC
H

O
LA

S

と
ピ
ラ
テ
ィ

ス
を
し
て
き
た
ん
で
す
が
、
ピ
ラ
テ
ィ

ス
を
し
て
い
る
と
き
が
す
ご
く
可
愛
い

で
す
。

J
O

　

今
韓
国
で
は
、TA

K
I

が
ル
ー
ム
メ

イ
ト
な
ん
で
す
が
、
会
話
を
し
て
い
る

と
、
突
然
返
事
を
し
な
い
と
き
が
あ
る

ん
で
す
。
見
る
と
、
携
帯
を
手
に
持
っ

た
ま
ま
寝
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が

本
当
に
可
愛
か
っ
た
で
す
。

E
J　

TA
K

I

は
身
長
も
高
く
な
り
、
体
も

男
ら
し
く
な
っ
た
け
ど
、
時
々
子
ど
も

っ
ぽ
さ
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
え

る
と
可
愛
い
な
と
思
い
ま
す
。TA

K
I

だ

け
の
可
愛
さ
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
後
で

会
っ
て
み
れ
ば
わ
か
り
ま
す
よ
！

│
24
年
の
シ
ン
グ
ル
計
画
は
フ
ァ
ン

も
み
ん
な
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

進
行
状
況
は
ど
う
で
す
か
？

E
J　

秋
の
シ
ン
グ
ル
準
備
が
終
わ
り
、

冬
の
ア
ル
バ
ム
準
備
の
真
っ
只
中
で
す
。

今
回
も
季
節
に
合
う
曲
と
、
そ
の
歌
詞

や
ダ
ン
ス
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
こ
ろ

が
多
い
で
す
。

│
四
季
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ア
ル
バ
ム

を
出
し
続
け
て
い
ま
す
が
、
季
節
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
か
？

K

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
季
節
ご

と
に
撮
影
し
な
が
ら
、
そ
の
季
節
を
感

じ
ら
れ
ま
す
。
夏
は
プ
ー
ル
に
行
っ
て

一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
海
で
何
か
し
た
り

だ
と
か
。「
五
月
雨
（S

a
m

id
a

re

）」
の

と
き
は
、
春
に
合
わ
せ
て
桜
の
下
で
踊

っ
た
り
し
ま
し
た
。
24
年
は
季
節
に
つ

い
て
た
く
さ
ん
考
え
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
23
年
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に
過

ぎ
て
い
っ
た
の
で
。

│
２
年
間
で
本
当
に
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
経
験
し
ま
し
た
ね
。
ス
テ
ー
ジ
以

外
で
は
何
が
一
番
楽
し
い
で
す
か
？

E
J　

自
分
た
ち
のY

o
u

Tu
b

e

コ
ン
テ

ン
ツ
を
撮
る
の
が
楽
し
い
で
す
。
普
段

で
き
な
い
こ
と
を
で
き
る
の
で
。
射
撃

サ
バ
イ
バ
ル
を
や
っ
た
り
、
遊
び
に
行

っ
た
り
。

J
O

　

有
名
な
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
と
一
緒

に
撮
影
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
っ
た
ん

で
す
が
、
僕
が
好
き
な
方
だ
っ
た
の
で
、

徹
夜
を
し
て
朝
ま
で
似
顔
絵
を
描
い
て

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
渡
し

た
と
き
に
、
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
っ

た
の
で
、
絵
は
描
き
続
け
た
い
で
す
。

│
最
近
、&

TE
A

M

メ
ン
バ
ー
が
ハ

マ
っ
て
い
る
食
べ
物
は
？

98



一
同　

キ
ム
チ
チ
ム
！  

最
近
毎
日
食

べ
て
い
ま
す
。

J
O

　

そ
の
前
は
ユ
ッ
ケ
と
カ
ル
ビ
タ

ン
だ
っ
た
か
な
。
二
人
は
食
べ
る
こ
と

が
大
好
き
で
、
最
近
覚
え
た
言
葉
な
ん

で
す
が
、
チ
ョ
プ
チ
ョ
プ
博
士
（
チ
ョ

プ
チ
ョ
プ
は
咀
嚼
音
で
、
グ
ル
メ
に
詳

し
い
人
と
い
う
意
味
）
な
の
で
食
べ
始

め
る
と
み
ん
な
が
そ
れ
を
真
似
し
ま
す
。

ハ
ズ
レ
が
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

す
！
」
と
誇
り
に
思
い
ま
す
。

K

　

&
TE

A
M

の
メ
ン
バ
ー
は
み
ん
な

優
し
い
ん
で
す
。
こ
う
い
っ
た
撮
影
な

ど
で
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
た
ち
と
初
め
て
会

う
と
き
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
態
度
が
良

く
、
礼
儀
正
し
い
姿
を
見
る
と
誇
ら
し

い
で
す
ね
。

│
こ
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

日
本
語
と
韓
国
語
が
飛
び
交
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
心
構
え
で
臨
ん
で
い
ま
す
か
？

K

　

暇
さ
え
あ
れ
ば
配
達
ア
プ
リ
を
開

き
ま
す
（
笑
）。

│
「
ア
イ
ド
ル
ス
タ
ー
陸
上
選
手
権

大
会
」
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま

し
た
が
、
体
力
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す

か
？  

ほ
か
に
や
っ
て
み
た
い
種
目
は
？

J
O

　

K

く
ん
が
強
い
で
す
。

K

　

体
力
はTA

K
I

に
負
け
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

E
J　

僕
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
が
や
り
た

J
O

　

知
っ
て
い
る
単
語
を
思
い
出
し

な
が
ら
話
し
ま
す
。
難
し
い
で
す
（
笑
）。

E
J　

自
分
の
考
え
を
最
大
限
表
せ
る

言
葉
の
中
か
ら
、
適
切
に
選
ぼ
う
と
し

ま
す
。
で
も
、
僕
も
す
ご
く
難
し
い

で
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
日
本
語
も
韓

国
語
も
上
手
く
話
せ
な
く
な
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
っ
て
（
笑
）。

│

K

は
も
う
韓
国
人
み
た
い
で
す
ね
。

と
て
も
流
暢
で
す
。

K

　

僕
も
ま
だ
難
し
い
で
す
ね
。
で
も

考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
話
せ
な
く
な

る
タ
イ
プ
な
の
で
、
自
然
に
話
す
よ
う

に
努
力
し
て
い
ま
す
。
普
段
か
らE

J

の
話
し
方
を
真
似
す
る
よ
う
に
し
た
り
。

E
J

は
韓
国
語
を
き
れ
い
に
話
す
じ
ゃ

な
い
で
す
か
？  

初
め
て
会
っ
た
と
き

か
らE

J

の
韓
国
語
は
特
に
聞
き
取
り

や
す
か
っ
た
で
す
。

│
ハ
ハ
、E

J

は
、
方
言
が
な
く
標
準

語
を
話
し
ま
す
も
ん
ね
。

K

　

田
舎
出
身
じ
ゃ
な
い
の
？（
笑
）

E
J　

田
舎
じ
ゃ
な
い
よ
〜
！

│
24
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
少
し
に

な
り
ま
し
た
。
年
内
に
成
し
遂
げ
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

E
J　

年
末
は
授
賞
式
が
多
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
日
本
で
も
韓
国
で
も
。
一

生
懸
命
活
動
し
た
の
で
、
良
い
結
果
が

出
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
少
し
期
待
し

て
い
ま
す
（
笑
）。

K

　

み
ん
な
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
た
の

で
、
昨
年
の
よ
う
に
メ
ン
バ
ー
９
人
全

員
で
一
緒
に
新
年
を
迎
え
た
い
で
す
。

J
O

　

小
さ
な
願
い
で
す
が
、
風
邪
に

気
を
つ
け
て
、
９
人
全
員
が
健
康
に
活

動
し
た
い
で
す
。
ス
テ
ー
ジ
と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
最
善
を
尽
く
せ
る
よ
う
に
。

│
今
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
１
０
０
日
チ
ャ
レ
ン

い
で
す
。
撃
つ
の
が
好
き
な
の
で
。

│&
TE

A
M

で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に

感
じ
る
瞬
間
は
？

J
O

　

授
賞
式
で
賞
を
も
ら
っ
た
と
き

は
も
ち
ろ
ん
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
度
に

&
TE

A
M

の
一
員
と
し
て
誇
ら
し
い
と

感
じ
ま
す
。

E
J　

季
節
行
事
で
親
戚
に
会
っ
た
と

き
、&

TE
A

M

の
誰
々
の
フ
ァ
ン
だ
と

言
わ
れ
る
と
、「
う
ち
の
メ
ン
バ
ー
で

ジ
が
流
行
っ
て
い
ま
す
。
１
０
０
日
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
な
ら
何
を
し
て
み

た
い
で
す
か
？

K

　

練
習
生
の
と
き
は
楽
曲
制
作
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
デ
ビ
ュ
ー
し
て
か

ら
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
ら
触
れ
て
ま
せ
ん
。

最
近
ま
た
や
り
た
い
な
と
思
い
始
め
ま

し
た
。
練
習
生
時
代
の
レ
ベ
ル
ま
で
も

う
一
度
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

J
O

　

僕
は
プ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
毎
日

１
０
０
回
ず
つ
。

E
J　

１
０
０
日
間
で
も
う
一
度
日
本

語
を
勉
強
す
る
。

│
す
べ
て
の
季
節
を
感
じ
た
一
年
を

終
え
る
と
き
、
ど
ん
な
気
分
に
な
り
そ

う
で
す
か
？

J
O

　

24
年
の
よ
う
に
季
節
を
じ
っ
く

り
味
わ
う
年
は
も
う
な
い
と
思
い
ま
す
。

E
J　

多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
年
。
デ

ビ
ュ
ー
し
て
か
ら
の
一
年
間
は
、
目
ま

ぐ
る
し
い
日
々
で
し
た
。
24
年
は
一
つ

ず
つ
準
備
を
行
い
な
が
ら
ツ
ア
ー
を
し

た
こ
と
で
、
ど
ん
な
心
構
え
で
活
動
す

べ
き
か
が
わ
か
っ
た
一
年
で
し
た
。

K

　

本
当
に
た
く
さ
ん
活
動
し
た
一
年

で
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
活
動
の
領
域
を

広
げ
た
く
て
、
ま
ず
は
最
初
の
目
標
で

あ
る
日
本
一
の
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
に

集
中
し
、
努
力
し
ま
し
た
。
24
年
は
そ

ん
な
一
年
と
し
て
記
憶
さ
れ
そ
う
で
す
。

HYBE MUSIC GROUPレーベルの
HYBE LABELS JAPANが手がける、
日本発のグローバルグループ。オ
ーディション番組で選ばれた9人に
よって構成され、さまざまな国や
地域のメンバーが属する。2024年
には初のコンサートツアーを開催。
10月に発売されたDIGITAL SINGLE

「十五夜（Jyuugoya）」に続き、12

月18日より、2nd ALBUM『雪明か
り（Yukiakari）』が発売中。

&TEAM
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韓国ドラマの女王、
キム・ジウォン

アジア全土で爆発的ヒットを遂げた「涙の女王」は、
デビューから14年、キム・ジウォンを一躍トップの座に押し上げた。
作品へ向き合う姿勢やプライベートのエピソードとともに

俳優、キム・ジウォンの内側に迫る。
Photography by KIM JEE JUNE  Text by NICOLE LEE
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国
ド
ラ
マ
は
見

る
者
を
魅
了
し
、

ハ
ー
ト
を
打
ち

抜
き
、
ド
ラ
マ

の
起
伏
に
つ
れ

笑
顔
に
し
た
り
、
涙
を
流
さ
せ
た
り
す

る
。
な
か
で
も
「
涙
の
女
王
」
は
、
２

０
２
４
年
も
っ
と
も
話
題
を
集
め
た
韓

国
ド
ラ
マ
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
最

終
回
は
韓
国
の
放
送
局
、
ｔ
ｖ
Ｎ
史
上

最
高
の
視
聴
率
を
記
録
し
、
放
送
後
の

N
e

tflix

配
信
で
は
、
四
十
数
カ
国
の
ラ

ン
キ
ン
グ
で
上
位
10
位
に
つ
け
、
ア
ジ

ア
全
土
で
大
ヒ
ッ
ト
を
遂
げ
た
。「
涙

の
女
王
」
は
、
過
去
に
「
星
か
ら
来
た

あ
な
た
」
や
「
愛
の
不
時
着
」
な
ど
の

大
ヒ
ッ
ト
ド
ラ
マ
を
手
が
け
た
有
名
脚

本
家
パ
ク
・
ジ
ウ
ン
に
よ
る
も
の
で
、

放
送
前
か
ら
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
た

作
品
で
あ
る
。

　

キ
ム
・
ジ
ウ
ォ
ン
が
演
じ
る
の
は
、

ク
イ
ー
ン
ズ
グ
ル
ー
プ
財
閥
三
代
目
の

令
嬢
ホ
ン
・
ヘ
イ
ン
。
美
し
い
外
見
と

は
う
っ
て
か
わ
り
、
気
が
強
く
て
冷
酷
、

毅
然
と
し
て
ツ
ン
デ
レ
な
お
嬢
様
役
だ
。

キ
ム
・
ス
ヒ
ョ
ン
演
じ
る
農
村
出
身
の

青
年
ペ
ク
・
ヒ
ョ
ヌ
は
、
ラ
ブ
ス
ト
ー

リ
ー
ら
し
い
駆
け
引
き
と
驚
き
の
逆
転

劇
を
見
せ
て
い
く
。「
涙
の
女
王
」
に
は

「
婚
姻
は
夏
の
夜
に
つ
け
る
ク
ー
ラ
ー

み
た
い
な
も
の
で
、
適
温
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
」
や
「
愛
し
合
っ
て
結
婚
し
た

の
に
、
結
婚
し
た
ら
ど
う
し
て
愛
し
合

わ
な
い
の
？
」
な
ど
の
名
台
詞
が
登
場

し
、
視
聴
者
の
心
を
深
く
打
っ
た
。

　

２
０
２
４
年
上
半
期
に
お
い
て
話
題

を
集
め
た
こ
の
韓
国
ド
ラ
マ
は
、
キ

ム
・
ジ
ウ
ォ
ン
を
最
速
で
有
名
俳
優
の

座
に
押
し
上
げ
た
。
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
14

韓

“いつか、自分は一歩一歩駒を進める「棋士」みたいだと
形容できるようになりたい”

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
し
、
こ
の
言
葉
か

ら
も
よ
り
多
く
の
こ
と
を
悟
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
」

　

ド
ラ
マ
の
撮
影
時
間
は
１
年
に
も
及

ぶ
も
の
だ
っ
た
が
、
も
っ
と
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
ホ
ン
・
ヘ
イ
ン
の
外

見
を
い
か
に
つ
く
り
上
げ
る
か
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。「
ク
ラ
ン
ク
イ

ン
の
３
、
４
カ
月
前
か
ら
運
動
を
始
め
、

１
年
以
上
の
撮
影
期
間
も
ず
っ
と
体
型

維
持
に
気
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
、

海
外
で
の
撮
影
は
と
て
も
大
変
で
し
た
。

ド
イ
ツ
に
送
っ
た
ト
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス
が

行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す

が
、
幸
い
に
も
撮
影
１
日
目
の
朝
、
ド

ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
見
つ
か
り
ま
し
た
」。

つ
ね
に
礼
儀
正
し
い
キ
ム
・
ジ
ウ
ォ
ン

は
撮
影
ス
タ
ッ
フ
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

「
先
に
ド
イ
ツ
入
り
し
た
撮
影
ク
ル
ー

の
方
た
ち
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

 

16
歳
で
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト

2
0
1
3
年
が
転
換
点
に

　

１
９
９
２
年
ソ
ウ
ル
生
ま
れ
の
キ

ム
・
ジ
ウ
ォ
ン
に
は
２
歳
年
上
の
姉
が

い
る
。
両
親
の
し
つ
け
が
厳
し
か
っ
た

た
め
、
幼
少
期
か
ら
礼
儀
作
法
の
重
要

性
を
教
え
ら
れ
た
彼
女
。
子
ど
も
の
頃

は
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た
か
っ
た
し
、

教
会
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
に
も
憧
れ
て
い

た
と
い
う
。
人
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と

が
苦
手
だ
っ
た
が
、
自
分
を
表
現
す
る

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
小
学

生
に
な
る
と
学
校
の
演
劇
で
ち
ょ
っ
と

し
た
役
を
演
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

16
歳
に
な
っ
た
彼
女
は
そ
の
器
量
の

よ
さ
か
ら
街
で
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
芸
能

年
、
31
歳
の
彼
女
の
人
気
は
最
高
潮
に

達
し
、
ア
ジ
ア
全
土
で
次
々
と
フ
ァ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
た
。
控
え

め
で
め
っ
た
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
更

新
し
な
い
彼
女
だ
が
、
現
在
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
は
１
４
０
０
万
人
に
上
る
。
し

か
し
、
彼
女
自
身
は
今
も
独
自
の
ス
タ

イ
ル
を
崩
す
こ
と
な
く
、
人
気
が
出
た

か
ら
と
い
っ
て
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

「
わ
た
し
は
自
分
自
身
を
感
動
さ
せ

ら
れ
る
ド
ラ
マ
が
好
き
で
す
」。
筆
者

は
満
開
の
ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
乱
れ
る
真

夏
の
時
刻
、
北
村
韓
屋
村
で
彼
女
と
会

っ
て
い
た
。
フ
ァ
ン
の
多
く
が
一
番
聞

き
た
い
こ
と
は
、
当
初
こ
の
ホ
ン
・
ヘ

イ
ン
と
い
う
役
を
受
け
た
理
由
だ
。
彼

女
曰
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
興
味
を

持
ち
、
作
品
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
た

の
が
最
初
だ
と
い
う
。

「
初
め
て
『
涙
の
女
王
』
の
台
本
を
読

ん
だ
と
き
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
と
て
も

衝
撃
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
、

こ
れ
は
ホ
ン
・
ヘ
イ
ン
と
ほ
か
の
人
物

の
間
に
存
在
す
る
感
情
の
つ
な
が
り
が

い
か
に
変
化
し
て
い
く
の
か
と
い
う
、

じ
つ
に
好
奇
心
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
台

本
で
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
マ
に
は
尊
敬

す
る
優
秀
な
俳
優
さ
ん
た
ち
が
多
く
名

を
連
ね
て
い
て
、
み
な
学
ば
せ
て
い
た

だ
く
に
値
す
る
先
輩
た
ち
だ
っ
た
こ
と

も
一
因
で
す
」
と
彼
女
は
語
っ
た
。

　

冷
淡
で
ツ
ン
デ
レ
の
お
嬢
様
役
に
つ

い
て
は
、「
自
分
と
は
ま
っ
た
く
か
け

離
れ
た
性
格
で
す
」
と
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
述
べ
た
。「
わ
た
し
本
人
と
ホ
ン
・
ヘ

イ
ン
と
の
共
通
点
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
が
、
あ
え
て
挙
げ
る
と
す
る
な
ら

ば
責
任
感
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
役
を

通
し
て
責
任
感
の
意
義
を
も
う
一
度
考

界
入
り
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
最
初

に
契
約
を
交
わ
し
た
の
は
、
練
習
生
と

し
て
歌
や
ダ
ン
ス
、
ピ
ア
ノ
、
作
詞
作

曲
、
演
技
な
ど
の
訓
練
に
参
加
す
る
も

の
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
歌
っ
た
り
踊
っ

た
り
す
る
よ
り
も
演
じ
る
ほ
う
が
好
き

な
こ
と
に
気
づ
く
。
２
０
１
０
年
に
Ｃ

Ｍ
に
出
演
し
た
こ
と
で
、
徐
々
に
人
々

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
。

　

彼
女
に
と
っ
て
、
２
０
１
３
年
は
芸

能
生
活
に
お
け
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
だ
と
い
え
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
人

気
ド
ラ
マ
「
相
続
者
た
ち
」
の
ユ
・
ラ

ヘ
ル
役
に
抜
擢
さ
れ
た
の
だ
。
冷
淡
で

そ
っ
け
な
く
見
え
る
が
、
じ
つ
は
寂
し

が
り
屋
で
孤
独
と
い
う
役
柄
だ
。
設
定

上
は
悪
役
で
、
高
嶺
の
花
、
金
持
ち
に

生
ま
れ
贅
沢
に
暮
ら
す
役
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
細
や
か
な
演
技
が
共
感

を
呼
ん
だ
。
自
身
も
こ
の
作
品
で
脚
本

家
の
キ
ム
・
ウ
ン
ス
ク
と
知
り
合
い
、

後
に
「
太
陽
の
末
裔
」
の
軍
医
ユ
ン
・

ミ
ョ
ン
ジ
ュ
役
に
抜
擢
さ
れ
る
。
こ
の

ふ
た
つ
の
役
に
よ
っ
て
、
韓
国
の
名
立

た
る
賞
を
多
数
受
賞
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
脚
本
家
の
キ
ム
・
ウ
ン
ス
ク
さ
ん
と

一
緒
に
仕
事
が
で
き
た
こ
と
は
、
わ
た

し
に
と
っ
て
非
常
に
光
栄
な
こ
と
で
し

た
。『
相
続
者
た
ち
』
で
ユ
・
ラ
ヘ
ル
役

を
演
じ
た
際
に
は
前
髪
を
切
っ
て
臨
み
、

『
太
陽
の
末
裔
』
で
は
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
の
ニ
ュ
ー
ス
タ
イ
ル
で
登
場
す
る
な

ど
毎
回
イ
メ
チ
ェ
ン
し
ま
し
た
が
、
ど

れ
も
い
い
反
響
を
い
た
だ
け
て
感
謝
し

て
い
ま
す
」

　

キ
ム
・
ジ
ウ
ォ
ン
は
こ
れ
ま
で
の
演

技
で
、
ル
ッ
ク
ス
の
よ
さ
と
演
技
力
を

兼
ね
備
え
た
実
力
派
俳
優
で
あ
る
と
証

明
し
て
き
た
。
今
で
も
演
じ
る
役
は
依

然
と
し
て
自
分
ら
し
い
女
性
だ
が
、
い

か
な
る
役
柄
を
も
器
用
に
演
じ
、
あ
ら

ゆ
る
役
を
自
分
の
解
釈
に
取
り
込
ん
で

き
た
。
そ
の
次
々
と
変
化
す
る
演
技
の

数
々
は
圧
巻
だ
。
彼
女
は
ド
ラ
マ
を
通

し
て
自
ら
を
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
る
、

優
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
っ
た
の
だ
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
で
、
女
性
の
さ
ま

ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
を
演
じ
て
き
た
。
彼

女
を
有
名
に
し
た
「
相
続
者
た
ち
」
や

「
太
陽
の
末
裔
」
の
ユ
ン
・
ミ
ョ
ン
ジ

ュ
、「
サ
ム
、
マ
イ
ウ
ェ
イ
〜
恋
の
一

発
逆
転
！
〜
」
の
チ
ェ
・
エ
ラ
、「
都
会

の
男
女
の
恋
愛
法
」
の
イ
・
ウ
ノ
。
そ

し
て
、「
私
の
解
放
日
誌
」
で
は
社
会
か

ら
孤
立
し
、
途
方
に
暮
れ
た
会
社
員
の

ヨ
ム
・
ミ
ジ
ョ
ン
。
い
ず
れ
も
韓
国
ド

ラ
マ
界
に
お
い
て
殿
堂
入
り
す
る
役
柄

だ
。
彼
女
は
、「
い
つ
か
、
自
分
は
一

歩
一
歩
駒
を
進
め
る
『
棋
士
』
み
た
い

だ
と
形
容
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
将
来
、
自
分
の
職
業
的
な
生
涯
を

振
り
返
っ
た
と
き
、
す
ば
ら
し
い
作
品

を
数
多
く
演
じ
た
俳
優
に
な
れ
て
い
た

ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
語
っ
た
。

　

キ
ム
・
ジ
ウ
ォ
ン
が
出
演
し
た
ド
ラ

マ
は
多
い
と
は
い
え
な
い
。
こ
こ
４
年

の
間
に
演
じ
た
の
は
た
っ
た
の
２
作
品
。

そ
れ
は
、
プ
ロ
意
識
の
高
い
彼
女
の
全

身
全
霊
で
ド
ラ
マ
に
打
ち
込
み
た
い
と

の
思
い
か
ら
で
あ
る
。
水
が
苦
手
な
彼

女
が
、「
サ
ム
、
マ
イ
ウ
ェ
イ
〜
恋
の

一
発
逆
転
！
〜
」
で
サ
ー
フ
ァ
ー
女
子

役
に
挑
ん
だ
の
は
、
こ
の
役
の
台
詞
に

感
動
さ
せ
ら
れ
、
同
時
に
恐
怖
心
に
打

ち
勝
ち
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
だ
っ
た

と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
仕
事
に
ひ
た
む

き
な
彼
女
だ
が
、
役
柄
に
は
ど
う
や
っ

て
入
り
込
ん
で
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
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「
特
別
な
方
法
を
用
い
る
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
台
本
を
何
度
も
読
む
だ
け

で
す
。
台
本
を
読
み
な
が
ら
、
ど
う
演

じ
る
べ
き
か
を
想
像
し
ま
す
。
撮
影
現

場
に
行
っ
て
か
ら
俳
優
や
ス
タ
ッ
フ
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
、
交
流
し
な

が
ら
と
も
に
作
品
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
の
も
好
き
で
す
。
台
本
を
読
み
込
ん

で
お
く
と
安
心
し
て
撮
影
に
臨
め
ま
す

し
、
現
場
で
俳
優
や
ス
タ
ッ
フ
と
や
り

と
り
し
た
後
に
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

俳
優
と
い
う
職
業
は
、
彼
女
に
と
っ

て
何
を
意
味
す
る
の
か
。「
人
を
よ
り

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
ら
を
よ
り

よ
い
人
間
に
成
長
さ
せ
続
け
て
も
く
れ

る
こ
と
が
、
俳
優
に
な
っ
て
の
収
穫
で

す
。
わ
た
し
は
臆
病
で
慎
重
な
性
格
な

の
で
、
自
ら
新
し
い
事
物
に
触
れ
に
行

く
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
で
も
、
仕
事
の

関
係
で
自
分
自
身
に
挑
戦
し
な
い
わ
け

に
は
い
か
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
接
す

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
わ
た
し
の
世

界
を
よ
り
広
げ
て
く
れ
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」

　

彼
女
は
こ
う
続
け
る
。「
最
初
の
頃

は
演
技
が
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
好
き
だ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
う
ま
く
演
じ
ら

れ
な
い
と
き
は
焦
燥
感
に
駆
ら
れ
て
眠

れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
。

「
わ
た
し
は
い
つ
も
用
心
深
く
て
、
そ

の
こ
と
は
と
き
ど
き
自
分
自
身
を
困
ら

せ
ま
す
。
ま
る
で
極
め
て
困
難
な
任
務

に
ぶ
つ
か
っ
た
よ
う
に
。
で
も
、
そ
れ

を
一
つ
一
つ
克
服
す
る
に
つ
れ
て
、

『
自
分
は
本
当
に
演
じ
る
こ
と
が
好
き

な
ん
だ
。
怖
く
て
も
、
こ
れ
を
し
っ
か

り
や
り
遂
げ
た
い
』
と
、
ど
ん
ど
ん
思

え
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。
そ
う
感
じ

1992年、韓国生まれの俳優。16

歳頃から芸能活動を開始し、CM

出演でデビュー。2013年、ドラ
マ「相続者たち」でSBS演技大賞
ニュースター賞を受賞。2016年、
大ヒットドラマ「太陽の末裔」でメ
インキャストの一人を演じ、数々
の賞を受賞。2024年、「涙の女王」
が tvN歴代最高視聴率を記録し、
Netflix配信でも高い人気を得た。

KIM JI WON
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た
と
き
、
間
違
い
な
く
演
技
が
好
き
だ

と
自
覚
し
て
、
そ
の
感
覚
が
ま
す
ま
す

強
烈
に
な
っ
て
い
き
ま
す
」

　

ド
ラ
マ
に
触
れ
10
年
を
過
ぎ
る
と
、

自
分
の
演
技
に
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
満

足
す
る
こ
と
は
永
遠
に
で
き
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
と
認
識
し
た
と
い
う
彼
女
。

し
か
し
、
今
で
も
変
わ
ら
ず
い
い
心
理

状
態
を
保
ち
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
明

日
の
自
分
は
も
っ
と
よ
く
で
き
る
と
思

え
る
の
だ
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
画
面
上
で
光
り
輝
く
ス

タ
ー
と
な
っ
た
彼
女
だ
が
、
フ
ァ
ン
の

評
価
を
も
っ
と
も
上
げ
て
い
る
の
は
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
だ
。
金

持
ち
の
お
嬢
様
役
で
知
ら
れ
る
彼
女
だ

が
、
実
際
は
韓
国
芸
能
界
の
オ
タ
ク
。

一
日
中
ソ
フ
ァ
に
横
た
わ
り
ド
ラ
マ
や

Y
o

u
Tu

b
e

を
見
る
の
が
、
一
番
理
想

的
な
休
日
の
過
ご
し
方
な
の
だ
と
か
。

Ｎ
Ｂ
Ｔ
Ｉ
性
格
診
断
テ
ス
ト
を
す
る
と

「
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
（
仲
介
者
）」
に
当
て
は
ま

る
彼
女
だ
が
、
出
演
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ

番
組
で
共
演
し
た
こ
と
の
あ
る
俳
優
か

ら
超
内
気
だ
と
言
わ
れ
る
や
、
ど
う
反

応
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
可
愛
く
恥

ず
か
し
が
る
様
子
が
話
題
と
な
り
、
ネ

ッ
ト
上
で
拡
散
さ
れ
た
り
も
し
た
。「
仲

介
者
」
は
「
心
優
し
い
理
想
主
義
者
」

の
象
徴
だ
が
、
彼
女
の
性
格
に
当
て
は

ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
撮
影
が
な
い
と
き
は
ほ
と
ん
ど
家
に

い
ま
す
。
正
直
に
言
う
と
、
こ
こ
の
と

こ
ろ
は
ず
っ
と
そ
ん
な
ふ
う
で
す
。
で

も
、
最
近
は
自
分
に
１
週
間
分
の
日
常

の
規
律
を
定
め
ま
し
た
。
こ
の
週
は
こ

れ
を
し
よ
う
、
み
た
い
に
１
週
間
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
の
が
と
て
も
楽
し

い
ん
で
す
」

　

恥
ず
か
し
が
り
屋
の
性
格
が
そ
う
さ

せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
キ
ム
・
ジ
ウ
ォ
ン

の
人
づ
き
合
い
に
は
心
地
よ
い
距
離
感

が
あ
る
。
俳
優
で
は
あ
る
が
、
自
分
の

考
え
を
伝
え
る
こ
と
に
は
極
端
に
自
制

を
働
か
せ
、
目
立
っ
た
行
動
も
わ
い
わ

い
騒
ぐ
こ
と
も
せ
ず
、
演
技
で
大
衆
を

癒
す
こ
と
の
み
が
彼
女
の
願
い
だ
。
誰

も
が
名
を
売
り
た
い
と
思
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時

代
に
あ
っ
て
、
キ
ム
・
ジ
ウ
ォ
ン
は
独

特
な
存
在
と
い
え
よ
う
。
台
湾
で
の
フ

ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
彼
女
に
た
く

さ
ん
の
感
動
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
と

い
う
。「
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
が
会
場
で

わ
た
し
の
た
め
に
準
備
し
て
く
れ
た
応

援
イ
ベ
ン
ト
の
動
画
がY

o
u

Tu
b

e

で

流
れ
て
い
て
、
再
度
見
直
し
た
と
き
は

も
う
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
の
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
わ
た

し
の
心
に
長
く
残
り
続
け
る
と
思
い
ま

す
。
わ
た
し
自
身
も
新
し
い
作
品
を
通

し
て
、
み
な
さ
ま
に
よ
り
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」

　

多
く
の
人
が
せ
わ
し
な
い
日
常
の
中

で
も
が
き
、
あ
え
ぎ
、
せ
め
て
ド
ラ
マ

の
中
に
だ
け
で
も
一
瞬
の
光
を
見
つ
け

た
い
と
熱
望
す
る
。
大
人
の
世
界
に
は

「
容
易
」
の
２
文
字
が
欠
け
て
い
る
が
、

プ
ロ
の
俳
優
の
す
ば
ら
し
い
演
技
を
通

し
て
、
自
ら
極
上
の
物
語
を
紡
ぎ
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

　

日
常
に
お
け
る
貴
重
な
事
物
が
ド
ラ

マ
の
中
に
美
し
く
濃
縮
さ
れ
、
平
凡
な

わ
た
し
た
ち
に
生
活
へ
の
希
望
を
見
出

さ
せ
る
。
そ
し
て
、
俳
優
を
職
人
と
見

な
し
て
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
惜
し
ま
な
い

キ
ム
・
ジ
ウ
ォ
ン
こ
そ
、
韓
国
ド
ラ
マ

に
癒
し
を
求
め
る
人
た
ち
に
も
っ
と
も

感
動
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
な
の
だ
。

“人をより理解することができ、自らをよりよい人間に
 成長させ続けてもくれることが、俳優になっての収穫”
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寒い冬に揃えたいぬくもり感じるインテリア
IN VOGUE: INTERIOR

家で過ごす時間が増える寒い冬、インテリアも温かみのあるものにアップデート。心安らぐニュートラルなカラーの
クッションやラグ、パイン材を使ったナチュラルなテーブル、リラックスしたデザインのソファなどをピックアップ。

Text by KURUMI FUKUTSU

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
前
に
、
温
か
さ
を
感
じ

さ
せ
る
イ
ン
テ
リ
ア
に
模
様
替
え
。
家
で
の
時
間

を
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
過
ご
せ
る
よ
う
な
、

洗
練
さ
れ
た
空
間
づ
く
り
に
お
す
す
め
の
ア
イ
テ

ム
を
厳
選
し
て
紹
介
す
る
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
も
快
適
な
座
り
心
地
を
提

供
す
る
、F

R
ITZ

 H
A

N
S
E
N

の
「
フ
リ
ソ
フ
ァ
」。

実
用
性
を
兼
ね
備
え
た
曲
線
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、

部
屋
全
体
を
柔
ら
か
い
印
象
に
変
え
て
く
れ
る
。

好
み
に
合
わ
せ
て
、
パ
ー
ツ
ご
と
に
フ
ァ
ブ
リ
ッ

ク
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
可
能
だ
。

　

２
０
２
１
年
に
設
立
さ
れ
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

発
の
気
鋭
家
具
ブ
ラ
ン
ドV

A
A

R
N

II

。
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
産
の
パ
イ
ン
材
を
原
料
に
、
同
国
の
伝
統
的

な
製
法
に
こ
だ
わ
っ
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
展
開
し
て

い
る
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
木
の
優
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
「A

A
 S

id
e

 Ta
b

le

」
は
、
経
年
変
化
も
楽
し

め
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
テ
ー
ブ
ル
だ
。

　

部
屋
に
ム
ー
ド
の
あ
る
明
か
り
を
灯
し
て
く
れ

る
の
が
、BO

C
C

I

の
ポ
ー
タ
ブ
ル
ラ
ン
プ
「1

4
p

」。

直
径
約
10
㎝
の
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
ラ
ス
を
使
用
し

た
ガ
ラ
ス
グ
ロ
ー
ブ
に
点
灯
す
る
キ
ャ
ン
ド
ル
の

よ
う
な
光
が
、
空
間
を
ぬ
く
も
り
の
あ
る
雰
囲
気

に
し
て
く
れ
る
。
ミ
ニ
マ
ル
で
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ

ン
も
イ
ン
テ
リ
ア
に
な
じ
む
。

　

ベ
ー
ジ
ュ
と
ホ
ワ
イ
ト
の
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
色

合
い
が
魅
力
的
なLO

E
W

E

の
「
ア
ナ
グ
ラ
ム 

ク

ッ
シ
ョ
ン
」。
ブ
ラ
ン
ド
の
シ
グ
ニ
チ
ャ
ー
の
ロ

ゴ
が
施
さ
れ
た
、
50
×
50
㎝
の
ほ
ど
よ
い
大
き

さ
で
、
シ
ン
プ
ル
で
モ
ノ
ト
ー
ン
な
イ
ン
テ
リ
ア

の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
も
ぴ
っ
た
り
。

　

足
も
と
に
欠
か
せ
な
い
ラ
グ
は
、R

A
L
P

H
 

L
A

U
R

E
N

 H
O

M
E

の
「
シ
ェ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー 

ラ

グ
」
を
チ
ョ
イ
ス
。
無
染
色
の
繊
維
を
柔
ら
か
な

糸
に
す
る
こ
と
で
、
心
地
よ
い
足
触
り
を
実
現
し

た
逸
品
。
職
人
に
よ
る
手
作
業
で
の
タ
フ
テ
ィ
ン

グ
で
一
枚
ず
つ
仕
立
て
た
ラ
グ
は
、
ク
ラ
フ
ツ
マ

ン
シ
ッ
プ
も
感
じ
さ
せ
る
。
交
互
に
配
置
し
た
タ

イ
ル
パ
タ
ー
ン
の
デ
ザ
イ
ン
も
印
象
的
だ
。

P
h

o
to

: C
lé

m
e

n
t P

a
sc

a
l (Liv

in
g

 R
o

o
m

)

1. 生地にブークレアルパカとウール
ブレンドを使用。「アナグラム クッ
ション」（ベージュ／ホワイト） 
¥96,800／LOEWE（ロエベ ジャパン 

クライアントサービス）  2. パイン材
を採用したコンパクトなテーブル。
「AA S ide Table」 ¥495,000／
VAARNII（シボネ）  3. アーティスト
でデザイナーのハイメ・アジョンと
のコラボレーション。「フリソファ」 
¥712,800／FRITZ HANSEN（フリッ
ツ・ハンセン）  4. キャンドルのよう
な優しい光を灯すポータブルランプ。
「14p」 ¥83,600／BOCCI（スタジオ
ノイ）  5. 柔らかな編み込みのテクス
チャーを細やかに表現。「シェアウォ
ーター ラグ」 ¥132,000～／RALPH 

LAUREN HOME（ラルフ ローレン）

2

1

3

5

4
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Artwork by ANTONIO SOARES

東西占術で
 読む、

 2025年
 上半期の
運勢

2025年にどう向き合い、
日 を々どう過ごすか─。
グロリアス星子が12星座で、

KOKOri.が九星気学を用いて
丁寧に読み解く

2025年上半期の運勢に耳を傾け、
新年への想いを巡らせたい。
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24年から牡羊座の人には何か新しい出
来事が起きているのではないでしょう
か。それは2025年に入ってますます
加速化します。仕事運：とくに仕事で
は新しい環境にポンと投げ込まれて、
それに慣れることで精一杯になる人も
いれば、転職して新たなことに手を出

す人もいそう。仕事を通じて刺激的な仲間や新たな人脈がで
き、人間関係が面白くなってくる人も。2025年前半の牡羊座
はこんなふうに慌ただしく動いています。毎日いろいろな出
来事が起き、ゆっくりしている暇がないかも。でも、それで
いいのです。あまり深く考えず、反射的かつ直感的に動いて、
自分が面白そうだと思う方向へアクションを広げていって。
さらに、この半年間はあなたのキャパシティがどんどん広が
るとき。いつも以上に頭の回転も速く、吸収力もあります。
いろいろなものを詰め込むほど能力を発揮できる星回りです
から、そういう時期に自分を甘やかしては損。少々寝不足で
もフル稼働すれば、できることが今までの倍になって着実に
自信がつきます。5月25日になると、社会性を象徴する土星
がいよいよ牡羊座に入ってきます。土星は頑張れば頑張った
だけご褒美をくれる星ですが、怠け者には厳しいです。土星
が巡っている2年半は仕事に力を入れればキャリアの道が開
け、収入もポジションも上がるでしょう。恋愛運：恋愛では
幸運をもたらす木星が出会いのチャンスを運んできます。少
しでも多くの人と前半のうちに交流を図っておきましょう。
というのは、先ほども書いた社会性の星・土星は、物事を現
実に落とし込む力をもっています。土星が牡羊座に巡ってく
る5月25日より前にいろんな人と出会っておくと、その出会
いを土星が「結婚」という社会的な形へと運んでくれます。結
婚を望む人には、まさに最高の恋愛運。このチャンスをモノ
にするには、相手選びでつまずかないことが大事です。それ
には自分の理想とする結婚生活がわかっていなければなりま
せん。仕事は続けたいのか、子どもはほしいのか、どんな子
育てがしたいのか、どこに住みたいかなどの優先順位を前半
のうちに固めておきましょう。交際中の人は、結婚か別れる
か、微妙な空気が二人の間に立ち込めそう。今のパートナー
と結婚した場合、理想の結婚生活が望めるかどうか。やはり
そこが判断材料となるでしょう。金運：前半での仕事の頑張
りが、後半の収入アップにつながってきます。しかも忙しく
てレジャーや買い物などに頻繁に行けないため、出費も抑え
られそう。ただ、出会いの数が仕事や恋愛に影響するときで
すから、交際費は惜しまないで。人が集まる会には数時間で
も出席しましょう。30分しかいられないのに会費がもったい
ない、なんて考えないことです。

20

今月の運勢：物事が大きく動くとき。迅速にアクションを
事が大きく動くタイミング
にきています。職場の部署
が異動する人もいれば、家
を引っ越す、家族が増える

といった変化がある人もいそう。この動
きには発展の暗示が込められているので
ぐずぐずもたもたしないこと。牡羊座持

ち前の行動力を生かして、迅速にアクシ
ョンを起こしていきましょう。1月8日
ごろ、人への接し方次第で吉凶が分かれ
そう。相手が得するように話をもってい
くことがポイントです。それが巡り巡っ
て自分の得につながるはず。20日以降
は当て推量は禁物。「たぶんこうだろう

な」という自分の勝手な解釈はとても危
険。必ずよくわかっている人に聞いて進
めてください。愛情面は相手があなたの
性格や人柄を誤解しやすいときです。自
分の本当の姿を知ってもらいたい相手と
は、じっくり話す機会をもって。関係性
がグンとよくなると星が伝えています。

物

グロリアス星子が占う12星座別運勢は?

牡羊座
3/21–4/19

2025年上半期の運勢：
慌ただしさを楽しみ、
直感を信じて進めば
キャパシティが増大 !

Text by GLORIOUS HOSHIKO
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今月の運勢：決めかねていたことがあるなら、今が決断のとき
25年のスタートは強い絆
が育つ星回り。今までより
ずっと濃密に付き合うこと
になる人物が出てきて、あ

なた自身が自分の時間や労力を相手のた
めに割かないとならないこともあるはず
です。こうした関係は煩わしいときもあ

る反面、あなたに多くの素晴らしいもの
を運んでくれるはずなので、大切に絆を
育んでいきましょう。仕事面では自分の
要望が通りやすい星回り。上司に働き方
や待遇面での希望を話すのには最適な時
期です。また、2024年の 12月からスタ
ートした仕事は、今月中になるべく先へ

と進めておいて。来月になるといろいろ
な要因で進みが遅くなるおそれが。8日
から27日までは迷っていたことを決断
する絶好のタイミング。とくに2024年
から決めかねていたことがあるなら、こ
こで決断するとよい方向へと物事が進み
そうです。

20

25年の前半は、幸運の星である木星が
牡牛座にとって「収穫」を意味する位置
へと巡っています。この兆候はすでに
2024年の後半から現れてきている人も
いるでしょう。仕事運：とくに仕事で
は今まで頑張ってきたこと、あるいは
種を蒔いて育ててきたことが、大きな

実りとなる期待をできる星回りですが、ここで気をつけたいの
は、収穫物の刈り取りを忘れないこと。収穫というのは自然と
手にできるものではなく、刈り取る作業が必要なのだという自
覚をもちましょう。たとえば、仕事で頑張ってきたと思うなら、
このタイミングで、温めてきたアイデアを上司やクライアント
に提案してみる。取引先との関係構築に時間をかけてきたな
ら、ここで取引条件の優遇を打診してみる。営業職について
いる人なら、このタイミングで契約の話を出せば、受注でき
る可能性も高いでしょう。ただ、ここでの収穫は、今まで自
分が力を注いできたことに限定されます。一攫千金のような
タナボタ的な収穫ではありません。とくに5月いっぱいまでは、
刈り取りの機が熟しているので心に留めておきましょう。この
刈り取り作業は人間関係にも当てはまります。おそらく2024
年の5月以降に知り合った人物の中に、あなたに大きな利益
やプラスの影響をもたらしてくれる人がいそう。そういう人と

の人間関係を強化していくことも忘れないで。恋愛運：恋愛
は愛を育てるのに最適な運勢。交際中の相手がいる人は、お
互いの愛を再確認する機会に恵まれそう。それには自分の長
所より欠点や弱点、悩みなどを相手にさらしていくことが大事。
かっこつけたところで相手との愛情は一向に深まらないでしょ
う。また、片思い中の人も、相手に好かれようとして意見を
合わせるより、相手の考えと異なるならそれをぶつけたほうが
よさそう。嫌われるのではないかという不安がよぎるかもしれ
ませんが、今期の星の動きを見ると、それはなさそう。むし
ろ自分の意見をしっかりもった人として受け入れてもらえるで
しょう。フリーの人にとっては、残念ながら新たな出会いは減
る傾向に。ただ、すでに知り合っている人の中に、うわべだ
けでなくあなたの内面を支えてくれる人物が登場しそう。その
人はお金や物質の面でも喜びを与えてくれる予感。逆に、あ
なたに時間とお金を使わせるような相手は敬遠すべし。一時
的な仲はよくても、何も残らない関係になりがちです。金運：
お金の面は、よきアドバイザーをもつことが何より大事。ファ
イナンシャルプランナーなど、その道のプロを味方につけまし
ょう。株などに投資するのも悪くありません。うまく運用すれ
ば増やすこともできるときです。ただ、最近では投資詐欺も
横行していて、あなたの心の隙間を突いてくる予感も。あや
しげな金融セミナーや投資関連の広告には注意しましょう。

牡牛座
4/20–5/20

2025年上半期の運勢：
仕事も人間関係も
収穫の時期が到来 !
自覚をもって刈り取りを

20
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今月の運勢：2025年の発展のために、人間関係や生活の身辺整理を
25年をより発展する年に
するためには、1月に身辺
整理をしておくことが必要
になってきます。自分にと

ってあまり意味のないことは、この機会
に切り捨てることが大事。たとえば不毛
な恋愛や人間関係、惰性で続けている仕

事や習い事などは、このタイミングで切
っていくのが望ましいです。一気に清算
するのは無理だとしても、気持ちの上で
これは不要、これは必要と選別を。12年
に一度の幸運期を無駄に過ごさないため
にも自分のプラスになるものだけ残しま
しょう。6日ごろに決断したことは、後

になってよかったと思える結果になりそ
う。なかなか決断できないことがある人
は、この日に決断する勇気をもって。ま
た、初詣ではぜひおみくじを引いてくだ
さい。おみくじには今のあなたにとって
意味のある言葉が書かれていそう。持ち
帰ってその意味をじっくり考えてみて。

20

運をもたらすといわれる木星は、2024
年の5月から双子座を運行中。これは
12年に一度、巡ってくる大幸運期とい
われています。すでにやりたいことに
挑戦し、朝から晩までスケジュールを
フルに入れて全力疾走してきた人は、1
年前とは比べものにならないくらい生

活が質の高いものになっていることでしょう。その幸運の波
に乗り切れていない人はまだ遅くありません。木星が双子座
を去る2025年6月9日まで全精力をかけて物事に取り組みま
しょう。仕事運：実は木星の幸運を享受するには、少しばか
りコツがいるのです。木星という吉星は、物事を拡大させる
特徴があり、この星が自分の星座に入ってくるとよくも悪く
も、いろいろなことが拡大していく傾向が出てきます。仕事
にしても取引先が増えたり、事業が大きく発展したり。自分
の関わった仕事が売り上げを伸ばすこともあるでしょう。そ
うしたプラスの発展もあれば、同時にマイナスの方向に物事
が拡大する場合も。人が増えて管理が大変になったり、仕事
が多くなって集中力がダウンしたり。手を広げすぎてとっ散
らかってしまうケースも。そんなふうにマイナスへの拡大が
大きくなれば、幸運など望むべくもありません。木星の及ぼ
す力をしっかりと自覚し、マイナスへの拡大を意識的に抑え、

プラスの拡大は思い切って大胆に、広げていく勇気をもつこ
とが大切です。恋愛運：気になる恋愛にも追い風が吹いてい
ます。5月いっぱいまでは自分が相手を選ぶ側。木星の恩恵
でいろいろな人との出会いが広がってきますから、その中か
らどの男性を選ぶのか、イニシアチヴは自分にあると思った
ほうがいいでしょう。いいなと思う男性には、会ったその日
のうちにメッセージを送ったり、自分から食事に誘ったりし
て自発的な行動に出て。誘われるのを待っている状態では、
恋は進展しません。恋人がいる人は、二人の関係を前進させ
る好機。あなたがもっと甘えるのもいいし、彼に直してほし
いところがあるならはっきり伝えるのもいいでしょう。お互
いに相手をちゃんと理解できるようになり、安心感や信頼感
も深まっていくでしょう。ただ、根本的な部分が合わないと
感じているカップルは、このタイミングで別れを決断するの
は悪くありません。金運：お金については自分に厳しくなら
ないといけません。木星が及ぼす拡大傾向がマイナスに出て
しまうと、気持ちが大きくなりお金にもルーズに。買い物も
ついたくさん買ってしまい無駄なものにまでお金を使いがち
です。1カ月に使う額を決めるなどして浪費を防いでください。
また、5月までに新しい金融口座を開設しておくと、その口座
は常にお金が入ってくるラッキーな口座となりそう！ ネット
銀行や証券口座など幅広く検討してみてましょう。

双子座
5/21–6/20

2025年上半期の運勢：
12年に一度の
大幸運期 ! 全力で
物事に取り組んで

幸
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25年の6月10日から、幸運をもたらす
星・木星が蟹座に巡ってきます。その
とき迷わず前進できるよう、準備期間
として用意されたのが2025年前半の
約半年間。この期間は何か新しいこと
を始めたい、自分を変えてみたいとい
う欲求が日に日に増してくるでしょう。

では、どんな準備をしたらいいのか。そのカギとなるのが過
去を振り返る作業です。木星が前回蟹座を訪れていたのは
2013年。そのころから今までを思い出してみましょう。いろ
んなことがあったと思いますが、その中でも一番の収穫はな
んでしたか？ 後悔や反省していることはなんですか？ 振り返
ってみると自分の歩んだ軌跡が明確になって、この先の生き
方も考えられるようになってきます。仕事運：仕事では自分
の限界を感じる半年かもしれません。同僚や後輩が先に出世
したりして自分の能力不足を感じる人もいれば、働きすぎて
これ以上は無理だと思う人もいそう。この半年で自分の限界
点を把握しておくことは、次のステップを充実させるために
必要なことです。どういう仕事や働き方に最もストレスを感
じるのか、自分の不得手なことは何か、それを分析してみる
と、自分に向く仕事や働き方が見えてきます。「転職したい」
といった漠然とした願望がある人も、どういう仕事が自分に
とってベストなのかはっきりとわかってくれば、後半戦の転
職活動がスムーズに運ぶでしょう。また、職場では誰に対し
ても「お疲れさまです」「大変ですね」といった労いの言葉を
意識的にかけて。今期はその言葉にみんなが癒されるだけの
パワーが宿ります。いつしかあなたの存在感や人気も高まる
でしょう。恋愛運：蟹座はもともと情緒的な星座ですが、
2025年の前半はさらに生々しい感情を恋愛のシーンでむき出
しにすることが多くなりそう。突然、無性に恋人に会いたく
なったり、抑えきれない気持ちがあふれ出てきたり。嫉妬、
甘え、溺れるようなセックスなど気持ちのコントロールが難
しいかもしれません。が、感情のタガが外れることで愛とは
どんなものかをあなたは知ることになるはず。愛の尊さを身
にしみてわかる半年になるでしょう。3月は出会いが豊漁。気
になる相手が複数現れて気持ちが揺れますが、二兎追うもの
は一兎をも得ず。早くに一人に絞ることが成就の秘訣といえ
そうです。金運：4月中旬以降、羽振りがよくなる予感。そ
れまではあまり損得勘定にとらわれないほうがよさそう。自
分の得することや利益ばかりを追うと、かえってお金の神様
は逃げていきます。損に思えることでも気持ちよく行ってお
きましょう。また、副業や起業を考えている人は、2025年後
半に行うほうが発展して収益も伸びやすい予感。資金繰りも
うまくいきそう。前半はその準備期間に充てましょう。

今月の運勢：髪を切る、通勤バッグを替えるなどが開運のカギに
月は不特定多数の人と接点
をもつより、ごく親しい人
と何度も食事に行くなどし
て、密に交流を図るほうが

精神的に安定しそう。親友や恋人、家族
など身近な存在に悩みを相談したり、考
えや気持ちを共有してしておくと、その

人たちが後半の発展運のときに陰になり
日向になってあなたを支えてくれそうで
す。仕事面では提案や条件の提示などを
積極的にしてみましょう。多少わがまま
な条件でも、相手のほうが譲歩して受け
入れてくれる可能性が高いときです。今
月は何かをチェンジすることも開運につ

ながりそうな予感。なかでもイメージチ
ェンジは大賛成です。髪を切る、コスメ
やワードローブを一新する、などはおす
すめです。それ以外にも、通勤バッグを
替える、よく行くお店を替える、スマホ
を替えるというようにチャレンジしやす
い変化で、ぜひツキを呼び込んで。

今

蟹座
6/21–7/22

2025年上半期の運勢：
幸運期前の準備期間。
過去を振り返る
ことで未来に備えて

20
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今月の運勢：活気のある運勢。スタートダッシュを切るのが吉
明け早々から勢いのある火
星が獅子座に巡ってきます。
そのため、活気のある運勢
に。とくに仕事運が活発で、

実力を発揮する場面が多くなってきそう。
お正月気分を吹っ切ってスタートダッシ
ュをかけていきましょう。もし2024年

からの仕事で遅れているものがあったら、
今のうちにピッチを上げて片付けて。の
んびりしていると仕事がどんどん溜まっ
てピンチになりそうです。対人面では、
今期はあまりお人好しにならないほうが
いいかも。人がいいと面倒なことを頼ま
れるおそれがあります。人の問題にも首

を突っ込まないで。20日以降は時間を
かけて何かを仕上げることが開運につな
がります。たとえば編み物でセーターを
完成させるとか。コツコツと積み上げる
ものがいいので、資格試験の勉強をスタ
ートさせるのもいいでしょう。積み重ね
た結果は素晴らしいものに！

年

24年の後半あたりから自分のペースを
取り戻しつつある獅子座。2025年前半
は自分の進むべき道がようやく見えて
きて、トンネルから抜け出るような感
覚を味わうことができるでしょう。い
ろいろやるべきことがわかってきます
が、このときに重要なのは、頭の中で

考えていることと、実際にやってみるのとでは大きな差があ
るということ。難しいとか苦手だと感じていたけれど、やっ
てみたら思った以上に楽しめた、ということが頻繁に起こっ
てきます。仕事運：とくに仕事では、まったくやったことの
ないものが飛び込んでくる可能性があります。そういうとき
「楽勝」と思ったら要注意。意外と手こずるかもしれません。
逆に、「できるか不安」と思ったときは、そんなに心配するこ
とはなさそう。予想以上にこなすことができて、自分の新た
な能力を発見できそうです。また自分の夢や志を遂げるには、
今まで築いてきたキャリアや財産を犠牲にしなければならな
いことも起こってきそう。一からスタートする、新人からや
り直す、貯金が底をついてでも留学や勉強にお金をかける。
一見、今までのキャリアが無駄になりそうに思いますが、そ
んなことはありません。必ず実りある結果につながると星は
告げています。対人面では仕事を一緒にした仲間との間に、

同志的な友情が芽生えそう。その友情が後半戦に大きな影響
を与えます。その仕事にあなたがリーダーとして関わってい
たなら、そのプロジェクトはきっと成功するでしょう。恋愛
運：そうした仲間の中から、恋につながる絆が生まれてくる
可能性もあります。その相手はあなたの能力や才能を引き出
してくれる人。一緒にいるだけで元気になれ、ストレスも解
消されるでしょう。フリーの人は、少し高望みしてもいいと
き。というのも、2025年前半は獅子座の理想を叶える位置に
幸運の星・木星が巡ってきているから。この星の配置のとき
は、高望みだと思うような理想が実現しやすいときです。む
しろ理想から程遠いことには木星のパワーが作用しません。
だから恋愛にしてもみんなが羨ましがるような人を狙うほう
が成就率も高くなるでしょう。交際中の人は、会社での愚痴
や家族のこと、過去の恋愛に至るまで何でも語り合うことこ
そが、お互いを理解する第一歩だと思ってください。いくら
見つめ合っていても語り合わなければ心の距離は遠いままで
す。金運：2025年前半は、遊びにお金を使うより資格取得や
習い事など将来性のあることに投資するほうが有意義でしょ
う。遊びは大金を出してもそれだけの価値があるかどうか疑
問。チープでも十分楽しめます。また、人のためにお金を使
うのは大賛成。家族のためにお金を出したりするのもいいで
しょう。結果的にそれが自分の運気を上げてくれます。

獅子座
7/23–8/22

2025年上半期の運勢：
トンネルから抜け出て、
進むべき道が
見えてくるとき
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25年前半の乙女座は、これまで疑いも
せず信じていたものに疑問を抱き始め
るとき。いろいろなことに対して「な
ぜ？」という問いが日増しに強くなっ
ていきそう。そして星からのショック
療法のような形で、これまでのあなた
の価値観を大きく変えるような出来事

が起きるかも。でも、それがきっかけとなってあなたはもっ
と自由になることができるはずです。こんなこともあんなこ
ともしていいのだと気づき、今までいかに自分で自分を縛っ
ていたかがわかることに。それが2025年前半の乙女座のシナ
リオです。仕事運：そしてあなたは現状から脱し、さらなる
自由を求めて新天地へと飛び込むかどうか迷うことになりそ
う。中でも仕事は悩ましい状態に。転職して一歩先へ行った
友人の話を聞き、焦ることもあるかもしれません。もし転職
や独立を考えているなら、2025年前半のうちに準備を始めな
さいと星が告げています。そうすると羽ばたくチャンスが後
半にやってきます。3月ごろは、キャリアにつながるちょっと
した試練があなたに訪れるかもしれません。その対応に黙々
と取り組みながら、自分のスキルや能力を密かに磨いていき
ましょう。ここで鍛えたことは何ひとつ無駄にはならないは
ず。それがあなたの強力な武器になります。たとえ同僚が隣
で華々しい活躍をしていても、妬む暇があったらひたすら腕
を磨いて時を待って。近い将来、必ず逆転するときが訪れる
でしょう。恋愛運：これまでは安定した日常に幸せを見いだ
せていた乙女座ですが、2025年は代わり映えのしない日々に
物足りなさを感じてしまうかもしれません。ドキドキするよ
うな感覚を無意識に求め、それが恋という舞台でほとばしる
愛情となって表れそう。自分でも驚くような大胆な行動に出
たり、ライバルと火花を散らしたりすることも。ただ、2025
年の前半はどんなに努力しても実らない恋は実らず、別れる
ものは別れることに。自己コントロールが利かない運勢ゆえ
に、ジタバタせずに流れに身を任せてみるのも悪くないでし
ょう。一方、この時期はかなり年上の人との縁が深いのも特
徴です。自分より経験豊富な相手にいろいろと教えを乞いな
がら成長していく恋も訪れそう。ただ、年上の人との恋は短
期決戦。付き合ってすぐ結婚の話が持ち上がるか、それとも
長い交際に突入するか。後者の場合は結婚の可能性は少なく
なりそうです。金運：この時期、注意してほしいのは契約。
契約の内容によってはお金を損してしまうことがありそうだ
から。1回目は格安でも2回目以降は高額になったり、不要な
オプションがいくつもついていたり。広告による購入も含め
て、契約するときは必ず契約書をくまなく読みましょう。少
しでも疑問があればやめておいたほうが安心です。

今月の運勢：積極的になるほど、幸運が舞い込む時期
女座にとってはとても幸先
のいいスタートが切れそう。
太陽や水星が乙女座にパワ
ーを与える位置へと巡って

くるため、積極的になるほど幸運が舞い
込みます。とくに勝負運がよくなるので、
仕事ではプレゼンが成功したり、営業で

大きな契約が取れたりすることも。もち
ろん試合、試験、面接、オーディション
といったことにも挑戦する価値がありそ
うです。ただ、人間関係は少しギクシャ
クするかも。というのはいつもなら繊細
な乙女座ですが、今期は人の気持ちに鈍
感になりやすく、相手のことを考えない

言動が多くなりそうだから。とくに親友
や家族、気心の知れた会社の同僚など身
近な人に対して無神経なことをしないよ
うに気をつけましょう。20日以降は、
仕事が立て込んでくる予感。優先順位を
よく考えて効率よく進めないと残業続き
になりそう。

乙

乙女座
8/23–9/22

2025年上半期の運勢：
これまでの価値観が

揺らぐ出来事がきっかけで
自由を手中に
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24年5月から幸運をもたらす木星が天
秤座の発展を促す位置へと巡っていま
す。この星の配置は、2025年6月まで
続きます。今の天秤座は、この木星の
加護を受けている状態。多少、力不足
や準備不足でも行動を起こしさえすれ
ば、運勢がいい方向へと転がっていく

星回りです。しかもこの木星が天秤座の可能性を開花させる
パワーを放っているため、天秤座の人は今、いろんなことに
挑戦するハメに陥っているのではないでしょうか。初めての
ことをさせられて、てんてこ舞いしていたり、これまでと違う
環境に置かれたり。新しいことに慣れないといけない人もい
そう。それによって周囲から求められるものも違ってきていま
す。仕事運：とくに仕事では今までと同じことをやっていた
のでは、もう通用しないでしょう。違うことを求められている
のですから、それに応えて自分を変えていく必要が出てきま
す。そのためには新しい知識をインプットすることがとても大
事。たとえばAIを使いこなす方法や動画やSNSを作成する技
術、効率を上げるために必要なシステムを取り入れるなど、
ここでしっかり学んでおくと、2025年後半の仕事の大きな武
器になるはずです。また、勝負運も強いとき。営業などの職
種の人は多少不利な立場でも強気で攻めれば、勝機は十分あ
ります。ただ、5月25日に土星が天秤座の真反対の位置に陣
取ってくると、動きに抑制がかかりそう。それまでに積極的
に仕事をして、自分の立場や成果を上げておきましょう。恋
愛運：2025年前半は木星が天秤座の恋愛を大いにあおります。
そのおかげで恋は一気に盛り上がりそう。2月ごろは運命的な
出会いの予感もあり、短期間で結婚へとゴールインするカッ
プルもいそう。モテる星回りなので、ここは受け身にならず、
自分から好きになった人を射止めるくらい積極的になりましょ
う。2025年前半は出会いの数には恵まれるものの、継続性に
欠けるのが難点。愛を育んでいく努力も必要です。交際中の
人も、些細なことで別れを考えそうですが、うかつに別れを
口にしないこと。本当に別れてしまうと後悔しそうですよ。ま
た、警戒心が緩みやすいため、ワケありの相手やダメなタイ
プにもときめいてしまいがち。でも、ここはレベルの高い相
手を狙ったほうがいいでしょう。金運：この時期の労働は、
報酬やお給料アップにつながる可能性があります。丁寧かつ
迅速な仕事で上司や得意先にアピールしておきましょう。勝
負にも強い星回りですから、賭け事や投資などで儲けを狙う
ことも可能ですが、土星や火星の位置を見ると素人にはちょ
っとリスキー。やるなら万が一失ってもいいと思える金額で
行ってください。旅先でお金を使うのは大吉。ご当地ならで
はのグッズやグルメにお金を落としましょう。

今月の運勢：家族や幼なじみなど身近な人との交流が幸運を引き寄せる
月は身近な人との交流が幸
運を引き寄せます。幼なじ
みや地元の友達、家族や親
戚といった自分の子ども時

代を知る人たちとの付き合いを大切にし
ましょう。このお正月休みの間にそうし
た人たちと会っておくと、それが役立つ

場面が今後出てきそう。家族とも少し深
い話をしてみましょう。たとえば両親の
若いころや子ども時代の話を聞いておく
のもよさそう。祖父母など我が家のルー
ツを知ると、その血を引いている自分に
ついても何か発見がありそうです。仕事
面では敵味方をきちんと見極めることが

大事。いいことばかりを言ったり、あな
たの意見に従ったりする人が必ずしも味
方とは限りません。本当に親身になって
くれる人は誰なのか、それを今のうちに
見極めておくことが、この先の仕事の成
功につながることを忘れないで。帰省、
手料理、昔の写真は開運アイテム。

1

天秤座
9/23–10/22

2025年上半期の運勢：
行動を起こしさえすれば
運勢がいい方向へと
転がる星回り
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今月の運勢：人間関係が豊かなほど、得るものも多くなる
25年前半は有形無形のさま
ざまなものを手に入れられ
る運勢。その中には人から
もたらされるものも数多く

あり、人間関係が豊かな人ほど収穫も多
いということに。今期はその人間関係が
公私ともに広がっていく星回りですから、

人との関係をしっかり築いておきましょ
う。友人のために役立つことがあるなら
一肌脱いでおくのもいいですし、あちこ
ちの会に顔を出して人脈を築くのも意味
があります。仕事では名刺を、プライベ
ートではSNSのアカウントを多くの人
と交換することが一つの目標だと思って

トライして。気をつけてほしいのは、部
屋やデスク周りを散らかさないこと。乱
雑な環境にいると運がダウンし、大事な
書類などを紛失するおそれもあります。
整理整頓はきちんと行ってください。14
日ごろにはとびきりの情報が入ってくる
予感。感度を高くしてキャッチして。

20

年の運勢を司る木星は、2025年の前
半は蠍座にとって「深い絆」を示す位
置へと巡っています。この半年間は人
と深く関わることの難しさと大切さを
学ぶことになりそう。その相手となる
のは、あなたがよく知っている同僚や
友人、家族、恋人といった人たち。も

う十分相手のことを理解しているつもりだったのに、「こんな
人だっけ？」と思うようなことがあったり、相手の新たな一面
を見せられて困惑したりすることが出てくるでしょう。そう
なったとき、その人と距離を置くのではなく、しっかり向き
合ってもう一歩関係を深めることが大事になってきます。仕
事運：たとえば何年も同じ職場にいる人は、親しい同僚のこ
とならプライベートも含めてよくわかっているつもりかもし
れません。でも、改めて深く付き合ってみると、まだまだあ
なたの知らない部分がありそう。そこに目を向ければ仕事が
もっとしやすくなり、共同で新たなプロジェクトを検討する
など仕事の幅も広がるでしょう。仕事そのものはスピードよ
り質を求められるときです。どんなに速くてもミスが多かっ
たり中身が浅かったりすれば、点数は低そう。また、2025年
前半にがっつり働いた人は、後半になると周囲の評価が高ま
り、より重要な仕事を任されるようになりそう。職場での存

在価値も上がり、より発言権も出てきます。逆に前半にゆる
い感じで仕事をしてきた人は、後半は厳しい状況に立たされ
る予感。上司にバンバン仕事を振られて、遊ぶ暇もなくなる
かも。前半に働いて後半にキャリアアップするか、前半に遊
んで後半みっちり働くか、あなた次第でしょう。恋愛運：恋
の市場での自分の価値について、あなたは考えたことがある
でしょうか。この機会に自分で自分を値踏みしてみましょう。
そうすると自分を客観的に見ることができて、それが自分に
ちょうどいい相手を引き寄せる結果に。自分と相性がよく、
お互いにいいところを伸ばし合い、欠点を補い合う相手が登
場してくるでしょう。また、2025年前半の蠍座の恋は、絡み
合う肌と肌の悦楽が愛情にダイレクトに影響しそう。体の相
性が合う相手と巡り会える人もいれば、恋人とのしびれるよ
うなセックスに溺れる場合もあるでしょう。スキンシップの
重要性を考え直すときが来ています。金運：お金の面は現状
維持といったところ。収入そのものが増える傾向はなさそう
ですが、案外周囲の人からの援助は多くなりそう。親がマン
ション購入の頭金を出してくれたり、上等な家具を友達から
譲り受けたり。周囲に意外と気前のいい人が揃ってくるので、
何か足りないものや欲しいものがあったときは、まず周りに
聞いてみるといいでしょう。その分、お金が浮きそうですか
ら貯蓄に回すのは大賛成。予想以上に小金が貯まる半年に。

蠍座
10/23–11/21

2025年上半期の運勢：
人と深く関わることの
難しさと大切さを
学び、糧にする
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今月の運勢：手にしたものや人との縁は手放さずに大切にすると吉
月は運勢に勢いを与える火
星が射手座をバックアップ
する位置に入ってきます。
行動力が増して、何かやり

たくてうずうずするかもしれません。た
だ、むやみやたらと活動するのではなく、
効率や生産性をよく考えて動くことが大

事。たとえば、今日の活動の目的はこれ、
と最初に決めてから行動しましょう。打
ち合わせや話し合いなども、落とし所は
ここというふうに算段を立てて臨むと、
収穫がまったく違ってきます。そして今
期は手にしたものを簡単に手放さないこ
とが大事。すぐあきらめて人に譲ったり、

もっているものを簡単に処分したりせず、
なるべく手もとにおいておきましょう。
対人面でも大切な人との縁は手放さない
こと。14日ごろ手に入ったものや知り
合った人物などは軽んじないで。それら
は今後の生活に潤いを与えてくれる存在
です。大切にしてください。

1

射手座
11/22–12/21

2025年上半期の運勢：
個性あふれる出会いが
あなたの秘めた
才能を引き出す

生という舞台にこれまでにないほどの
登場人物が出揃うのが2025年の前半。
この半年間は個性あふれる面々と出会
うときで、その人たちがあなたの秘め
た才能を引き出してくれるという星回
りです。SNSでつながる人も含めてこ
こで親しくなった人の中に、あなたの

望みを叶える手助けをしてくれる人がいるはずです。そうな
るにはあなたの目線が過去ではなく未来へ向けられているこ
とが大前提。過去にとらわれて、楽しく過ごした時代の仲間
を追い求めたり、過去の栄光にしがみついたりすると、せっ
かく新しい出会いの扉が開かれるときなのに、その機会を失
ってしまいます。仕事運：仕事のシーンでも、この半年間は
かなりユニークな人たちと出会う可能性が出ています。彼ら
があなたの仕事の幅を大きく広げてくれそう。仕事への取り
組み方、スキルや技術など勉強になるはずです。また、その
人たちから新しいビジネスへの誘いや引き抜きがある予感も。
気をつけたいのは、いろんなチャンスが舞い込むときなのに、
チャレンジするよりできない理由を持ち出して、結局やらな
いままで終わってしまうこと。この半年間で人からもたらさ
れたチャンスは、あなたのキャリアアップに大きく影響する
ので、話が持ち上がったときは前向きに検討するといいでし

ょう。4月後半から5月にかけては忙しくなりそう。責任ある
仕事を任されるかもしれませんが、ここは真摯に取り組む必
要がありそう。一筋縄ではいかない予感。そのときこそ周囲
の個性&才能あふれる面々にアドバイスをお願いしましょう。
恋愛運：プライベートではパートナーとの関係について考え
させられる半年に。候補として複数の相手が出てくる可能性
がありますが、大事なのは相手を誰にするかではなく、あな
たの愛し方について考えてみること。パートナーとどんな関
係を築いていきたいのか。独りよがりな愛し方になってはい
ないか。相手を大切にできているか。それらを考えると、二
人でいることの意味を再発見できるはずです。交際中の人は、
「もっとこうしてほしい」と、相手に望むことが多くなりそう。
そして相手が変わることを期待します。しかし、望めば望む
ほど、恋人との関係はギクシャクしそう。相手を変えようと
思うと衝突しますが、自分が変わることは案外簡単にできる
星回りです。だったら自分を変えることを考えてみて。その
結果、恋人と別れるという選択をしたとしても、それは幸せ
への一歩だと星は告げています。金運：お金の面では、すぐ
に収入が増えるわけではなさそうです。が、2025年前半での
頑張りはすべて具体的な報酬として2025年後半から2026年
にかけて還元されそう。それを楽しみに、今は自分の持てる
能力を最大限に発揮して、ビジネスに関わっていきましょう。

人
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今月の運勢：最も欲しいものを見極めれば、運勢アップに
勢は新年早々から快調です。
お正月気分も満喫でき、そ
の後もスムーズに仕事始め
へと移行できそう。このタ

イミングで自分が今いちばん欲しいもの
は何かを考えてみましょう。やりがいの
ある仕事なのか、楽しめる趣味なのか、

それとも素敵な恋人や信頼できる仲間な
のか。そのいちばん欲しいものを意識し
て、そこに焦点を絞って活動をスタート
させると、2025年の運勢がグンと充実
します。仕事面では自分一人の力ではて
こずる仕事が入ってくる予感。ここは経
験豊富な先輩を素直に頼るのが一番です。

一方、後輩に対してはしっかり指導する
ことが大切。馴れ合いの関係は望ましく
ありません。20日以降は心の余裕がす
べてに影響しそう。あくせくしないよう
時間に余裕をもち、周囲の人にもピリピ
リしないで寛大な心で接しましょう。ゆ
とりが幸運を運んできます。

運

25年は山羊座にとって大きな転換期
となりそう。具体的な状況が動いてく
るのは後半になりそうですが、そこで
よい方向へと舵を切るためには、2025
年前半の心構えや過ごし方がとても重
要になってきます。前半は、山羊座に
とって「義務と調整」を表すエリアを、

幸運の星である木星が運行中。これは2024年の5月から続
いている星回りで、スケジュール調整や自己管理をして、し
っかり義務を果たしなさい、という運勢です。仕事運：この
運勢は仕事にダイレクトに関わってきそう。多少退屈かもし
れませんが、決められた職務を毎日同じようにきっちりこな
していくことが、運気の乱れを抑えることになります。とく
に上司や関係者に相談することなく動いたり、自分勝手に判
断したりするのはやめておいて。それなりのポジションや決
裁権をもっていても、決定する前にひと言周りの人に打診す
るくらいのほうが、トラブルを回避できるでしょう。そこさ
え押さえておけば、この半年間は仕事で目覚ましい活躍をす
る暗示が出ています。大きな契約を取ってくるとか、自分の
作ったものが大ヒットするとか。表彰される場合もありそう。
中でも革新的なアイデアが、そうした活躍につながると、星
は告げています。新しいものを意識的に生み出す努力が必要

でしょう。恋愛運：正直なところ、仕事がメインになりそう
な半年間ゆえに、恋愛どころではないかもしれません。でも、
実は2025年の後半になると、結婚運が上昇してきます。そ
のときに相手がいないと、みすみす結婚へのチャンスを逃し
かねません。結婚願望がある人は、前半のうちにお相手探し
をしておいたほうがよさそう。合コンやターゲット層が集ま
りそうなビジネス向けのセミナーなどに参加して種まきを行
っておきましょう。恋人がいる人は、案外相手のほうは「そ
ろそろ結婚を」と考えている節がみられます。プロポーズさ
れたら受けるかどうか、考えておく必要はあるでしょう。ま
た、この前半は仕事が恋の邪魔者になるおそれがあります。
仕事でなかなか会えない、休日は疲れているのでデートはし
んどい。そんな理由から次第に相手との心の距離が離れてし
まうことも。この倦怠期を二人の努力で乗り越えられれば、
2025年後半に結婚の話が持ち上がる可能性が出てきます。
金運：お金は使うより貯めるほうを意識しましょう。節約も
大賛成。スマホの通信費や光熱費なども契約内容を見直せば
まだまだコストダウンできそう。そういう細かいところに気
持ちが向くと自然とお金が貯まっていきます。また、この半
年間でお財布を新調するのもおすすめです。財布の中に常に
新札を 1枚入れておくと、それが呼び水になってさらにお金
が入ってきそう。縁起を担ぐつもりでやってみては。

山羊座
12/22–1/19

2025年上半期の運勢：
スケジュール調整や
自己管理を怠らず、
転換期に備えるとき
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星座の中でも最も個性的といわれるの
が水瓶座。独創的なアイデアや人と異
なるユニークな視点は、水瓶座の持ち
味の一つです。その個性をいかんなく
発揮できるのが2024年後半から2025
年の前半にかけて。幸運を表す木星が、
水瓶座の創造力を刺激する位置を通過

しているからです。すでに2024年から創作活動などで自分の
才能を発揮し始めている人もいるでしょう。とくに2025年前
半は、水瓶座に2024年の 11月20日に巡ってきた冥王星の影
響で、独自のものを「生み出す」パワーが無尽蔵にあふれてい
る状態です。仕事運：おそらく仕事でも「私だったらこうする
のに」「こんなことができたら面白いだろうな」といった思い
つきが次々と浮かんでいるのではないでしょうか。それを頭
の中だけで終わらせないで、ぜひ企画や提案として公表して
みましょう。「そのアイデア、やってみよう！」と言ってくれる
上司がいるかもしれません。作品を公募に出したり、コンペ
にエントリーするのも大賛成。審査員の目に留まる確率は、
平年よりずっと高まっています。しかし、とんがったアイデ
アだけでは独りよがりになってしまうと星が告げています。
社会の中でそのアイデアを生かしていくには、周囲に伝える
説得力や望まれる内容に合わせていく柔軟さが必要です。そ
うやって練り上げられたものには他の人が決して真似できな
い強さと輝きがプラスされ、それが仕事の世界であなたの存
在感を高めることにつながっていくでしょう。恋愛運：恋愛
も2025年前半は絶好調。木星が水瓶座の恋を全面的に援護
するので、恋にためらいは無用です。この半年間は頭で恋愛
するのではなく、パッションとフィーリング、そして体で恋
愛を楽しみましょう。考えこむような恋愛は楽しくないし、
そういう恋愛は相手から別れを告げられたり自然消滅したり
して残っていけないでしょう。ただ、アンフェアなことをし
て手に入れた恋は、結果的に自分を傷つけるだけで幸せには
なれないと星のお告げ。たとえば、策略を巡らせて略奪愛に
走ったり、ライバルの足を引っ張るようなことをしたり。同
情心や弱みにつけこんで相手を振り向かせようとするのもフ
ェアではありません。あざといことをすれば、自分もいつか
同じ立場に置かれそう。いつでも公明正大に恋愛することが
大切です。金運：無駄遣いは避けたいですが、楽しむための
お金は使ったほうがよさそう。心も豊かになるし、遊びから
得るものも多い運気なので、そのための出費はケチらないで。
ショッピングも安いものをちょこちょこ買うより、お値段が
高めのものを一つ買ったほうが、運勢はがぜん上向きます。
スーパーでの日常の買い物も同様。高品質・高価格のものに
金運を上げる「気」が宿るときなので意識してみましょう。

今月の運勢：願いや計画をこの時期に視覚化すると実現率がアップ
25年前半は発展期を迎え
る水瓶座ですが、1月から
一気にスタートダッシュを
かけるのは時期尚早。1月

はまだパワー不足ですから、やみくもに
突っ走っても無駄な行動が多くなるだけ
です。まず、この半年でどんな願いを叶

えたいのか整理してみましょう。それを
ノートやスマホのメモ機能などに書き込
んで視覚化しましょう。その上で大まか
なスケジュールを書いた実行計画書を作
成します。これを 1月中にやっておくと
太陽と水星のパワーが働いて、実現率が
一気に高まります。また、直感や予感は

当たりやすいときです。とくに仕事で
「いやな予感」や「いける気がする」と感
じたときは、それに従って。無視すると
後悔しそうです。健康面は要注意。ここ
で体調を崩すと復調に時間がかかりそう。
体が冷えると免疫力がダウンするので、
体をあたたかく保ちましょう。

20

水瓶座
1/20–2/18

2025年上半期の運勢：
オリジナリティあふれる
ものを「生み出す」
パワーが全開に

12
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まで長期間、魚座にどっかり腰を下ろ
していた海王星と土星が、いよいよ魚
座を抜けていきます。海王星は2012年
からおよそ13年間も滞在し、2025年3
月30日にようやく魚座を去ることに。
土星は2023年に魚座に巡ってきて、
2025年5月25日に出ていきます。海

王星は物事を混沌とさせ、土星は魚座に厳しい課題を突きつ
けてくる星ですから、海王星と土星がダブルで魚座を運行し
ていたここ数年はかなりしんどい状況が続いていたのではな
いでしょうか。その2つが抜ければ気分は爽快！ 物事がクリ
アになって進む道が見えてくるはずです。仕事運：とくに仕
事は安定しそう。自分の役割や仕事に望むものも明確になっ
てきます。しがみついていたポジションにも執着が消えて、
一から新天地でやり直したい気分にもなりそう。ただ、転職
するにしても今すぐ仕事を辞めるのはおすすめしません。と
いうのはこれまで仕事を頑張ってきた人には、土星が抜ける
とき大きなご褒美をもたらすといわれるからです。ポストアッ
プや昇給などご褒美次第では今の仕事を続けるということも
十分ありえるでしょう。恋愛運：恋は相手に対する共感が鍵
を握っています。相手の話や、やることに対してどれだけ共
感してあげられるかで、恋の行方が決まりそう。もともと魚
座は共感力が高い星座ですから、そんなに難しいことではな
いでしょう。「私もそう思った」「それ、いいよね」「賛成！」と
いうように、普段の会話の中で相手に共感しているフレーズ
をたくさん使っていくと、相手はあなたのことがどんどん好き
になっていくでしょう。また、今まで恋愛がパッとしなかった
人も、アプローチしてくる人が現れたりしてドキドキするよう
な展開がいくつかありそう。ただ、ムードや強引さに押され
て付き合うことになると後悔する予感が。この人を恋人にし
ていいか、という判断は冷静に行いましょう。恋人がいる人
はこの半年間に、お互いの愛情を試されるような事件が起こ
りそう。その事件によって彼の深い愛情を知ることになるか、
はたまた薄情なヤツと思うことになるか。2025年の後半はさ
らに恋愛運が活発になるので、恋人に愛情を感じられないの
なら、思い切って別れて後半戦に賭けるのも悪くないかも。
金運：金運は手堅くいくのがよさそう。大きく儲けようとしな
いで、今、手もとにあるお金を減らさないようにすることを考
えましょう。それにはリスクの分散が必要だと、星のお告げ。
貯金、投資信託、株、金、仮想通貨など資産を少しずつ分け
て、いろんな形で保有するのがよさそうです。また、この半
年間は家の修理や家電の買い替え、実家への援助など「家」に
お金を使いそうな暗示が。ここで使ったお金は別の形で回収
できそうなので、必要なら惜しまずに使いましょう。

今月の運勢：映画や芸術に触れてインプットにつなげる充電期
月は充電期。とくに今期は
インプットに力を入れまし
ょう。積んだままになって
いる本を読んだり、仕事に

役立つ勉強をしたり。映画や芸術に触れ
る、行きたい場所に行ってみる、といっ
たことも何かしらのインプットにつなが

りますから本格始動する前にやっておき
ましょう。仕事面では資料整理をぜひ。
整理をするときもペーパーレスを心がけ
て。大事なものはデータとして保存して、
紙の書類はなるべく処分していくのが開
運のポイントです。年末の大掃除で捨て
切れなかったものは、1月中に時間をつ

くってでも片付けておくことをおすすめ
します。3日から愛の星・金星が魚座の
エリアを運行し始め、愛情運は盛り上が
る予感。相手を惹きつける魅力が自然と
増してモテそう。ただ、相手を見る目は
曇りがち。格好ばかりつけて中身のない
人を選ばないように気をつけて。

1

魚座
2/19–3/20

2025年上半期の運勢：
難事を脱し気分爽快 !
進むべき道が
クリアになる

今
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の
一
生
を
動
か
し
が
た
い

宿
命
と
考
え
る「
静
」
の

情
報
と
、
運
は
開
発
し
、

育
て
、
実
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る「
動
」

の
情
報
の
両
方
を
活
用
し

た
運
命
学
と
し
て
、
古
代

中
国
か
ら
伝
承
さ
れ
た
占
い
が
九
星
気
学
で
す
。
陰

陽
五
行
説
を
ベ
ー
ス
に「
気
」
を
一
定
の
サ
イ
ク
ル

で
巡
る
現
象
と
捉
え
て
９
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
を
９

つ
の
マ
ス
目
で
区
切
っ
た「
宇
宙
の
縮
図
」
を
使
っ

た
方
位
に
よ
る
開
運
法
と
組
み
合
わ
せ
て
読
み
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
グ
ラ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
」。
人
生
の
基
礎
や
基
盤
を
ど
こ
に
置
く
の
か

が
課
題
に
。
仕
事
よ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
、
個
人
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
十
干
十
二
支
で
は
乙（
き
の
と
）
と
巳（
み
、
へ

び
）。
乙
は
宇
宙
の
気
を
表
し
ま
す
。
24
年
に
蒔
か

れ
て
土
か
ら
芽
生
え
た
生
命
に
対
し
て
、
宇
宙
か
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
頑
張
れ
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る

状
態
で
す
。
緩
や
か
な
成
長
を
見
守
り
、
待
つ
こ
と

が
大
切
。
一
方
、
巳
は
終
わ
り
と
始
ま
り
の
分
岐
点

を
象
徴
す
る
と
同
時
に
、
隠
れ
て
い
た
も
の
が
表
に

出
て
く
る
の
を
応
援
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
持
っ
て
い

ま
す
。
25
年
は
魂
の
成
長
が
促
さ
れ
る
一
方
で
、
終

わ
る
も
の
も
混
在
す
る
の
で
、
終
わ
る
べ
き
こ
と
に

け
じ
め
を
つ
け
る
年
と
も
な
り
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
陰
で
目
立
た
な
か
っ
た
人
た
ち
が
頭
角

を
現
し
活
躍
で
き
ま
す
が
、
そ
の
時
機
を
窺
う
感
覚

を
磨
い
て
く
だ
さ
い
。
ゆ
っ
く
り
育
て
る
年
な
の
で
、

焦
ら
ず
、
諦
め
な
い
こ
と
が
肝
心
で
す
。
紆
余
曲
折

が
あ
っ
て
当
た
り
前
と
受
け
止
め
、
時
間
を
か
け
て

成
長
す
る
幸
せ
な
一
年
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
九
星
気
学
で
は
立
春
か
ら
節
分
ま
で
を
一
年
と
す

る
た
め
、
上
半
期
は
25
年
２
月
３
日
の
立
春
か
ら
６

月
21
日
の
夏
至
ま
で
。
年
の
吉
方
位
は「
西
方
位
の

南
西
寄
り
」（
30
度
で
あ
る
西
の
方
位
を
10
度
ず
つ

３
分
割
し
た
と
き
の
南
西
寄
り
）。
自
宅
か
ら
見
て

こ
の
方
角
に
あ
る
神
社
仏
閣
に
、
立
春
に
は
恵
方
参

り
、
夏
至
に
は
追
い
参
り
を
す
る
と
開
運
効
果
が
。

白
水
星

人

（
２
０
２
４
）
年
ま
で
に
コ
ツ
コ
ツ
育
て
て
き
た
も
の
が
花
開
く
年
で
す
。
通
年
運
が

よ
く
、
上
半
期
で
特
に
よ
い
の
は
２
月
で
、
苦
労
せ
ず
と
も
結
果
が
出
や
す
い
時
期
。

反
対
に
４
月
と
６
月
は
要
注
意
月
な
の
で
、
そ
れ
以
前
に
可
能
な
こ
と
な
ら
ば
先
延
ば

し
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
何
か
お
披
露
目
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
２
月
に

照
準
を
合
わ
せ
て
。
４
月
は
追
い
風
を
受
け
て
前
の
め
り
に
な
り
、
知
ら
な
い
う
ち
に

動
き
す
ぎ
て
し
ま
う
傾
向
が
。
一
転
、
６
月
に
は
正
面
か
ら
の
向
か
い
風
に
切
り
替
わ

り
、
思
い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
が
増
え
る
予
感
。
運
気
の
変
化
に
戸
惑
い
を
感
じ
て

調
子
を
狂
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
大
切
な
の
は
歩
み
を
止
め
な
い
こ
と
。
何
で
も
自
分
で
や
ろ

う
と
し
な
く
て
も
、
知
ら
な
い
う
ち
に
問
題
が
解
決
し
て
い
た
り
、
解
決
す
る
必
要
す
ら
な
く
な
っ
て
い
た
と
い

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
行
動
に
移
す
前
に
多
様
な
可
能
性
を
検
討
す
る
慎
重
派
の
あ
な
た
で
す
が
、
25
年
は
長
所

で
あ
る
柔
軟
性
が
裏
目
に
出
て
迷
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
意
志
を
強
く
持
ち
、
一
度
こ
れ
と
決
め
た
ら
貫
く
こ

と
。
迷
っ
た
と
き
は
、
自
分
が
抱
い
て
い
る
未
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
原
点
と
な
る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
注
目

し
ま
し
ょ
う
。
今
後
、
仕
掛
け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
根
拠
と
な
る
も
の
が
何
か
も

よ
く
考
え
て
お
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
ま
す
。

　
対
人
関
係
で
は
周
囲
に
合
わ
せ
て
自
分
の
こ
と
を
諦
め
が
ち
な
と
こ
ろ
が
あ
る
一
白
水
星
。
周
り
を
意
識
し
す

ぎ
て
承
認
欲
求
の
ワ
ナ
に
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
一
方
で
、
家
族
の
中
で
は
自
分
を
優
先
す
る

よ
り
も
、
自
分
の
役
割
に
し
っ
か
り
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
と
充
実
感
を
味
わ
え
ま
す
。

　
健
康
運
に
は
恵
ま
れ
る
年
で
す
。
た
だ
、
健
康
だ
か
ら
こ
そ
動
き
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
過
労
に

は
注
意
し
て
。
た
と
え
ば
自
分
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
、
サ
ロ
ン
に
行
っ
て
癒
し
て
も
ら
う
な
ど
、
25
年
は
外
に
出

て
い
く
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
気
分
転
換
が
お
す
す
め
で
す
。【
年
の
吉
方
位
】北
、
南
、
西

昨
Text by KOKOri. as told to MAHO FUJII
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黒
土
星

碧
木
星

と
も
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
三
碧
木
星
の
行
動
に
、
２
０
２
５
年
の
上
半
期
は
さ
ら
に
加
速

が
か
か
る
で
し
ょ
う
。
上
半
期
と
下
半
期
で
流
れ
が
変
わ
り
や
す
い
の
で
す
が
、
特
に

２
月
と
５
月
は
絶
好
調
で
、
６
月
は
要
注
意
月
間
で
す
。
相
手
あ
り
き
の
転
職
な
ど
は

上
半
期
に
実
行
に
移
す
の
が
お
す
す
め
。
運
気
の
流
れ
を
変
え
る
吉
方
位
へ
の
引
っ
越

し
は
、
通
年
で
お
す
す
め
で
す
。

　
よ
い
運
気
の
と
き
は
周
囲
か
ら
の
反
応
も
よ
い
の
で
、
歩
み
を
止
め
ず
自
由
に
動
い

て
く
だ
さ
い
。
動
く
こ
と
に
よ
り
発
想
が
豊
か
に
な
り
、
こ
の
時
期
に
出
し
た
ア
イ
デ

ア
は
即
実
績
に
つ
な
が
り
や
す
い
の
で
、
早
く
動
け
ば
動
く
ほ
ど
実
績
も
上
が
り
ま
す
。

　
い
つ
も
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
や
個
性
に
よ
っ
て
周
囲
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
三
碧
木
星
で
す
が
、
上
半
期
は
さ

ら
に
注
目
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
流
れ
に
な
り
そ
う
で
す
。
大
切
な
の
は
い
ま
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
の
延

長
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
次
元
を
超
え
た
存
在
を
目
指
す
決
意
で
動
く
こ
と
。
競
争
意
識
を
高

め
て
ト
ッ
プ
を
狙
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
と
は
い
え
、
そ
の
勢
い
が
過
剰
に
な
る
と
家
族
を
振
り
回
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
そ
う
で
す
。
そ
こ
は
自
覚

し
て
気
遣
い
を
お
忘
れ
な
く
。
ど
こ
か
へ
出
か
け
た
ら
お
土
産
を
買
っ
て
帰
る
、
い
つ
も
し
て
く
れ
る
こ
と
に
対

す
る「
あ
り
が
と
う
」の
一
言
な
ど
、
家
族
を
細
や
か
に
い
た
わ
り
、
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
忙
し
い
と
慌
て
が
ち
な
の
で
、
怪
我
や
落
と
し
物
、
事
故
に
気
を
つ
け
て
。
ま
た
、
肺
や
気
管
支
の
病
気
に
注

意
。
呼
吸
が
浅
く
な
り
が
ち
な
と
き
は
、
意
識
し
て
深
呼
吸
し
ま
し
ょ
う
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
よ
り
は
仕
事
に
向
か
い
や
す
い
年
な
の
で
、
あ
え
て
仕
事
を
恋
愛
に
置
き
換
え
て
考
え
る
な
ら

ば
、
意
中
の
人
が
い
る
場
合
は
、
今
こ
そ
正
面
か
ら
ア
タ
ッ
ク
す
る
と
、
う
ま
く
い
き
や
す
い
流
れ
で
す
。【
年

の
吉
方
位
】東
、
西 も

な
た
に
と
っ
て
こ
の
一
年
は
、
10
年
後
の
２
０
３
５
年
を
見
据
え
た
ベ
ー
ス
づ
く
り
の

時
期
と
な
り
ま
す
。
性
格
的
に
は
イ
ン
ド
ア
派
の
あ
な
た
で
す
が
、
25
年
は
外
に
出
て

い
く
こ
と
を
意
識
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
姿
勢
で
の
ぞ
み
ま
し
ょ
う
。
２
月
、
３
月
、
５

月
は
要
注
意
。
１
月
、
４
月
は
好
調
で
す
。
子
ど
も
で
あ
れ
、
動
物
や
植
物
で
あ
れ
、

育
て
る
の
が
得
意
な
二
黒
土
星
。
育
て
る
と
い
う
面
で
は
、
中
長
期
的
な
目
標
に
向
け

て
種
を
蒔
き
、
仕
込
む
年
で
も
あ
り
ま
す
。
対
人
で
あ
れ
ば
相
手
と
の
関
わ
り
を
深
め

な
が
ら
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
て
。

　
仕
事
面
で
は
、
目
下
ま
か
さ
れ
た
役
割
に
お
い
て
ク
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
よ
う
と
意
識
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
実
績

が
上
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
努
力
が
報
わ
れ
、
や
っ
た
分
だ
け
成
果
が
得
ら
れ
る
年
な
の
で
、
評
価
は
う
な
ぎ

の
ぼ
り
で
し
ょ
う
。
注
目
を
集
め
る
あ
な
た
の
も
と
に
多
彩
な
人
々
が
近
づ
い
て
く
る
時
期
で
も
あ
る
の
で
、
自

分
が
み
ん
な
の
交
流
の
ハ
ブ
と
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
家
族
関
係
に
お
い
て
も
同
様
で
、
周

囲
に
家
族
の
存
在
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
発
展
で
き
る
よ
う
な
人
に
紹
介
す
る
と
、
あ
な
た
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
っ
て
み
ん
な
が
豊
か
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
身
近
な
人
と
の
交
流
が
活
発
化
す
る
25
年
は
、
知
り
合
っ

て
か
ら
し
ば
ら
く
ご
無
沙
汰
し
て
い
た
人
と
の
再
会
が
あ
る
一
方
で
、
新
し
い
縁
も
増
え
て
人
脈
の
広
が
り
に
喜

び
や
楽
し
み
、
刺
激
を
味
わ
え
る
で
し
ょ
う
。

　
25
年
は
二
黒
土
星
が
主
人
公
の
年
な
の
で
自
然
と
自
力
パ
ワ
ー
が
出
ま
す
。
４
月
ま
で
は
要
注
意
の
タ
イ
ミ
ン

グ
さ
え
つ
か
め
ば
自
然
な
流
れ
に
乗
っ
て
動
け
る
の
で
す
が
、
５
月
に
一
旦
小
休
止
さ
せ
る
よ
う
な
変
化
が
訪
れ

ま
す
。
そ
の
と
き
は
本
来
得
意
な「
見
守
っ
て
待
つ
」
ス
タ
ン
ス
に
戻
り
、
他
力
を
使
う
と
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
で

し
ょ
う
。
健
康
面
で
は
ほ
ぼ
問
題
な
い
の
で
す
が
、
消
化
器
系
は
ケ
ア
を
怠
ら
な
い
よ
う
気
を
配
る
の
が
賢
明
で

す
。【
年
の
吉
方
位
】北
、
南
、
東

あ
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緑
木
星

黄
土
星

換
期
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
来
て
い
ま
す
が
、
転
換
点
を
待
つ
姿
勢
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
１
月
、
２
月
は
受
け
身
で
待
つ
こ
と
に
重
点
を
置
く
こ
と
。
３
月
が
好
調
期
、
４

月
が
要
注
意
期
な
の
で
、
４
月
に
大
き
く
事
を
動
か
す
の
は
避
け
、
３
月
に
狙
い
を
定

め
ま
し
ょ
う
。
も
と
も
と
自
力
の
パ
ワ
ー
が
強
く
リ
ー
ダ
ー
タ
イ
プ
の
五
黄
土
星
な
の

で
、
自
分
が
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
周
囲
を
動
か
し
て
い
く
ケ
ー
ス
が
多
い
は
ず
で
す
。

た
だ
、
25
年
は
受
け
身
で
い
る
ほ
う
が
よ
い
流
れ
を
生
み
ま
す
。
周
り
の
様
子
を
窺
い
、

そ
の
動
き
か
ら
自
分
が
ど
う
動
く
か
を
見
極
め
る
の
が
得
策
で
す
。
周
り
に
合
わ
せ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
自
身
を
変
え
る
方
向
に
動
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
を
変
え
る
く

ら
い
、
大
胆
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
流
れ
が
悪
そ
う
だ
な
と
思
っ
た
ら
、
自
分
か
ら
動

く
の
で
は
な
く
一
旦
距
離
を
置
い
て
静
観
し
て
。
自
分
な
ら
こ
う
す
る
だ
ろ
う
と
思
い
浮
か
ん
だ
ら
、
自
分
で
や

っ
て
み
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
く
ら
い
が
い
い
で
す

ね
。
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
た
ら「
運
命
に
試
さ
れ
て
い
る
ん
だ
、
こ
れ
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
る
レ
ッ
ス
ン
な
の
だ
」

と
考
え
ま
し
ょ
う
。
変
化
の
運
気
の
と
き
は
突
発
的
な
出
来
事
に
対
応
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
ど

ん
な
こ
と
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
気
持
ち
や
時
間
の
余
白
を
多
め
に
取
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
予
想
が
覆
さ
れ

て
も
、
25
年
は
そ
う
い
う
年
だ
と
割
り
切
る
の
が
、
状
況
に
振
り
回
さ
れ
な
い
コ
ツ
で
す
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
ご
先
祖
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
と
い
い
と
き
で
す
。
お
墓
参
り
や
、
お
じ
い
さ
ま
、

お
ば
あ
さ
ま
に
会
い
に
行
き
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
恋
愛
面
で
は
、
い
つ
も
と
違
う
受
け
身

の
自
分
を
見
せ
て
誤
解
を
与
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
新
し
い
人
と
は
急
に
関
係
を
進
め
ず
に
、
様
子

見
す
る
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
す
。
健
康
面
で
は
腰
か
ら
足
に
か
け
て
、
下
半
身
を
い
た
わ
っ
て
。
腰
や
足
先
の
冷

え
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。【
年
の
吉
方
位
】北
、
南
、
東

転

ラ
ッ
ク
ス
ム
ー
ド
に
満
ち
た
一
年
で
す
。
１
月
は
テ
ン
シ
ョ
ン
が
高
い
も
の
の
、
そ
の

あ
と
は
落
ち
着
い
て
き
ま
す
。
上
半
期
で
要
注
意
な
５
月
に
は
、
の
ん
び
り
モ
ー
ド
が

マ
イ
ナ
ス
思
考
に
な
り
が
ち
で
、「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
し
ら
？
」と
モ
ヤ
モ
ヤ
し
そ

う
。
そ
の
た
め
、
い
わ
ゆ
る
五
月
病
的
に
メ
ン
タ
ル
が
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
は
無
理
を
せ
ず
、
自
然
な
流
れ
に
身
を
ま
か
せ
る
の
が
ベ

ス
ト
で
す
。
と
い
っ
て
も
心
の
荷
物
が
多
い
と
身
を
ま
か
せ
に
く
い
の
で
、
余
計
な
心

配
事
、
思
い
込
み
や
こ
だ
わ
り
を
捨
て
る
レ
ッ
ス
ン
の
時
期
だ
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
日
頃
接
す
る
メ
ン
バ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
変
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
と
違
う
価
値
観
や
視
点
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
瞑
想
も
浄
化
に
つ
な
が
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。

　
一
方
で
金
運
に
は
恵
ま
れ
る
年
で
す
。
の
ん
び
り
過
ご
し
て
も
お
金
に
困
る
こ
と
は
な
く
、
臨
時
収
入
も
あ
り

そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
と
き
は
入
っ
て
き
た
豊
か
さ
の
使
い
道
だ
け
を
し
っ
か
り
見
て
お
け
ば
、
金
運
を
下
げ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
も
の
に
は
し
っ
か
り
使
い
つ
つ
、
余
剰
分
は
賢
く
投
資
し
て
将
来
に
備
え
る
こ
と
。

ま
た
、
社
会
の
た
め
に
な
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
な
ど
に
お
金
を
流
す
と
、
さ
ら
に
金
運

が
ア
ッ
プ
す
る
で
し
ょ
う
。

　
仕
事
よ
り
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
充
実
す
る
年
で
す
。
身
近
な
人
間
関
係
を
大
切
に
し
、
そ
の
大
切
な
人
た
ち
が

自
分
の
癒
し
と
薬
に
な
る
の
だ
と
考
え
ま
し
ょ
う
。
家
族
と
向
き
合
う
時
間
を
長
く
取
る
の
も
お
す
す
め
し
ま
す
。

お
誘
い
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
外
出
を
。
そ
こ
で
縁
が
で
き
る
可
能
性
も
あ
り
、
特
に
恋
愛
は
自
然
な
流
れ
の
な
か

で
始
ま
る
こ
と
が
多
そ
う
で
す
。
も
し
お
つ
き
あ
い
し
て
い
る
方
が
い
る
な
ら
、
同
棲
や
結
婚
な
ど
、
一
歩
進
め

る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
来
て
い
ま
す
。
健
康
運
で
は
、
も
と
も
と
あ
る
持
病
や
古
傷
の
ケ
ア
を
心
が
け
て
。【
年
の
吉

方
位
】東
南 リ
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白
金
星

赤
金
星

ネ
ル
ギ
ー
チ
ャ
ー
ジ
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
ま
す
。
自
分
と
周
り
の
人
の
動
き
が
噛
み

合
わ
ず
、
チ
グ
ハ
グ
な
感
じ
を
拭
え
な
い
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
特
に
上
半
期
、
積

み
上
げ
て
き
た
事
柄
が
色
褪
せ
て
感
じ
る
場
合
も
あ
る
は
ず
。
自
分
自
身
を
再
評
価
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
棚
卸
し
を
し
、
不
要
な
モ
ノ
を

手
放
す
こ
と
が
先
決
で
す
。
こ
れ
は
視
界
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
。
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に

何
を
入
れ
る
か
、
絶
対
に
入
れ
た
く
な
い
も
の
は
何
か
を
じ
っ
く
り
考
え
る
と
、
チ
ャ

ー
ジ
す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
自
然
に
注
が
れ
、
新
し
い
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
が
醸
成
さ
れ

ま
す
。
時
期
的
に
は
３
月
、
６
月
が
要
注
意
。
５
月
は
好
調
で
す
が
、
落
ち
込
み
が
ち
な
自
分
を
自
覚
し
た
ら
素

直
に
周
囲
に
甘
え
、
た
め
ら
わ
ず
に
助
け
を
求
め
て
み
て
。
人
生
の
分
岐
点
に
な
る
よ
う
な
大
き
な
決
断
に
つ
い

て
は
、
勢
い
で
決
め
ず
に
、
２
０
２
６
年
以
降
に
先
送
り
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
内
面
的
な
成
長
が
課

題
と
な
る
こ
の
時
期
は
、
時
折
、
厳
し
い
冬
を
感
じ
さ
せ
る
時
間
と
も
言
え
ま
す
が
、
あ
な
た
と
い
う
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
を
一
層
輝
か
せ
る
た
め
に
磨
き
を
か
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
自
分
の
た
め
に
動
く
よ
り
、
で
き
る
範
囲
で
人

の
た
め
に
動
く
ほ
う
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
深
く
輝
き
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
で
運
が
安
定
し
ま
す
。
ま

た
、
25
年
は
お
役
目
や
責
任
が
回
っ
て
き
て
い
な
い
自
由
な
時
間
と
も
言
え
ま
す
。
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
趣
味

を
始
め
た
り
、
前
か
ら
行
き
た
か
っ
た
土
地
を
旅
し
た
り
、
子
ど
も
心
を
取
り
戻
し
て
思
い
切
り
遊
ん
だ
り
、
心

か
ら
好
き
だ
と
思
え
る
こ
と
に
没
頭
し
ま
し
ょ
う
。
大
人
の
道
楽
と
し
て
の
学
び
を
極
め
る
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス

す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
そ
れ
ら
の
経
験
が
26
年
以
降
、
何
か
の
役
に
立
つ
基
礎
づ
く
り
と
な
る
は
ず
。

　
家
族
や
パ
ー
ト
ナ
ー
に
助
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん
甘
え
て
く
だ
さ
い
。
健
康
運
も
不
安
定
に

な
り
が
ち
な
の
で
心
と
体
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
冬
に
、
運
気
を
変
え
る
た
め
に
吉
報
位
へ
転
居
す
る
こ
と
は

九
星
気
学
で
は
お
す
す
め
の
開
運
法
で
す
。【
年
の
吉
方
位
】東
南

エ

の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
大
き
い
一
年
と
な
り
そ
う
で
す
。
２
月
が
絶
好
調
で
４
月
が
要
注

意
、
そ
の
落
差
も
激
し
く
な
り
ま
す
。
光
と
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
く
、
実
績
が
上

が
っ
て
周
り
か
ら
評
価
さ
れ
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
完
全
に
空
回
り
し
て
孤
独
を
感
じ
る

と
き
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
い
い
時
期
と
そ
う
で
は
な
い
時
期
が
交
互
に
や
っ
て
き

ま
す
。
自
分
で
も
そ
の
と
き
ど
き
で
印
象
が
変
わ
る
一
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い

う
と
き
は
得
て
し
て
影
や
闇
の
ほ
う
に
意
識
が
向
き
や
す
い
も
の
で
す
が
、
大
切
な
の

は
よ
い
時
期
の
ほ
う
に
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
を
寄
せ
る
こ
と
。
失
敗
や
不
運
は
、
セ
ル
フ

イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
た
め
の
も
う
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
六
白
金
星
は
人
と
違
う
こ
と
や
レ
ア
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
喜
び
を
覚
え
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
に
迎
合

す
る
必
要
は
な
い
で
す
が
、
２
０
２
５
年
は
あ
ま
の
じ
ゃ
く
に
な
り
が
ち
な
自
分
を
抑
え
て
本
来
の
気
持
ち
に
忠

実
な
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
結
果
と
し
て
そ
れ
が
ほ
か
の
人
と
同
じ
行
動
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
25
年
は
そ

の
ほ
う
が
開
運
に
つ
な
が
り
ま
す
。
２
月
の
光
が
当
た
っ
て
い
る
時
期
に
は
圧
倒
的
に
輝
い
て
注
目
も
集
め
る
の

で
、
怖
が
ら
ず
に
自
分
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
あ
な
た
自
身
が
周
囲
を

照
ら
す
存
在
に
な
る
で
し
ょ
う
。
４
月
の
気
持
ち
が
落
ち
気
味
に
な
る
時
期
に
は
、
本
来
の
自
分
を
忘
れ
ず
に
。

相
手
が
自
分
を
ど
う
見
る
か
で
は
な
く
、「
い
つ
も
の
自
分
」に
戻
る
こ
と
で
振
り
回
さ
れ
な
い
で
済
み
ま
す
。
そ

ん
な
自
分
を
保
つ
た
め
に
、
吉
方
位
へ
の
引
っ
越
し
や
旅
も
お
す
す
め
で
す
。
違
う
場
所
の
気
か
ら
刺
激
を
受
け

る
こ
と
で
、
新
し
い
視
点
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
自
分
が
心
安
ら
か
に
い
る
た
め
に
は
、
家
族
と
の
関
係
を
良

好
に
保
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。
優
し
い
言
葉
を
か
け
る
な
ど
愛
情
表
現
も
た
っ
ぷ
り
と
。
恋
愛
で
は
い
つ
も
の
勘

が
鈍
る
の
で
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
と
き
は
慎
重
に
。
健
康
面
で
は
安
定
を
重
視
。
体
温

や
血
圧
の
急
な
変
化
や
不
整
脈
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。【
年
の
吉
方
位
】東
南

運
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白
土
星

紫
火
星

い
風
が
吹
く
年
と
な
る
２
０
２
５
年
は
一
年
を
通
し
て
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
い

っ
た
不
調
な
月
が
な
く
、
上
半
期
で
は
特
に
２
月
、
３
月
が
絶
好
調
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
う
い
う
年
に
は
内
に
こ
も
ら
ず
、
ど
ん
ど
ん
前
に
出
て
突
き
進
む
の
が
お
す
す

め
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
ば
、
周
り
か
ら
注
目
さ
れ
、
後
押
し
や
応
援
が
集
ま

り
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
、
い
ろ
い
ろ
考
え
す
ぎ
て
思
考
に
と
ら
わ
れ
る
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
て
し
ま

う
の
で
、
つ
ね
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
て
即
行
動
を
。
ト
ラ
イ
ア
ル

ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
楽
し
む
余
裕
も
あ
る
の
で
失
敗
を
恐
れ
ず
、
ピ
ン
と
き
た
ら
動
く
こ
と
で
、
結
果
が
出
や
す
い

年
で
す
。
チ
ャ
ン
ス
も
ど
ん
ど
ん
舞
い
込
む
の
で
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　
そ
ん
な
前
の
め
り
の
姿
勢
は
周
囲
を
振
り
回
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
25
年
は
そ
ん
な
年
だ
と

割
り
切
っ
て
、「
ご
め
ん
な
さ
い
、
振
り
回
す
か
も
し
れ
な
い
け
ど
行
か
せ
て
ね
」と
礼
節
と
笑
顔
、
ユ
ー
モ
ア
を

ベ
ー
ス
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
家
族
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
に
も
笑
い
を
欠

か
さ
ず
に
。
恋
愛
面
で
も
出
会
い
が
好
調
な
年
と
な
り
ま
す
。

　
25
年
の
九
紫
火
星
は「
基
盤
づ
く
り
」
と
い
う
こ
の
一
年
の
テ
ー
マ
か
ら
乖
離
し
た
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持

っ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。
も
し
地
に
足
が
つ
い
て
い
な
い
よ
う
で
不
安
に
感
じ
た
ら
、
身
近
で
尊
敬
す
る
人
と

交
流
を
持
っ
て
人
間
関
係
の
基
盤
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。
飛
躍
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。

　
健
康
面
も
絶
好
調
で
す
が
、
逆
に
過
労
に
陥
り
や
す
い
傾
向
が
あ
る
の
で
疲
れ
を
溜
め
込
ま
な
い
よ
う
注
意
し

て
。
も
と
も
と
体
質
的
に
喉
や
気
管
支
が
弱
い
人
、
肝
臓
に
不
安
が
あ
る
人
は
定
期
的
な
ケ
ア
を
忘
れ
ず
に
。
音

楽
を
聴
く
、
散
歩
に
出
か
け
る
と
い
っ
た
軽
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時
間
を
こ
ま
め
に
取
り
ま
し
ょ
う
。【
年
の
吉

方
位
】西
北
西 追

後
の
基
盤
づ
く
り
が
大
切
な
年
で
す
。
上
半
期
は
２
０
２
６
年
の
飛
躍
の
た
め
の
下
準

備
と
捉
え
て
、
一
歩
ず
つ
丁
寧
に
プ
ロ
セ
ス
を
積
み
上
げ
ま
し
ょ
う
。
持
ち
前
の
き
め

細
か
い
視
点
と
、
気
配
り
の
美
学
が
生
き
る
と
き
で
も
あ
る
一
方
、
あ
な
た
ら
し
さ
が

発
揮
で
き
な
い
場
面
で
、
思
わ
ぬ
横
槍
が
入
る
こ
と
も
あ
り
そ
う
で
す
。
２
月
、
５
月

は
要
注
意
で
す
が
、
３
月
、
４
月
は
好
調
。
25
年
全
体
は
プ
ロ
セ
ス
重
視
の
年
な
の
で
、

相
手
の
期
待
や
承
認
欲
求
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
ほ
う
が
、
結
果
を
出
し
や
す
い
運
気

で
す
。
急
な
変
化
を
求
め
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
。
こ
れ
ま
で
築
い
た
人
脈
が
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
な
り
、
物
事
の
節
目
に
も
よ
い
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

あ
な
た
の
飾
ら
な
い
態
度
や
言
葉
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
信
頼
を
寄
せ
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
ど
ん
な

こ
と
も
自
分
の
思
い
に
正
直
に
な
っ
て
丁
寧
に
対
応
す
れ
ば
物
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
恋
愛

に
関
し
て
は
ち
ょ
っ
と
注
意
を
要
す
る
時
期
で
す
。
そ
れ
は
相
手
の
性
質
や
相
性
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
運
の
切
り
替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
入
っ
て
い
る
か
ら
。
あ
な
た
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る

価
値
観
が
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今
の
相
手
に
過
剰
に
執
着
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す
が
、
も
し
ど
う

し
て
も
大
切
に
し
た
い
人
で
あ
れ
ば
、
一
歩
引
い
て
関
係
そ
の
も
の
を
観
察
す
る
ゆ
と
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
現

実
を
見
通
す
セ
ン
ス
の
あ
る
あ
な
た
な
ら
、
今
後
の
二
人
に
つ
い
て
見
え
て
く
る
風
景
が
あ
る
は
ず
。

　
一
方
、
家
族
関
係
は
安
定
し
て
い
ま
す
。
家
族
と
一
緒
に
食
事
を
取
る
な
ど
、
と
も
に
過
ご
す
時
間
を
持
っ
て

く
だ
さ
い
。
焦
っ
た
り
慌
て
た
り
す
る
と
胃
腸
に
ス
ト
レ
ス
が
く
る
の
で
、
健
康
面
で
は
消
化
器
系
に
注
意
し
て
。

規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
一
日
の
サ
イ
ク
ル
を
自
分
ペ
ー
ス
で
安
定
的
に
送
れ
る
よ
う

に
時
間
配
分
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
靴
を
し
っ
か
り
選
ん
で
ス
ニ
ー
カ
ー
を
履
く
な
ど
、
足
元
の
安
定
を
守
っ
て
。

【
年
の
吉
方
位
】北
、
南
、
東

今
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開運パワーに満ちた霊峰・富士を愛でる宿
IN VOGUE: TRAVEL

富士山が万人から愛される理由のひとつは、力強さと美しさを兼ね備えた円錐形の姿。
縁起のよいシンメトリーの末広がりを眺めながら、新しい一年の幸運を祈る。

Text by YUKA KUMANO

　
古
来
、
神
体
山
と
し
て
人
々
の
信
仰
を
集
め
て

き
た
富
士
山
は
、
最
強
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。
金

運
、
仕
事
運
、
厄
除
け
、
家
内
安
全
、
縁
結
び
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
込
め
て
全
国
か
ら
祈
り

が
捧
げ
ら
れ
、
ご
来
光
を
拝
む
た
め
に
、
日
々
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
人
た
ち
が
山
頂
を
目
指
す
。

富
士
山
信
仰
の
総
本
宮
は
、
静
岡
・
富
士
宮
の
富

士
山
本
宮
浅
間
大
社
。
富
士
山
の
噴
火
を
鎮
め
た

浅
間
大
神
を
祀
り
、
源
頼
朝
や
徳
川
家
康
も
信
仰

し
た
由
緒
あ
る
神
社
で
、
江
戸
時
代
の
巡
礼
登
山

者
は
、
山
に
向
か
う
前
に
必
ず
参
拝
し
た
と
い
う
。

　
縁
起
の
よ
い
末
広
が
り
の
形
を
し
た
富
士
山
は
、

遠
く
か
ら
目
に
す
る
だ
け
で
も
幸
運
が
授
か
る
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
と
っ
て
お
き
の
絶
景
ス
ポ
ッ

ト
は
、
富
士
山
の
ほ
ぼ
真
北
に
位
置
し
、
左
右
の

稜
線
が
き
れ
い
に
対
称
に
見
え
る
河
口
湖
だ
。
そ

の
湖
の
北
側
斜
面
に
建
つ「
ふ
ふ 

河
口
湖
」
は
、

オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
最
高
の
富
士
山
を
堪
能
で
き

る
と
人
気
だ
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
カ
ラ
ー
で
統
一
さ
れ

た
客
室
の
ほ
と
ん
ど
か
ら
、
木
立
の
間
に
輝
く
湖

面
と
、
そ
の
向
こ
う
で
季
節
ご
と
に
表
情
を
変
え

る
富
士
を
望
む
。
各
室
に
富
士
山
溶
岩
石
を
敷
き

詰
め
た
半
露
天
風
呂
が
あ
り
、
心
身
を
デ
ト
ッ
ク

ス
し
な
が
ら
、
大
自
然
の
パ
ワ
ー
も
も
ら
え
そ
う

だ
。
ふ
ふ 

河
口
湖
の
南
側
、
富
士
の
裾
野
に
位
置

す
る
「
ア
ブ
ラ
サ
ス
ホ
テ
ル 

富
士
河
口
湖
」
は
、

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
一
日
一
組
限
定
の
ホ
テ
ル
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
に
面
し
た
リ
ビ
ン
グ
の

ほ
か
に
、
バ
ス
ル
ー
ム
、
サ
ウ
ナ
、
キ
ッ
チ
ン
、

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
ど
こ
に
い
て
も
富
士
を
愛
で
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
富
士
と
と
も
に
暮
ら
す

よ
う
な
宿
だ
。
伊
豆
半
島
の
海
辺
に
佇
む
「
富
岳

群
青
」
は
、
全
室
に
海
に
面
し
た
デ
ッ
キ
テ
ラ
ス
と

露
天
風
呂
を
備
え
、
富
士
と
海
が
織
り
な
す
壮
大

な
自
然
に
癒
さ
れ
な
が
ら
心
も
体
も
リ
セ
ッ
ト
で

き
る
宿
。
目
の
前
に
は
穏
や
か
な
駿
河
湾
が
広
が

り
、
そ
の
背
景
に
は
神
々
し
さ
を
漂
わ
せ
る
富
士

山
が
そ
び
え
る
。
海
か
ら
の
眺
め
も
格
別
な
、
そ

の
美
し
い
姿
に
一
年
の
幸
運
を
願
い
た
い
も
の
だ
。

1. 世界遺産 富士山を望む宿 富岳群青
静岡県伊豆市八木沢2461-1

☎050-5805-9386

www.fugakugunjo.jp

2. ふふ 河口湖
山梨県南都留郡富士河口湖町河口字水口2211-1

☎0570-0117-22

www.fufukawaguchiko.jp

3. アブラサスホテル 富士河口湖
山梨県南都留郡鳴沢村字飯塚1708-1

☎0555-25-6465

abrasushotel.jp
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新
世
代
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
と
し
て
爆
発
的
な
人
気
を

博
し
て
い
る
、
カ
ナ
ダ
、
カ
ル
ガ
リ
ー
出
身
の
テ
イ

ト
・
マ
ク
レ
ー
。
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
し
、
14
歳
で
音
楽
の
道
へ
。
２
０
２
０
年

の
デ
ビ
ュ
ー
に
あ
た
り
、
11
社
の
レ
コ
ー
ド
会
社
が

彼
女
の
争
奪
戦
を
行
っ
た
ほ
ど
。
２
０
２
３
年
に

リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
セ
カ
ン
ド
ア
ル
バ
ム
『Th

in
k

La
te

r

』
の
先
行
シ
ン
グ
ル
「g

re
e

d
y

」
は
リ
リ

ー
ス
開
始
か
ら
約
３
カ
月
で
総
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ

数
５
億
回
突
破
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
音
楽
、
Ｍ
Ｖ
、

言
動
な
ど
、
全
方
位
か
ら
注
目
を
集
め
る
21
歳
の

リ
ア
ル
な
声
と
は
？

1

11
月
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
新
曲
「2

h
a

n
d

s

」

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
失
恋

ソ
ン
グ
ば
か
り
書
い
て
い
た
の
で
、
私
に
と
っ
て

は
初
め
て
の
ハ
ッ
ピ
ー
な
ラ
ブ
ソ
ン
グ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
私
自
身
も
す
ご
く
新
鮮
に
感
じ
て
い
ま

す
し
、
今
ま
で
と
は
違
う
サ
ウ
ン
ド
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
多
く
の
人
に
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
２
０
２
５
年
２
月
21
日
に
３
枚
目
と
な

る
ア
ル
バ
ム
『S

o
 C

lo
se

 To
 W

h
a

t

』
も
リ
リ
ー

ス
す
る
の
で
、
こ
ち
ら
に
も
ぜ
ひ
注
目
し
て
く

だ
さ
い
。

2
「g

re
e

d
y

」
はB

illb
o

a
rd

 G
lo

b
a

l 2
0

0

で
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

を
テ
ー
マ
に
し
た
話
題
の
Ｍ
Ｖ
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
ま
で
の

Ｍ
Ｖ
の
中
で
も
、
個
人
的
に
い
ち
ば
ん
の
お
気
に

入
り
で
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
履
い
て
整
氷
車
を
運
転

し
た
ら
面
白
い
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
発
想
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
リ
ン
ク
上
で

ダ
ン
ス
を
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
基
に
、
全
編

フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
を
し
ま
し
た
。

3

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
経
験
は
？

３
歳
の
頃

に
一
日
だ
け
体
験
を
し
て
、
即
、
挫
折
し
ま
し
た
。

兄
が
今
で
も
ホ
ッ
ケ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。

4

ダ
ン
ス
と
音
楽
、
先
に
始
め
た
の
は
ど
っ
ち
？

ダ
ン
ス
で
す
。
ダ
ン
ス
を
や
っ
て
い
る
頃
か
ら
自

分
の
感
情
を
う
ま
く
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
苦

手
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
思
い
を
文
字
に
紡
ぐ
こ

と
で
気
分
転
換
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、

歌
詞
を
書
く
と
い
う
行
為
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た

感
じ
で
す
。

5

ダ
ン
ス
は
お
母
さ
ん
か
ら
習
っ
て
い
た
の
で
す

か
？

母
は
先
生
の
一
人
で
し
た
。
ほ
か
に
も
バ

レ
エ
と
器
械
体
操
も
習
っ
て
い
た
の
で
。

6

最
初
の
ダ
ン
ス
ム
ー
ブ
は
覚
え
て
い
ま
す
か
？

２
歳
の
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
母
の
ス
タ
ジ
オ

で
、
遊
び
感
覚
で
踊
る
の
が
大
好
き
で
し
た
。
６

歳
く
ら
い
か
ら
真
剣
に
ダ
ン
ス
と
向
き
合
う
よ
う

に
な
り
、
８
歳
か
ら
競
技
会
に
出
場
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
週
40
時
間
ほ
ど
練
習
に
打
ち
込
む
、

本
気
の
ダ
ン
ス
生
活
を
送
り
始
め
ま
し
た
。

7

ピ
ア
ノ
を
習
い
始
め
た
の
は
い
つ
頃
？

７
歳

の
頃
に
祖
父
が
ピ
ア
ノ
を
購
入
し
て
く
れ
た
の
で
、

独
学
で
弾
き
始
め
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

遊
び
で
詩
や
短
い
物
語
を
書
い
て
い
た
の
で
、
そ

れ
を
コ
ー
ド
と
合
わ
せ
た
ら
曲
に
な
る
こ
と
を
覚

え
、
歌
詞
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

8

自
分
史
上
最
も
イ
ケ
て
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装

は
？

自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
仮
装
セ
ン
ス
が
な
く

て
…
…
。
過
去
に
は
６
年
連
続
で
死
せ
る
花
嫁
に

扮
し
て
い
ま
し
た
。

9

大
き
な
影
響
を
受
け
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
？

歌
だ
け
で
な
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
シ
ョ
ー
を

す
る
よ
う
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
影
響
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
ビ
ヨ

ン
セ
、
リ
ア
ー
ナ
、
ブ
リ
ト
ニ
ー
・
ス
ピ
ア
ー
ズ
。

な
か
で
も
、
キ
ャ
リ
ア
と
そ
の
取
り
組
み
方
に
お

い
て
、
最
も
影
響
を
受
け
た
の
は
リ
ア
ー
ナ
だ
と

思
い
ま
す
。

10

人
生
で
最
も
観
た
Ｍ
Ｖ
は
？

テ
イ
ラ
ー
・

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
「B

la
n

k
 S

p
a

c
e

」
か
、
カ
ニ

エ
・
ウ
ェ
ス
ト
の
「F

la
sh

in
g

 Lig
h

ts

」。

11

今
ヘ
ビ
ロ
テ
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
？

最
近
は
ラ
ナ
・
デ
ル
・
レ
イ
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す

が
、
い
つ
で
も
聴
い
て
い
る
の
は
シ
ザ
で
す
。

12

い
つ
か
コ
ラ
ボ
し
て
み
た
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

は
？

ポ
ス
ト
・
マ
ロ
ー
ン
と
ザ
・
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
、
そ
れ
か
ら
シ
ザ
。

13

物
真
似
が
得
意
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
？

そ

れ
が
、
物
真
似
の
才
能
は
ゼ
ロ
な
ん
で
す
。

14

疲
労
回
復
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
は
？

瞑
想
を
し
た
り
、
気
持
ち
を
文
字
で
綴
っ
た
り
、

街
に
出
て
散
歩
を
し
て
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
探

索
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

15

ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
す
る
の
が
最
も
難
し
い
楽

曲
と
そ
の
理
由
を
教
え
て
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

回
数
が
少
な
い
の
で
、
い
つ
で
も
最
新
の
楽
曲
が

い
ち
ば
ん
難
し
い
で
す
。
そ
れ
こ
そ
、
初
め
て
ス

テ
ー
ジ
で
「g

re
e

d
y

」
を
歌
っ
た
と
き
は
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
難
し
く
感
じ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
も
の

す
ご
く
気
楽
に
歌
え
て
い
ま
す
。

16

作
曲
に
最
も
時
間
が
か
か
ら
な
か
っ
た
楽
曲

は
？
「e

xe
s

」
は
30
分
で
書
き
上
げ
ま
し
た
。

17

逆
に
い
ち
ば
ん
時
間
が
か
か
っ
た
楽
曲
は
？

お
気
に
入
り
の
楽
曲
の
一
つ
で
あ
る
「p

la
stic

p
a

lm
 tre

e
s

」
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
解
き
明
か
し

て
言
葉
に
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
恐

ら
く
５
〜
６
時
間
じ
っ
と
曲
と
向
き
合
っ
て
い
ま

し
た
。

18

普
段
の
あ
な
た
は
ど
ん
な
人
？

内
向
的
だ

け
ど
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
す
ご
く
外
向
的
に
な

る
と
い
う
、
二
面
性
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

19

い
ち
ば
ん
怖
い
も
の
は
？

時
間
と
暗
闇
。

20

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
っ
た
と
き
は
ど
う
す
る
？

ク
リ
ス
マ
ス
時
期
に
な
る
と
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な

る
の
で
、
そ
の
と
き
は
帰
省
し
ま
す
。

21

地
元
、
カ
ル
ガ
リ
ー
の
素
敵
な
と
こ
ろ
は
？

の
ん
び
り
し
て
い
て
、
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

出
が
詰
ま
っ
た
、
安
心
で
き
る
場
所
。
時
間
の
流

れ
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
最
高
で
す
。

22

カ
ル
ガ
リ
ー
を
訪
れ
る
際
に
絶
対
に
行
く
べ

き
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は
？

山
、
川
、
池
な
ど
、

自
然
の
美
し
さ
が
堪
能
で
き
る
バ
ン
フ
国
立
公
園

は
必
見
で
す
。

23

ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所
で
、
行
っ
て

み
た
い
と
熱
望
す
る
場
所
は
？

ブ
ラ
ジ
ル
。

24

好
き
な
飲
み
物
は
？

抹
茶
と
ダ
イ
エ
ッ
ト

コ
ー
ラ
と
コ
ー
ヒ
ー
。

25

甘
党
？
そ
れ
と
も
辛
党
？

辛
党
で
す
。

26

い
ち
ば
ん
好
き
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
フ
レ
ー

バ
ー
は
？

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。

27

日
本
滞
在
中
に
や
り
た
い
こ
と
は
？

今
夜

「
チ
ー
ム
ラ
ボ
」
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

28

最
も
号
泣
し
た
映
画
は
？

定
番
で
す
が
、

『
き
み
に
読
む
物
語
』
で
泣
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
『
バ
ー
ビ
ー
』
で
も
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

29

最
近
イ
ッ
キ
見
し
た
ド
ラ
マ
は
？
「S

U
ITS

／
ス
ー
ツ
」
に
ド
ハ
マ
リ
し
ま
し
た
。

30

ど
ん
な
と
き
で
も
必
ず
笑
っ
て
し
ま
う
も
の

は
？

親
友
フ
ィ
ン
リ
ー
の
言
葉
。

31

自
身
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
は
？

着

心
地
が
よ
く
て
ス
ポ
ー
テ
ィ
な
ス
タ
イ
ル
。
フ
ェ

ミ
ニ
ン
と
メ
ン
ズ
ラ
イ
ク
な
テ
イ
ス
ト
が
ミ
ッ
ク

ス
し
て
い
る
感
じ
が
好
き
で
す
。

32

お
気
に
入
り
の
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
は
？

「H
o

n
e

y
 B

ird
e

tte

」
が
お
気
に
入
り
で
、「It

’

 
 s o

k

’

I

’m o
k

’

」
の
Ｍ
Ｖ
で
も
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
ラ
ン
ジ
ェ

リ
ー
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

33

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
？

遊
び
心

の
あ
る
帽
子
と
小
さ
な
フ
レ
ー
ム
の
眼
鏡
、
そ
れ

か
ら
ロ
ー
ウ
エ
ス
ト
の
デ
ニ
ム
。

34

最
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
の
は
ど
ん
な
と
き
？

ツ
ア
ー
を
終
え
て
、
ソ
フ
ァ
の
上
で
ボ
ー
ッ
と
し

て
い
る
と
き
。

35

こ
れ
ま
で
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
最
も
誇
り
に
思

っ
て
い
る
こ
と
は
？

２
０
２
４
年
は
マ
デ
ィ
ソ

ン
・
ス
ク
エ
ア
・
ガ
ー
デ
ン
の
公
演
チ
ケ
ッ
ト
が

完
売
し
た
こ
と
と
、（
米
人
気
コ
メ
デ
ィ
番
組
）

「
サ
タ
デ
ー
・
ナ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
（
Ｓ
Ｎ
Ｌ
）」
に

出
演
で
き
た
こ
と
。
Ｓ
Ｎ
Ｌ
の
出
演
時
は
な
ぜ
か

両
親
の
方
が
ず
っ
と
緊
張
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

36

カ
ラ
オ
ケ
の
テ
ッ
パ
ン
ソ
ン
グ
は
？

ザ
・
キ

ラ
ー
ズ
の
「M

r. B
rig

h
tsid

e

」
と
、
ケ
イ
テ
ィ
・
ペ

リ
ー
の
「Te

e
n

a
g

e
 D

re
a

m

」
か
「La

st F
rid

a
y
 

N
ig

h
t

（T.G
.I.F.

）」。

37

仕
事
で
外
出
す
る
必
要
の
な
い
典
型
的
な
一
日

を
教
え
て
。
ジ
ム
や
散
歩
に
行
っ
た
り
、
友
人
に

電
話
を
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
お
風
呂
に
入
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

38

俳
優
業
に
は
興
味
が
あ
る
？

は
い
。
以
前

声
優
の
仕
事
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
あ
る

。

の
で
す
が
、
演
技
に
も
と
て
も
興
味
が
あ
る
の
で

39

10
年
後
の
未
来
は
ど
う
な
っ
て
い
た
い
？

ツ

ア
ー
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
役
者
と

し
て
も
仕
事
を
し
て
い
た
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
起

業
し
た
い
な
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

40

あ
な
た
に
と
っ
て
音
楽
と
は
？

。

す
べ
て
で
す

自
分
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
さ
え
知
ら
な
か

っ
た
感
情
を
引
き
出
し
て
く
れ
た
り
、
教
え
て
く

れ
た
り
す
る
本
当
に
興
味
深
い
も
の
。
失
恋
し
て

吹
っ
切
れ
た
と
思
っ
て
い
て
も
失
恋
ソ
ン
グ
を
聴

い
た
ら
、「
あ
あ
、
ま
だ
私
は
あ
の
人
の
こ
と
が

好
き
な
ん
だ
」
と
思
っ
た
り
。
音
楽
に
は
も
の
す

ご
い
パ
ワ
ー
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

4
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WEBオリジナルの
QAやアザーカットは
こちらから !
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1 『エマニエル夫人』を観直さなかった理由は？

脚本執筆前に映画を観ると観客の視点になってし

まうため、意図的に避けました。原作小説を読ん

で「ぜひ撮りたい」と思ったものの、「自分が追求し

たいテーマを自由に表現できるなら」という条件

をつけました。観客としての偏見を排除し、自分

のヴィジョンで物語を紡ぎ出したかったのです。

2 旧作の舞台はバンコクでした。新作で香港にな

った理由と印象は？

モダニティと伝統が交錯する香港はエロティシズ

ムそのもの。湿った空気やネオンの輝き、街を流

れる音楽が感覚と戯れ、エマニュエルの冒険をセ

ンシュアルに描くにふさわしいと感じました。ま

た香港は美しい情景とは裏腹に厳しい階級社会で

成り立っています。植民地時代が作った階級的な

暴力も指摘したかったんです。

3 女性視点のセックスシーンの描き方に影響を受

けた作品は？

パスカル・フェランの『レディ・チャタレー』やア

ニエス・ヴァルダの『5時から7時までのクレオ』

など女性監督の映画です。ヴァルダ作品の主人公

が成長していく物語に共鳴し、本作でもエマニュ

エルが“性的悦び”を取り戻す旅を描いています。

これらの作品が示す女性の主体性や、内なる変化

を描く力強さに多大な影響を受けました。

4 ノエミ・メルラン演じる主人公は自力でキャリ

アを築き、旅続きの日々を送っていました。ご自

身の旅の思い出は？

監督作『あのこと』（2021）公開後、世界各国のホ

テルを移動する日々を送りました。快適でエキゾ

チックな体験でしたが、次第に孤独を感じるよう

になり、他者とつながりたいという根源的な欲望

をこの作品で描きたくなりました。旅の中で感じ

た私の孤独が主人公の心理とも重なっています。

5 華やかなホテルを嵐が襲うシーンが印象的です

が、現代における自然環境と人間の関係性につい

て、どう捉えていますか？

理想的に整えられたホテルが嵐で破壊されるシー

ンは、エマニュエルがコンフォートゾーンを出て

“本物の感覚”を経験する旅への象徴です。自然は

人間の傲慢さを打ち破り、人間を魅了する力を持

っています。

代
を
〝
ポ
ス
ト
・
セ
ッ
ク

ス
時
代
〞
と
称
す
る
オ
ー

ド
レ
イ
・
デ
ィ
ヴ
ァ
ン
監

督
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

主
流
と
な
る
今
、
身
体
的
な
つ
な
が
り
や
触
れ
合

い
を
取
り
戻
す
方
法
や
、
女
性
の
性
的
快
楽
と
は

何
か
と
い
う
問
い
に
挑
ん
だ
の
が
、
１
９
７
４
年

の
『
エ
マ
ニ
エ
ル
夫
人
』
を
現
代
的
に
再
解
釈
し

た
新
作
『
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
』
だ
。

「
新
し
い
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
の
性
的
目
覚
め
を
導
く

の
は
、
旧
作
に
見
る
よ
う
な
〝
年
上
の
男
性
〞
で

は
な
く
、
同
世
代
の
中
国
人
女
性
ゼ
ル
ダ
で
す
。

ゼ
ル
ダ
と
の
シ
ー
ン
で
は
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
が
心

と
体
を
深
く
つ
な
ぐ
た
め
に
セ
ル
フ
プ
レ
ジ
ャ
ー

を
探
求
す
る
様
子
を
描
き
、『
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム

と
は
何
か
』
と
い
う
問
い
か
け
に
答
え
ま
し
た
。

性
的
プ
レ
ジ
ャ
ー
は
性
行
為
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

頭
と
心
に
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

新
作
に
は
、
ウ
ィ
ル
・
シ
ャ
ー
プ
演
じ
る
日
本

人
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
ケ
イ
が
登
場
す
る
。「
ケ
イ

は
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
の
ミ
ラ
ー
・
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、

彼
女
が
創
り
出
し
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
も
言
え
る

で
し
ょ
う
」。
ケ
イ
を
媒
介
に
し
な
が
ら
も
エ
マ

ニ
ュ
エ
ル
は
自
分
の
体
に
自
己
決
定
権
を
持
ち
、

自
ら
望
ん
で
自
分
自
身
を
解
放
し
、
他
者
と
コ
ネ

ク
ト
す
る
。
ナ
オ
ミ
・
ワ
ッ
ツ
演
じ
る
マ
ー
ゴ
と

の
関
係
性
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
旧
作
に
見
ら
れ
る
女

性
間
の
嫉
妬
や
キ
ャ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ト
で
は
な
く
、

女
性
同
士
の
繊
細
な
つ
な
が
り
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。「
前
作
を
観
た
観
客
の
期
待
を
裏
切
り
た
か

っ
た
の
も
あ
り
ま
す
し
、
男
性
優
位
な
世
界
へ
の

私
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
す
」

「
旧
作
に
は
レ
イ
プ
神
話
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な

描
写
が
あ
り
、
そ
れ
は
絶
対
に
避
け
た
か
っ
た
。

『
性
的
同
意
は
セ
ク
シ
ー
だ
』
と
い
う
私
の
信
念

を
表
現
し
た
か
っ
た
ん
で
す
」
と
言
う
監
督
。
新

旧
作
を
観
比
べ
て
、
性
表
現
に
お
け
る
女
性
の
旅

路
を
見
て
ほ
し
い
。

現
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〈上から時計回りに〉『エマニュエル』は、2025年1月
10日公開。主演は、『燃ゆる女の肖像』や『TAR/ター』
で注目を浴びたノエミ・メルラン。オードレイ・デ
ィヴァン監督が影響されたというアニエス・ヴァル
ダ監督作『5時から7時までのクレオ』公開時のポス
ター。『エマニュエル』の舞台となった香港の夜景。
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持
続
可
能
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を
探
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パトリック・アンリルー
フランス、リヨン近郊の老舗ラ・ピラミッドのオーナーシェ
フ。持続可能な地球環境と健全な経済のサイクル、人の健
康を目指すルレ・エ・シャトー「#Food For Change 2024」
のキャンペーンアンバサダーも務める。

秋
に、ルレ・エ・シャトーが実施

したスローフードとの協働キャ

ンペーン「Food For Change」

の一環として、ザ・キタノホテ

ル東京で総料理長・加茂健氏

とのコラボレーションによる『未来をつくる一

皿』を開催しました。プラントベースのフルコー

スで、すべて日本で調達した素材を使って私が作

った料理は「秋茄子のコンフィ ハーブのクルー

ト カポナータ添え」（写真）。ナスにエストラゴ

ン、セルフイユ、ミント、シブレットなどのハー

ブをまぶしたものと、ナスをコンフィにして桜の

チップでスモークしたものの上に、細切りして揚

肉を調理するときには短い祈りをすると教わりま

した。素材へのリスペクトを持つことが基本にあ

ります。私はキャリアの初期である80年代から、

料理に使う素材の6割まで野菜を取り入れてきま

した。その他4割においても地元産の鶏肉やウサ

ギ肉など環境負荷の少ない素材を使います。地産

地消を行うこと、地元の中小の生産者を支えるこ

とが、未来の食糧生産の持続可能性に繋がります。

また、農業・漁業でも環境への配慮が求められま

す。農業では近年、蒸気を用いる技術で除虫や除

草、減農薬と発芽を促し、栽培期間の短縮に成功

しています。フランスではすでに1970年代から、

水産資源を守るため、ホタテ貝など魚介類の捕獲

サイズに規制があります。

これからは、野菜の包装の

プラスチックや魚介類の輸

送に使われるポリエチレン

を減らし、もっと小規模の

生産者を大切にして地産地

消を拡大させることが急務

だと思います。

　第二に、人類の健康のた

めに大切なのは、バランス

の良い食事です。そのため

にも、野菜のおいしさを引

き出し、味わってもらうこ

とが、シェフとしての責務

になります。牛のフィレ肉

なら素材そのものが語って

くれるのでほとんど手を加

えなくてもいいのに対して、

野菜は繊細に手間をかけて

料理する必要があります。

しかも、オートキュイジー

ヌにはオマール海老やキャ

ビアなどの高級食材を使っ

た料理を期待するお客さん

が多く、野菜料理に500ユ

ーロを使おうとはなかなか

思えないかもしれません。

質の高い野菜を生産する農

家、そして野菜を料理する

げたナスの皮を飾り、さらに、皮剥きしたナスを

ニンニクと野菜のブイヨンで煮てミントとともに

撹拌、松の実を散らしたソースを添えました。シ

ンプルな食材のさまざまな食感と風味を引き出し、

存在感を高めた料理です。

　すでに人生の3/4を生き、長いキャリアを経た

シェフとして常に考えているのは、子や孫の世代

のために、料理と食における持続可能性を実現す

る方法です。地球環境にも人間にとっても健康的

な料理を作る大切さを、未来の世代に引き継ぎた

いと願っています。

　そこで第一に重要なのが、食糧生産の持続可能

性です。京都では、懐石料理のシェフから、魚や

シェフの技術と労力を理解してもらうことを目指

して、洗練された野菜料理の提供だけではなく、

野菜のおいしさを知ってもらう活動に力を入れて

います。

　ここで知っておきたいのが、プラントベースは

決して目新しいものではないということです。フ

ランスの伝統料理のレシピにも、野で摘んだ30

種類もの花を使ったサラダなどがあります。こう

したレシピを再解釈して21世紀にふさわしい形

で出すなど、温故知新の精神で、フランス料理の

遺産から学ぶべきことは果てしなくあります。

　人間の体は、0歳から8歳までの間に食べるも

ので基礎が決まります。子どもたちに健康的な食

を与えることが人類の健康に繋がるのですが、今

も貧しい家庭の子どもたちは食費を節約するため

に健康を犠牲にしています。私は近所の小学校の

給食のメニュー作りに協力し、半径10㎞以内で

生産された食材だけを使い、食材の7割まで野菜

を取り入れるようにしています。子どもたちの好

き嫌いを聞いて工夫して改良を重ねてきました。

子どもが学校でおいしい野菜料理を食べたという

話を家庭ですれば、親たちももっと野菜を食べて

くれるはずです。フランスで最も親しまれている

野菜といえばジャガイモで、最もシンプルなもの

から、ガストロノミー料理まで、無数の調理法が

ありますが、私が好きなのはグラタン・ドフィノ

ワ。セップ茸を入れ、クリームは使わず牛乳とチ

キンスープを半々にしてあっさりめに仕上げるの

が好きです。

　現代人は忙しく、料理する時間も食べる時間も

減っているのは問題です。比較的安価なジャガイ

モも含め、野菜は近年大幅に値上がりしました。

野菜を料理するのには手間や時間がかかります。

でも、野菜の色や香り、味の楽しみを多くの人に

知ってもらい、もっと野菜を食べてもらうために、

希望を持って日々厨房に向かいます。
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 ルル・テニー、
駆け抜ける肖像
今シーズンは、建築的なスーツやドレス、スニーカーが目白押し。カバーに登場した
今をときめくイットモデル、ルル・テニーが構築的なシルエットや鮮やかなカラーづかいで
魅せるアイテムを華麗に着こなし、都会の喧騒の中でモダンなアーバンライフを謳歌する。
Photography by JACK DAY  Styled by KATE PHELAN
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ボリューミーなシャツに、揺れ動く
バイカラーのフリンジスカートを合わせた
ボッテガ・ヴェネタのルック。
快活な印象を与えるフリンジを纏って、
颯爽と街を駆け抜ける。
シャツ ¥212,300  スカート ¥1,826,000  
シューズ ¥231,000／
すべてBOTTEGA VENETA
（ボッテガ・ヴェネタ ジャパン）  
〈p.128-129〉コート  スカート  シューズ 
すべて参考商品／すべてMARC JACOBS
（マーク ジェイコブス カスタマーセンター）

 フリンジに熱視線
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立体感を演出する細かなミルフィーユ
プリーツを施したアライアのトップとパンツ。

ぽわんとしたフォルムを生かしたシルエットが、
凛とした中に覚醒する

エレガントな内面をにじませる。
トップ ¥3,660,800  パンツ ¥4,576,000

（ともに参考価格）／
ともにALAÏA（リシュモン ジャパン）

アーキテクチュアルなプリーツ
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あでやかに彩る真っ赤なジャックムスの
スエードの開襟ジャケットとスカート。
同素材のスニーカーで外した
ワントーンコーデは、プレイフルに
冬の街並みに華やぎをもたらす。
ジャケット  スカート／ともにJACQUEMUS
（www.jacquemus.com）  
シューズ 参考商品／PUMA
（プーマ お客様サービス）

 ほとばしる赤の鮮烈
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ギミックを効かせたデザインが特徴的な
ロエベのトラペーズドレス。まばゆい
ストライプで、道ゆく人の視線も釘付けに。
ドレス 参考商品／LOEWE
（ロエベ ジャパン クライアントサービス）

造形美を感じさせるストライプ
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足先まで裾が広がる荘厳なディオールのドレス。
ストリートスタイルに昇華された
オペラグローブで気品をプラスし、
街ゆく姿も気高くブラッシュアップ。
ドレス 参考商品／DIOR HAUTE COUTURE
（クリスチャン ディオール）  
グローブ／MISCREANTS
（miscreantslondon.com）

無垢に纏うピュアなホワイト
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ルイ・ヴィトンのワイドブリムの
クリーンなハットを主役に、

なめらかなシルクのドレスが風を切る。
街角のウインドウに映る自分の姿に
思わずうっとりしてしまいそう。

トップ ¥588,500  スカート  ベルト  ハット 
すべて参考商品／すべてLOUIS VUITTON

（ルイ・ヴィトン クライアントサービス）

爽やかなコントラスト
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フィービー ファイロのオフホワイトの
パフィなロングコート。ブラックのトップと
刺繍を施したパンツにメンズライクな

サングラスをONして、
モードなルックを牽引して。

コート  トップ  パンツ  サングラス  バッグ／
すべてPHOEBE PHILO

（www.phoebephilo.com）

クールにキマるシティルック
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ウエストをシェイプしたマックイーンの
レザーの襟付きジャケット。
ワイルドなアニマルモチーフのスカートを
合わせて大胆な印象に。
主役級のボリューミーなブーツは
今季のマストアイテム。
ジャケット ¥730,840  スカート ¥156,090  
ブーツ ¥279,510／すべてMcQUEEN
（アレキサンダー・マックイーン 
クライアントサービス）

街中に輝く新星
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90年代を彷彿とさせるシャネルの
スリムなシャイニーコートは、
煌めくボタンがアクセント。

指先にはブランドのアイコニックな
ライオンモチーフのリングが
お守りのように寄り添い、
プラダのサングラスが

知的なムードを演出する。
コート／CHANEL HAUTE COUTURE  
「コンステラシオン デュ リオン」リング 

ホワイトゴールド╳ダイヤモンド╳オニキス 
¥26,620,000／CHANEL

（ともにシャネル カスタマーケア）  
サングラス ¥80,190／PRADA
（ルックスオティカジャパン 

カスタマーサービス）

ブラック・インテリジェンス
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ジョルジオ アルマーニのシアーなドレスに、
カジュアルなスニーカーをマリアージュ。
抜け感を出すコーディネートで個性を光らせて。
ドレス 参考商品／GIORGIO ARMANI PRIVÉ
（ジョルジオ アルマーニ ジャパン）  
シューズ 参考商品／PUMA
（プーマ お客様サービス）

街に舞い降りたミューズ
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Hair: Franziska Presche   Makeup: Thom Walker

Manicure: Sasha Goddard  

Production: Bellhouse   Model: Lulu Tenney   

Text: Mika Mukaiyama

イッセイ ミヤケのカラフルなコートにスカート、
同柄のハットを纏って街を歩けば、

たちまち街角がランウェイに早変わり。
シティライフには日常にも遊び心が必要不可欠。

コート ¥286,000  スカート ¥85,800  ハット 参考商品／
すべてISSEY MIYAKE（イッセイ ミヤケ）  

シューズ 参考商品／PUMA（プーマ お客様サービス）  
〈p.143〉トップ  ジーンズ  ハット  グローブ  シューズ／

すべてBALENCIAGA COUTURE
（バレンシアガ クライアントサービス）

非日常を体現するカラフルルック
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ダンサー、ジョーディン・ホワイトの
長くしなやかな脚を強調する、

マーク ジェイコブスの幾重にも重ねた
フリルのピンクドレス。

ポワントで立った美しい姿勢は、
まるで可憐に咲く花のように
柔和なムードを醸し出す。

ドレス 参考商品／MARC JACOBS
（マーク ジェイコブス カスタマーセンター）  

〈p.144-145〉ドレス ¥1,100,000（参考価格）／
BOTTEGA VENETA

（ボッテガ・ヴェネタ ジャパン）

優美に舞う、一輪の花
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〈右・Angelina〉ジャケット  パンツ／ともにLU ’ U DAN（luu-dan.com）  
Tシャツ ¥12,100／HEAVEN BY MARC JACOBS（マーク ジェイコブス カスタマーセンター）  

〈左・Bibi〉トップ／MOSCHINO（www.moschino.com）
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ヴィクトリア・ベッカムの艶やかなタキシードを
纏う、モデルのヴィヴィアン・ローナー。
アクネ ストゥディオズのセーターと
パンツでストリートモードなスタイルを
披露したモデルのジョージー・ウィリアムソン。
今をときめくモデルのアメリア・グレイは、
ヘブン バイ マーク ジェイコブスのTシャツと
ヴェトモンのパンツを合わせてポップに。
モデルのルル・テニーはイーアルエルの
シャイニーなベストを、
モデルのビビ・ブレスリンはモスキーノの
イエローセーターで色味をリンク。
心躍るカラーリングアイテムを身に纏い、
仲間たちと心ゆくまで音楽に身を委ねて。
〈右から2番目からBibi〉ジャケット  パンツ／
ともにERL（erl.store）  
〈Lulu〉ベスト／ERL（erl.store）  
〈Amelia〉Tシャツ ¥12,100／

HEAVEN BY MARC JACOBS
（マーク ジェイコブス カスタマーセンター）  
パンツ／VETEMENTS
（www.vetements.com）  
〈Georgie〉トップ ¥96,800  パンツ ¥132,000／
ともにACNE STUDIOS
（アクネ ストゥディオズ アオヤマ）  
〈Vivienne〉ジャケット 参考商品  
パンツ ¥134,200／ともに
VICTORIA BECKHAM（イーストランド）

踊り明かすパッション
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スキャパレリのオートクチュールを
大胆不敵に着こなす、ダンサー兼モデルの
ダコタ・ムーア = リゾット。
ブラックのポワントと対照的なボリューミーな
トップが、芯のある凛とした女性像を印象づける。
トップ  パンツ／ともに
SCHIAPARELLI HAUTE COUTURE
（www.schiaparelli.com）

大胆不敵にボリュームアップ
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JW アンダーソンのセクシーなドレスに
ベストマッチなのは、サンローランの

フェティッシュなシューズ。
モデル、ルル・テニーの躍動感あふれる

ファイティングポーズは、
『シカゴ』でおなじみのミュージカルの巨匠、

ボブ・フォッシーが監督をした映画
『スウィート・チャリティ』の

スザンヌ・チャーニーを彷彿とさせる。
ドレス ¥167,200／JW ANDERSON

（ JW アンダーソン 渋谷店）  
「ハイジュエリー コレクション」イヤークリップ

18KエシカルWG╳ダイヤモンド 
¥34,342,000（参考価格）／CHOPARD

（ショパール ジャパン プレス）  
シューズ ¥143,000（参考価格）／

SAINT LAURENT 
BY ANTHONY VACCARELLO
（サンローラン クライアントサービス）

スイングにノックアウト
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俳優兼ダンサーのホセ・ラパス = ロドリゲスと、
ストリートムード満載のヘブン バイ 

マーク ジェイコブスのパーカとパンツを纏った
ダンサーのリアナ・ジェンアイ・クラインマンが

リズミカルに舞う。モデルのナタリー・ブルムリーは
サンローランのシアーなドレスに艶やかな

ファーコートで、たちまちパーティーの主役に。
〈手前右・José〉シャツ  パンツ／

BIANCA SAUNDERS（biancasaunders.com）
〈手前左から2番目・Liana〉

腰に巻いたパーカ ¥30,800  パンツ ¥39,600／
ともにHEAVEN BY MARC JACOBS
（マーク ジェイコブス カスタマーセンター）  

〈左端・Natalie〉ブルーのコート／
VAQUERA（vaquera.nyc）  

ドレス 参考商品／SAINT LAURENT 
BY ANTHONY VACCARELLO
（サンローラン クライアントサービス）

冷めやらぬパーティーの熱狂
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バレンシアガのクチュール コレクションの
ルックを身に纏い、見事なバランスを
披露したムーア = リゾット。
指先まで伸びた手先や天に向けた鋭い
ポワントが、いきいきとした
生命力や力強さを象徴する。
ジャケット  腰に巻いたジャケット  
トップ  パンツ  グローブ  マスク／
すべてBALENCIAGA COUTURE
（バレンシアガ クライアントサービス）

蝶のように舞って
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ボディに繊細なビジューをあしらった
シャネルのオートクチュールドレス。

流れるような美しい腕の動き“ポールドブラ”と
ふわりとしたチュチュが静かにマッチする。
ドレス／CHANEL HAUTE COUTURE

（シャネル カスタマーケア）

たおやかな佇まい
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ポワントと同色で合わせた
まるでレオタードのように肌になじむ、

アライアのバンドゥトップ。
チュチュのように広がる

今季注目のバレルレッグのデニムパンツを
合わせてメリハリを効かせて。

バンドゥトップ  ブリーフ ともに参考商品  
パンツ ¥276,100（予定価格）／

すべてALAÏA（リシュモン ジャパン）

リズミカルな衝動
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社交ダンサーのアントニーナ・スコビナ（左）が
鮮やかなプロエンザ スクーラーの

赤いドレスで旋回。サンローランのシャツと
パンツを着こなすパートナーの

デニス・ドロズディク（右）が繰り出す
情熱的なエネルギーを感じて。

〈右〉シャツ ¥159,500  パンツ ¥341,000／
ともにSAINT LAURENT 

BY ANTHONY VACCARELLO
（サンローラン クライアントサービス）  

〈左〉ドレス／PROENZA SCHOULER
（www.proenzaschouler.com）

あふれ出す“アパッショナート”
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チャイコフスキー三大バレエのひとつ
『白鳥の湖』のオデット姫を表現した
アンジェリーナ。プラダのフラワートップと
ジェニファー ベアのヘッドピースが、
真実の愛の物語を描く。
〈左〉トップ 参考商品／PRADA
（プラダ クライアントサービス）  
ヘッドピース／JENNIFER BEHR
（www.jenniferbehr.com）  
〈上〉ジャケット ¥1,760,000  シャツ ¥181,500  
ブリーフ ¥46,200（すべて予定価格）／
すべてMIU MIU
（ミュウミュウ クライアントサービス）

刹那の愛を描く“オデット”
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グッチのフラワープリントのドレスとともに
ダンサーのブルック・マーティン = エデルが、
空気をはらむように舞う。
ダンサーだけが持ちうる身体表現が
軽やかなドレスと呼応する。
ドレス 参考商品／GUCCI
（グッチ クライアントサービス）

解き放つエネルギーの躍動

163



ソロモン・R・グッゲンハイム美術館を背景に
アライアのコートを纏ったムーア = リゾット。

体を引き上げる美しい姿勢と
彼女の凛とした眼差しが、

ダンスの無限の可能性と奥行きを感じさせる。
コート ¥4,632,100（参考価格）／

ALAÏA（リシュモン ジャパン）

孤高の“フル ポワント”
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ホールの熱狂を加速させるには、
ダンスバトルが欠かせない。
ヴィクトリア ベッカムのタキシードで
マニッシュにキメたモデルの
ヴィヴィアンが対峙するのは、
構築的でボリューミーなショートジャケットで
ユニークなアイデンティティを
表現したモデルのアマラ・ジゼル。
〈右・Amara〉ジャケット  パンツ／ともに

DURAN LANTINK（www.duranlantink.com）  
〈左・Vivienne〉ジャケット 参考商品  
パンツ ¥134,200／ともに
VICTORIA BECKHAM（イーストランド） 

即興のダンスバトル
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表情だけで見る者の目を惹きつける、
NYで活躍するドイツ出身のダンサーの
リリ・テーヴェス。
羽根をあしらったロエベのドレスと相まって、
生命の躍動やダンスへの熱情を
感じさせる高い表現力で視線を奪う。
ドレス ¥574,200（参考価格）／LOEWE
（ロエベ ジャパン クライアントサービス）

恍惚に浸るひととき
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奇想天外でウィットに富んだアイデアで
毎シーズン話題を集める、
スキャパレリのオートクチュールのドレス。
大きな翼に包み込まれるようなデザインが
アートピースさながらの存在感を放ち、
その極上の美しさと気品は
まるで気高いフラミンゴのよう。
ドレス／SCHIAPARELLI HAUTE COUTURE
（www.schiaparelli.com）

モダンなフラミンゴ
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夜も更けてきたころ、盛り上がりは最高潮に。
ピンク╳赤の同系色でまとめたポップな装いに、
カラフルなアクセサリーで個性をプラスした
モデルのアメリアは、とめどなくあふれる
ダンスへの情熱とエネルギーとともに、
ダンスフロアの主役に。
Tシャツ ¥12,100／
HEAVEN BY MARC JACOBS
（マーク ジェイコブス カスタマーセンター）  
パンツ／VETEMENTS
（www.vetements.com）  
ボクサーパンツ／MOSCHINO
（www.moschino.com）  
ネックレス  ブレスレット／
ともにDON ’ T LET DISCO
（www.dontletdisco.com）  
ネックレス  ブレスレット／
ともにNIALAYA（www.nialaya.com）

パーティーは終わらない

Hair: Mustafa Yanaz

Makeup: Mark Carrasquillo

Manicure: Deborah Lippmann

Models and Dancers: Amara Gisele, 

Amelia Gray, Angelina Kendall, 

Antonina Skobina, Bibi Breslin, 

Brooke Martin-Éder, Dakota Moore-Lizotte, 

Denys Drozdyuk, Georgie Williamson, 

Jordyn White, José Lapaz-Rodríguez, 

Liana Zhen-ai Kleinman, Lili Tewes, 

Lulu Tenney, Natalie Brumley and 

Vivienne Rohner

Tailor: Martin Keehn

Text: Mika Mukaiyama
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ア
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ジ
ェ
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ー
ナ・
ケ
ン
ダ
ル

彗
星
の
ご
と
く
現
れ
、世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ー
ン
に
存
在
感
を
放
っ
た
、今
を
と
き
め
く
モ
デ
ル
の
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ・
ケ
ン
ダ
ル
。

数
々
の
メ
ゾ
ン
の
ラ
ン
ウ
ェ
イ
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
の
カ
バ
ー
に
登
場
し
た
彼
女
は
、一
躍
ス
タ
ー
ダ
ム
へ
と
駆
け
上
が
っ
た
。

 

そ
ん
な
ニ
ュ
ー
ヒ
ロ
イ
ン
が
、ス
パ
ン
コ
ー
ル
や
煌
び
や
か
な
刺
繍
を
施
し
た
新
作
ド
レ
ス
の
数
々
を
ド
レ
ッ
シ
ー
に
着
こ
な
す
。
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360度、全面にビジューをふんだんに
あしらったマルニのルックは、
まるでジュエリーを纏ったかのような
圧倒的な華やかさを放つ。
ふとした瞬間すらもドラマティックに描く
一着で、とことんヒロイン気分に浸って。
コルセット ¥1,393,700  スカート ¥6,964,100
（ともに参考価格）／ともにMARNI
（マルニ ジャパン クライアントサービス）  
シューズ ¥154,000／JIMMY CHOO
（ジミー チュウ）  
チョーカー／PANCONESI
（marcopanconesi.com）  
イヤーカフ／CAMILLE SURAULT
（www.camillesurault.com）  
〈p.173〉トップ 参考商品／LOEWE
（ロエベ ジャパン クライアントサービス）  
グローブ／MAISON FABRE
（maisonfabre.com）  
ピアス／4ELEMENT（4element.co.uk）  
タイツ／EMILIO CAVALLINI
（www.emiliocavallini.com） 

漂うドラマティックな余韻
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ブラックのベルトでマークした、
ひだの美しさが際立つ

ボッテガ・ヴェネタのドレープドレス。
重ねたバングルとリンクした

ゴールドのシューズが
エレガンスをプラスする。

ドレス ¥479,600  シューズ ¥269,500
（ともに参考価格）  

イヤリング 参考商品／
すべてBOTTEGA VENETA
（ボッテガ・ヴェネタ ジャパン）  

ベルト／4ELEMENT（4element.co.uk）  
バングル／すべてDINOSAUR DESIGNS

（www.dinosaurdesigns.com）  

毅然とした佇まい
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ビーズチュールのゴージャスな
ラップスカートには、ユーティリティな
テクニカルジャケットで引き算を。
デイリーにも華やかなアイテムを取り入れて
毎日を特別なものに。
ジャケット  スカート ともに参考商品／
ともにDIOR（クリスチャン ディオール）  
イヤリング／4ELEMENT（4element.co.uk）  
バングル／すべてDINOSAUR DESIGNS
（www.dinosaurdesigns.com）

 リバーサイドをリュクスに闊歩
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赤と白のカラーミックスを楽しむ
ミッソーニのルック。

デコラティヴなイヤリングと
輝くバングルが相まって、

ロンドンの街を行き交う人の視線を集める。
トップ  スカート ともに参考商品／
ともにMISSONI（三喜商事）  

イヤリング ¥126,500／SAINT LAURENT 
BY ANTHONY VACCARELLO
（サンローラン クライアントサービス）  

バングル／ALEXIS BITTAR
（www.alexisbittar.com）

バイカラーの洗練
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無骨なサンローランのジャケットには、
シアーなクレープスカートをレイヤードして、
ミステリアスな世界へとエスケープ。
ジャケット  ブラウス  スカート 
すべて参考商品／すべてSAINT LAURENT 
BY ANTHONY VACCARELLO
（サンローラン クライアントサービス）  
イヤリング／LOUISE OLSEN
（www.louise-olsen.com）

センシュアルに息づくシフォン
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グッチのアイコンモチーフをプリントした
コットンギャバジンのトップとミニスカート。
エナメルのチョーカーを合わせて、
夢物語を紡ぐドーリーガールに変身を。
トップ  スカート ともに参考商品  
チョーカー ¥374,000／すべてGUCCI
（グッチ クライアントサービス）  
イヤリング／ALEXIS BITTAR
（www.alexisbittar.com）

ポップなドリームガール
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フェザーでトリミングした
ヴァレンティノのゴージャスなケープ。
同素材にビジューの刺繍をふんだんに
あしらったトランスペアレントなドレスが、
彼女の研ぎ澄まされたボディラインに

そっと寄り添い、
マグネティックなムードに誘う。

ケープ ¥2,310,000  ドレス ¥4,620,000／
ともにVALENTINO  
イヤリング ¥238,700／

VALENTINO GARAVANI
（すべてヴァレンティノ 
インフォメーションデスク）

淑女の魔法にかけられて

182



「アンジェリーナのそばに立つたびに、
彼女の温かさや自信、そしてもちろん
美しさにも心を打たれた」と語るのは、
先輩モデルのクリスティ・ターリントン。
シャネルのツイードコートを纏い、
フェルトハットにステッキ風に
傘を持つ英国ルックは、
彼女の美しさを証明するかのような一枚に。
コート  ショートネックレス ともに参考商品  
シューズ ¥295,900／すべてCHANEL
（シャネル カスタマーケア）  
パンツ ¥320,100／LORO PIANA
（ロロ・ピアーナ ジャパン）  
ハット／KATE NIKOLSON
（katenikolson.co.uk）  
ロングネックレス 参考商品／LOUIS VUITTON
（ルイ・ヴィトン クライアントサービス）  
バングル／ALEXIS BITTAR
（www.alexisbittar.com）

 ジェントルマンのたしなみ
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ノーブルなドルチェ&ガッバーナのジャケット。
ジェイ スミス エスクァイアの煌めく
キャットマスクから覗く魅惑的な視線に釘付け。
ジャケット 参考商品／DOLCE&GABBANA
（ドルチェ&ガッバーナ ジャパン）  
マスク／J SMITH ESQUIRE
（jsmithesquire.com）

 モードなキャットウーマン
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動くたび揺れる羽根をあしらった
プラダのオーガンジードレスには、

再生可能な「Re-Nylon」を使用した
ジャケットとホワイトのソックスを
合わせてコンテンポラリーに。
キラリと輝くスワロフスキーの
クリスタルのイヤリングで

レディなアクセントをプラスし、
軽快におでかけ。

ジャケット ¥297,000  ドレス ¥1,210,000  
シューズ ¥176,000（すべて予定価格）／

すべてPRADA（プラダ クライアントサービス）  
イヤリング ¥69,300（参考価格）／

SWAROVSKI JEWELRY
（スワロフスキー・ジャパン）  

ベルト ¥363,000／RALPH LAUREN 
COLLECTION（ラルフ ローレン）  

ソックス／FALKE（www.falke.com）

Hair: Anthony Turner

Makeup: Hiromi Ueda

Manicure: Ama Quashie

Set Design: Samuel Overs

Production: Holmes Production

Digital Artwork: Magnus Bergqvist 

With thanks to Unit-C and 

Custom House, EC3R

Text: Mika Mukaiyama

ミックスコーデの真骨頂
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人生100年時代と言われる現在は、誰もが心も体もいつまでも若々しくありたいと思い、日々さまざまな努力を
重ねて生きている。でも、本当の幸せを感じることができる「若さ」や「美しさ」というのはどのようなものなのだろうか。

「FOREVER YOUNG」と題し、多くの著名人の人生観を取材したG 2013年2月号を振り返ってみよう。
Text by KEIKO KOJIMA

結果ではなく、過程にこそ答えがある。
人生100年時代における「若さ」とは

VOGUE ARCHIVES

た
ち
１
０
０
年
生
き
る
ん
だ
か
ら
、

た

50
歳
に
な
っ

た
ら
２
度
目
の
人
生
の
始
ま
り
だ
よ
！

た

早
く
離

婚
し
て
新
し
い
恋
人
を
見
つ
け
な
き
ゃ
、
な
ど
と

婚真
顔
で
語
る
人
が
急
に
増
え
た
の
は
２
０
１
０
年

真代
の
終
わ
り
頃
の
こ
と
だ
。
そ
う
、
リ
ン
ダ
・
グ

代ラ
ッ
ト
ン
の
著
作
『

ラ

LIF
E
 S

H
IF

T

│
１
０
０
年
時

代
の
人
生
戦
略
』（
２
０
１
６
年
）
が
大
ヒ
ッ
ト

代し
た
影
響
で
あ
る
。
１
９
７
２
年
生
ま
れ
の
私
は
、

し幼
少
期
か
ら
「
人
生

幼

80
年
」
と
聞
い
て
育
っ
た
。

周
囲
の
人
々
の
大
半
は
な
ぜ
か
、
疑
い
も
な
く

周

80

代
ま
で
生
き
る
と
信
じ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
寿

代命
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
リ
ン
ダ
の
本
の

命お
か
げ
で
一
気
に

お

20
年
も
延
び
た
わ
け
だ
。
み
ん

な
閻
魔
様
か
ら
余
命
の
延
長
通
知
で
も
来
た
み
た

ない
に
喜
ん
で
い
る
。

い
ま
ず
学
校
に
通
い
、
卒
業
し
た
ら
働
き
、
40
年

ほ
ど
会
社
に
尽
く
し
て
、

ほ

60
歳
で
定
年
後
は
老
後

の
静
か
な
暮
ら
し
を
、
と
い
う
人
生
設
計
は
も
は

のや
過
去
の
も
の
。
リ
ン
ダ
曰
く
、
こ
れ
か
ら
は
何

や歳
だ
ろ
う
と
学
び
つ
つ
働
き
つ
つ
別
の
仕
事
も
し

歳つ
つ
休
み
を
楽
し
み
つ
つ
、
組
織
で
は
な
く
世
の

つ中
の
役
に
立
つ
専
門
性
を
身
に
つ
け
続
け
る
こ
と

中が
肝
心
ら
し
い
。
知
人
の
精
神
科
医
が
言
っ
て
い

た
が
、
昔
の
中
学
生
が
悩
ん
だ
こ
と
を
今
の
大
学

生
が
悩
み
、
昔
の
高
校
生
が
悩
ん
だ
こ
と
を
今
は

25
歳
や
30
歳
ぐ
ら
い
で
悩
ん
で
い
る
と
い
う
。
人

私
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し
て
登
場
す
る
人
生
経
験
豊
か
な
「
い
つ
ま
で
も

若
い
」
著
名
人
た
ち
も
、
皆
口
々
に
変
化
し
続
け

る
喜
び
を
語
っ
て
い
る
。
当
時
83
歳
の
草
間
彌
生

さ
ん
と
90
歳
の
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
の
表
情
は
、
ま

さ
に
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
生
命
の
潤
い
に
あ
ふ
れ
て

い
る
。
私
た
ち
は
皆
、
ど
う
い
う
わ
け
か
こ
の
世

に
生
ま
れ
て
き
て
死
ぬ
ま
で
生
き
る
こ
と
に
な
る

わ
け
だ
が
、
何
一
つ
知
ら
ず
に
生
ま
れ
て
き
た
も

の
だ
か
ら
、
最
初
は
と
に
か
く
驚
い
た
り
面
白
が

っ
た
り
知
り
た
が
っ
た
り
し
て
い
る
。
赤
ん
坊
や

子
ど
も
は
24
時
間
そ
う
や
っ
て
世
界
を
発
見
し
て

い
る
研
究
者
で
あ
る
。
で
も
、
い
つ
し
か
「
も
う

す
べ
て
知
っ
て
い
る
」
に
な
り
、
他
人
に
「
そ
ん

な
こ
と
も
知
ら
な
い
の
か
」
と
か
言
う
よ
う
に
な

る
。
草
間
さ
ん
の
瞳
に
は
、
赤
ん
坊
が
初
め
て
光

を
見
た
と
き
の
驚
き
が
湛
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

生
１
０
０
年
時
代
、
思
春
期
が
長
く
な
っ
た
の
だ

と
。
と
。
40
代
で
経
験
す
る
中
年
の
危
機
（
ミ
ッ
ド
ラ

フ
ク
ラ
イ
シ
ス
：
自
分
は
も
う
中
年
な
の
に
こ

イ
フま

ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
焦
り
悩
み
、
落
ち

の
まん

だ
り
奇
行
に
走
っ
た
り
す
る
こ
と
）
も

込
ん

50
〜

60
代
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
果
た
し
て

代齢
が
減
速
し
て
、
若
く
い
ら
れ
る
期
間
が
延
び

加
齢と

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

た
とそ

も
そ
も
加
齢
は
生
き
る
こ
と
そ
の
も
の
で
あ

そ、
美
は
万
物
流
転
を
惜
し
む
気
持
ち
が
あ
る
か

り
、こ

そ
感
じ
る
も
の
だ
。
成
体
に
な
る
ま
で
は
加

ら
こを

成
長
と
呼
ぶ
た
め
気
づ
き
に
く
い
が
、
私
た

齢
をは

生
涯
「
よ
り
若
く
な
く
」
な
り
続
け
て
い
る
。

ち
はこ

の
瞬
間
の
私
は
さ
っ
き
の
私
よ
り
も
加
齢
し

今
こい

て
、
次
の
瞬
間
の
私
よ
り
も
老
い
て
い
な
い
。

て
いの

連
続
運
動
の
中
で
何
か
を
塗
っ
た
り
食
べ
た

そ
のし

て
「
若
さ
を
保
つ
」
と
い
う
の
は
微

り
しま

し
い
が
、
正
確
な
表
現
で
は
な
い
だ

笑
まう

。
美
容
は
「
美
し
く
加
齢
す
る
」
こ

ろ
うに

ほ
か
な
ら
ず
、「
美
し
く
」
加
齢
す
る

と
には

、
時
を
惜
し
み
つ
つ
変
化
を
尊
ぶ
こ

と
はで

あ
る
。
だ
か
ら
若
く
い
る
た
め
に
美

と
でを

頑
張
る
と
い
う
発
想
は
ナ
ン
セ
ン
ス

容
を、

よ
り
上
手
に
加
齢
す
る
た
め
に
美
容

で
、頑

張
る
の
で
あ
る
。
美
容
は
加
齢
活
動

を
頑と

言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

だ
とで

は
、
心
の
若
さ
に
つ
い
て
は
ど
う
だ

でう
。
ま
だ
、
自
分
の
持
ち
時
間
は
１
０

ろ
う年

あ
る
な
ん
て
い
う
幻
想
が
人
々
を
魅

０
年す

る
前
の
２
０
１
３
年
の
２
月
号
で
も
、

了
すの

若
さ
に
は
か
な
り
の
ペ
ー
ジ
数
を
費

心
のし

て
い
る
。
年
齢
に
抗
わ
ず
、
重
ね
た

や
し間

が
自
身
を
ど
れ
ほ
ど
聡
明
で
魅
力
的

時
間し

て
く
れ
た
か
を
寿
ぐ
姿
勢
を
讃
え
て

に
し

い
る
。
そ
れ
が
若
々
し
さ
な
の
だ
と
。
そ

微
笑
む
瀬
戸
内
さ
ん
の
瞳
は
「
ま
だ
ま
だ
知
り
た

い
、
も
っ
と
書
き
た
い
」
と
躍
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
お
二
人
が
魅
力
的
な
理
由
だ
ろ
う
。

先
日
21
歳
の
息
子
と
、
何
歳
に
な
っ
て
も
子
ど

も
の
自
分
を
失
わ
ず
に
い
る
こ
と
は
大
事
だ
よ
ね

と
い
う
話
を
し
た
。
子
ど
も
の
自
分
っ
て
、
幼
稚

さ
と
い
う
意
味
で
は
な
い
の
だ
が
。
す
る
と
彼
が

「
自
分
で
あ
る
こ
と
がa

u
th

e
n

tic

な
の
は
大
事

だ
ね
」
と
言
っ
た
。
正
真
正
銘
の
自
分
自
身
で
あ

る
こ
と
、
本
物
の
自
分
で
あ
る
こ
と
と
い
う
意
味

で
言
っ
た
の
だ
と
思
う
が
、
い
わ
ゆ
る
「
自
分
ら

し
さ
」
と
は
ま
た
違
う
。
こ
のa

u
th

e
n

tic

と
い

う
表
現
は
と
て
も
い
い
と
思
っ
た
。
彼
は
私
よ
り

も
若
さ
の
本
質
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
。

渡
辺
三
津
子
編
集
長
の
エ
デ
ィ
タ
ー
ズ
レ
タ
ー

で
引
用
さ
れ
て
い
る
草
間
さ
ん
の
言
葉
が
素
敵
だ
。

求
め
れ
ば
求
め
る
ほ
ど
、
星
は
遠
く
見

「
求る

。
歳
を
と
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
を
追

え
るか

け
る
自
分
の
姿
を
、
鋭
く
強
く
た
く

い
かし

く
し
た
い
と
思
う
ん
で
す
」。
宇
宙

ま
膨
張
し
続
け
て
い
る
か
ら
、
星
は
ど
ん

は
膨ん

遠
く
な
っ
て
い
る
。
一
番
遠
く
に
見

ど
んる

星
は
、
一
番
古
い
宇
宙
の
姿
だ
。
１

え
０
億
年
以
上
も
前
に
消
え
て
し
ま
っ
た

３
の
の
残
像
を
な
ぜ
人
類
は
苦
労
し
て
見

も
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
。
自
分
の
体
も
大

よ
な
人
の
命
も
、
こ
の
広
い
宇
宙
も
や
が

切
は
全
て
消
え
て
し
ま
う
。
そ
う
と
知
ら

て
に
い
る
こ
と
の
な
ん
と
素
朴
で
美
し
い

ず
と
か
。
そ
う
と
知
っ
て
生
き
る
姿
の
な

こん
と
誇
ら
か
で
愛
お
し
い
こ
と
か
。
人
生

ん１
０
０
年
の
皮
算
用
を
す
る
の
も
い
い
が
、

１１
秒
と
１
３
０
億
年
の
間
で
き
ら
り
と
瞬

１く
エ
ナ
ジ
ー
を
燃
や
し
て
み
る
の
も
素
敵

くな
こ
と
だ
ろ
う
。

な
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『V
O

G
U

E
 JA

P
A

N

』
の
創
刊
25
周
年
を
祝
し
て
、

11
月
９
日
（
土
）、
10
日
（
日
）
の
２
日
間
に
わ
た

っ
て
体
感
型
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
「V

O
G

U
E
 

S
TA

TIO
N

2
5

」
が
東
京
・
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
で
開
催

さ
れ
た
。
会
場
で
は
、
冨
永
愛
や
神
崎
恵
ら
の
ゲ

ス
ト
を
迎
え
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
日
本
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
最
新
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
展
示
、「V

O
G

U
E
 C

o
lle

c
tio

n

」
の
ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
、
過
去
と
現
在
、
そ
し
て
未

来
を
つ
な
ぐ
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
な
ど
、
25
の
コ
ン

テ
ン
ツ
が
展
開
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
の
前
夜
に
は
、

「V
O

G
U

E
 J

A
P
A

N
 T

H
E

 O
N

E
S

 TO
 W

A
T
C

H
 

2
0
2
4

」
の
受
賞
者
た
ち
を
讃
え
る
記
者
会
見
と
、

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
た
。
パ

ー
テ
ィ
ー
に
は
、『V

O
G

U
E
 JA

P
A

N

』
の
25
年
間

を
と
も
に
盛
り
上
げ
て
き
た
モ
デ
ル
や
俳
優
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
が
来
場
。
思
い

思
い
の
ス
タ
イ
ル
に
身
を
包
ん
だ
ゲ
ス
ト
た
ち
が

集
結
し
た
、
東
京
の
ネ
オ
ン
に
負
け
な
い
輝
き
と

熱
気
を
放
っ
た
華
や
か
な
一
夜
と
な
っ
た
。

イベントの様子を
ダイジェストでまとめた
動画はこちらから！

P
h

o
to

s: Y
u

k
i Y

a
m

a
g

u
c

h
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k
u

m
a

 Tsu
c

h
iy

a
, m

ito
g

ra
p

h
, O

k
a

b
e

 To
k
y
o
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●お申し込みに際しての注意事項　※定期購読業務は、コンデナスト・ジャパンが（株）プレジデント社へ委託
しております。※定期購読のお申し込みは（株）プレジデント社の利用規約に準じます。※購読料は、第1回目
の送本後にお届けする専用振込用紙を使い、コンビニエンスストアまたは郵便局でお支払いください。なお、
インターネットでお申し込みの場合は、各種クレジットカードがご利用いただけます。※開始号はお申し込みの
際にご選択ください。
※途中での解約はお届け済み冊数を市販定価で精算させていただきます。※購読期間終了が近づきました
ら、次年度の継続購読のご案内をさせていただきます。※プレゼント品は、お申し込み後2～3週間でのお届け
となります。
●定期購読に関するお問い合わせ　上記、プレジデント社 顧客サービス係までご連絡ください。
※新聞販売店からお届けしている場合は、配達元の新聞販売店へ直接お問い合わせください。
●お客様の個人情報の取り扱いについて  下記、プレジデント社の個人情報保護方針をご覧ください。
https://presidentstore.jp/ext/privacy.html

●海外での定期購読に関するお問い合わせ
•株式会社OCS 海外生活サポート部 輸出購読担当  ☎81-3-5534-7965  

　受付時間 9：00～17：30（土日祝を除く）　e-mail: subs@ocs.co.jp  URL： http://www.ocs.co.jp/

•日販アイ・ピー・エス株式会社  ☎81-3-5802-1858  受付時間 9：00～17：30（土日祝を除く） 
　e-mail： webmaster@clubjapan-store.jp

※海外での定期購読のお申し込みにはプレゼント品はつきません。予めご了承ください。

ヴォーグ ジャパン　月刊／1日発売  価格980円

定期購読のご案内

7,920円 32%
OFF!

（消費税込・送料弊社負担）

11,760円

店頭価格

1年購読 ［価格980円×12冊］定期購読料金
特別な人に、特別な記念に、
定期購読をプレゼント
贈り先様に「オリジナル ギフトメッセージカード」が届きます。
お申し込みは、上記URLよりお手続きください。

お申し込み方法はこちらの3つ

プレジデント社　顧客サービス係　受付時間 9:30～17:30（土日祝を除く）

0120-489-612③

左ページの申し込みはがきに必要事項をご記入のうえ、切り離してご投函ください。

本誌綴じ込みはがき②

インターネットでお申し込みの場合は、各種クレジットカードがご利用いただけます。

www.vogue.co.jp/
magazine/subscription

①

定期購読を今お申し込みいただくと……

店頭価格より3,840円もお得！
店頭価格11,760円 → 7,920円

送料無料
毎号確実に発売日までにお手元にお届け。

VOGUE COLLECTION
クーポンコードをプレゼント！

SPECIAL COUPON¥1,000  

VOGUE COLLECTION     SHOP.VOGUE.CO.JP

『VOGUE JAPAN』公式アパレルショップ。ロゴＴシャツ、パーカ、スウェットなど、
サステナブルで“VOGUE”なリアルクローズを提案。
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ディオールのバームがバージョンアップ
「ディオール アディクト リップグロウ」の、一人ひとりに
合わせた発色とほのかな血色感はそのままに、48時間う
るおいで満たしながらクールとウォーム、2つの新たなア
ンダートーンで、さらに見たままの発色を叶えるピュア 

カラー ティント バームが1月1日、15シェイドで登場！ 

〈写真上〉ディオール アディクト リップグロウ001 PINK  

〈下〉077 CANDY 各¥4,950／Parfums Christian Dior

（パルファン・クリスチャン・ディオール）

希望に満ちた1年をこのUV美容液で始める
 “I HOPE.”を掲げ、美ではなく希望を発信するブランド、
KANEBOが、12月20日、高いUVカット力とうるおい効果
で人気のUV美容液「カネボウ ヴェイル オブ デイ」新春
デザイン限定品を発売。新年を象徴する色・赤に2025年
の干支をあしらい、ギフトにも喜ばれそう。〈写真〉カネボ
ウ ヴェイル オブ デイ リミテッド エディション ２０２５ 

SPF50・PA+++ 60ｇ ¥6,600／KANEBO（カネボウインタ
ーナショナルDiv.）

2025年のバレンタインはゴディバの花束を
ゴディバが2025年のバレンタインに贈りたい想いを花
束に込めて、「ブーケド ゴディバ コレクション」を1月
8日より期間限定販売。幸せを運ぶ小鳥たちやキュート
な花々などを描いたパッケージと、まるでブーケのよう
な6種類の限定チョコレートで表現。愛のあふれるハッ
ピーなバレンタインを過ごしたい。〈写真〉ブーケド ゴ
ディバ セレクション（6粒入） ¥3,942／GODIVA（ゴデ
ィバ ジャパン）  www.godiva.co.jp  ℡0120-116811

新年、本物のプラチナ・ジュエリーを新調 !

国内のリーディングジュエリー4ブランドとして名を馳せ
る４℃、ヴァンドーム青山、ギンザタナカ、ポンテヴェキ
オと共同展開し、洗練されたプラチナ・ジュエリーが主に
10万円以下で楽しめるブランド「プラチナ・ウーマン」。
5周年を記念し、イヤーカフがアイコンモデルとして登場。
ブランドアンバサダーに小芝風花さんを迎え、計25点の
魅力ある新商品がラインナップ。すべて各社のオンライ
ンショップで購入可能。www.preciousplatinum.jp/

 トマムの幻想的な氷の街「アイスヴィレッジ」
北海道のワンダーリゾート「星野リゾート トマム」エリア
の3.2ヘクタールの敷地に、3月14日までの期間限定で登
場した「アイスヴィレッジ」。氷の広場や氷の気温塔、氷
のパーラー、氷のブティックなど、冬を楽しむ様々な体
験と共に幻想的な氷の世界に没入できる、と話題の的！ 

入場料：小学生以上 ¥600（税込） ※トマム ザ・タワー、
リゾナーレトマム宿泊客は無料。問星野リゾート トマム／
リゾナーレトマム  ☎0167-58-1111（大代表）

 “花”で気品あふれる美を育む注目ブランド
古くから伝わる花を用いた美容法に現代の科学技術を融
合させた上質なアイテムで、アジア女性のエレガンスを
表現するコスメブランド「花西子Florasis」が熱い視線を
集めている。中でも中国四大刺繍の一つ、“蘇繍”の、緻密
で芸術的な刺繍パッケージのコレクションは、持っている
だけでも優雅な気分に浸れる逸品揃い。jp.florasis.com

をチェック！ 〈写真〉玉容凝脂プレストパウダー（刺繍限
定） 全3色 各¥5,390／Florasis（花西子）

美肌に出会えるSUQQUのスペシャルキット!

SUQQUブランドデビュー当初から愛され続けてきた
GANKIN MASSAGE ™専用の「デザイニング マッサージ 

クリーム」が、春を告げる沈丁花と蝋梅がメインの柔らか
な限定の香り“春来香”をまとい、1月2日、登場。SUQQU

最高峰のエイジングケアライン「VIALUME」のクレンジン
グと洗顔料もセットされ、嬉しさ倍増！ 〈写真〉SUQQU 

デザイニング マッサージ クリーム 春来香 キット（数量
限定） ¥11,000／SUQQU

RMK SPRING COLLECTION 2025、発売
NYマンハッタンの早春の情景をイメージした、コンテン
ポラリーでアイシーなクールトーンで、1月10日、RMK 

SPRING COLLECTION 2025「Beyond the haze」が登場。
新たなシーズンの始まりをいきいきと照らし出すアイシ
ャドウパレット、カラースティック、ブラッシュ、リップカ
ラー2種、リップ ルミナイザー、ネイルラッカーの7アイ
テム全18品がラインナップし、価格は ¥2,200～¥6,380。
問RMK Division  ℡0120-988-271

Te
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フリッツ・ハンセン ☎03-3400-3107

ブルガリ・ジャパン ℡0120-030-142

フレッド カスタマーサービス ☎03-5635-7040

ヘインズブランズ ジャパン カスタマーセンター ℡0120-456-042

ボッテガ・ヴェネタ ジャパン ℡0120-60-1966

ポンテヴェキオ 銀座並木通り本店 ☎03-3575-0018

ま

マーク ジェイコブス カスタマーセンター（HEAVEN BY MARC 

JACOBS, MARC JACOBS） ☎03-4335-1711

M・A・C（メイクアップ アート コスメティックス） ☎0570-003-770

マックスマーラ ジャパン（SPORTMAX） ℡0120-030-535

マルジェラ ジャパン クライアントサービス（MM6 MAISON 

MARGIELA） ☎0800-000-0261

ミュウミュウ クライアントサービス ℡0120-45-1993

メシカ ジャパン ☎03-5946-8299

や

ユニクロ ℡0120-170-296

ら

ララガン ララガンデザイン @info@ralagan.com

ラルフ ローレン（RALPH LAUREN COLLECTION） ℡0120-3274-20

リーバイ・ストラウス ジャパン ℡0120-099-501

リーミルズ エージェンシー（JOHN SMEDLEY） ☎03-5784-1238

リシュモン ジャパン（ALAÏA） ☎03-4572-4500

リゾナーレトマム ☎0167-58-1111

ルイ・ヴィトン クライアントサービス ℡0120-00-1854

ルックスオティカジャパン カスタマーサービス（OLIVER PEOPLES, 

PRADA, RAY-BAN） ℡0120-990-307

ロエベ ジャパン クライアントサービス ☎03-6215-6116

ロロ・ピアーナ ジャパン ☎03-5579-5182

ロンシャン・ジャパン ℡0120-150-116

セルヴォーク ☎03-5774-5565

た

タサキ ℡0120-111-446

ディースクエアード／スタッフ インターナショナル ジャパン クライアン

トサービス ℡0120-106-067

ティファニー・アンド・カンパニー・ジャパン・インク ℡0120-488-712

トーガ 原宿店 ☎03-6419-8136

トッズ・ジャパン ℡0120-102-578

トム フォード ビューティ お問い合わせ窓口 ☎0570-003-770

ドリームファクトリー ☎03-6281-8928

ドリス ヴァン ノッテン ☎03-6778-7975

ドルチェ&ガッバーナ ジャパン ☎03-6833-6099

な

ナーズ ジャパン ℡0120-356-686

ナイキ カスタマーサービス ℡0120-6453-77

ニューバランスジャパンお客様相談室 ℡0120-85-7120

は

バーバリー・ジャパン ☎0066-33-812819

パルファム ジバンシイ〔LVMHフレグランスブランズ〕  

 ☎03-3264-3941

パルファン・クリスチャン・ディオール ☎03-3239-0618

バレンシアガ クライアントサービス（BALENCIAGA COUTURE） 

 ℡0120-992-136

フィラ カスタマーセンター ℡0120-00-8959

プーマ お客様サービス ℡0120-125-150

フェラガモ・ジャパン ℡0120-202-170

ブシュロン クライアントサービス ℡0120-230-441

ブチェラッティ ☎03-4572-4561

プラダ クライアントサービス ℡0120-45-1913

プラダ ビューティ ☎03-6911-8440

※本誌内の掲載商品の価格は、すべて消費税込みの価格です。
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SHOP LIST

あ

RMK Division ℡0120-988-271

アクネ ストゥディオズ アオヤマ ☎03-6418-9923

アディクション ビューティ ℡0120-586-683

アディダスお客様窓口 ☎0570-033-033

アルマーニ ビューティ ℡0120-292-999

アレキサンダー・マックイーン クライアントサービス ℡0120-992-297

アンダーカバー ☎03-3407-1232

イヴ・サンローラン・ボーテ お客様相談室 ℡0120-526-333

イーストランド（VICTORIA BECKHAM） ☎03-6231-2970

イザ（N21） ℡0120-135-015

イッセイ ミヤケ ☎03-5454-1705

イプサお客さま窓口 ℡0120-523-543

ヴァレンティノ インフォメーションデスク ☎03-6384-3512

ヴァレンティノ ビューティ ℡0120-333-220

ヴァン クリーフ&アーペル ル デスク ℡0120-10-1906

ヴァンドーム青山 ☎03-3409-2355

ヴィヴィアン・ウエストウッド インフォメーション 

 https://www.viviennewestwood-tokyo.com

ヴェルサーチェ ジャパン www.versace.jp

エイチ・アンド・エム カスタマーサービス ℡0120-866-201

エス&ティ（BAUM UND PFERDGARTEN） ☎03-4530-3240

エドストローム オフィス（RABANNE） ☎03-6427-5901

エトロ ジャパン ☎03-3406-2655

エム（FALCONERI） ☎03-6721-0406

MTG ℡0120-46-7222

オサジ ℡0120-977-948

か

カネボウインターナショナル Div. ℡0120-518-520

カネボウ化粧品（LUNASOL） ℡0120-518-520

カルティエ カスタマー サービスセンター ℡0120-1847-00

カルバン・クライン カスタマーサービス ℡0120-657-889

カンゴール ヘッドウェア ☎03-6805-1272

ギンザタナカ ℡0120-556-826

グッチ クライアントサービス ℡0120-99-2177

グラフダイヤモンズジャパン クライアントサービス ℡0120-667-687

クリスチャン ディオール（DIOR, DIOR FINE JEWELLERY） 

 ℡0120-02-1947

クリニークお客様相談室 ☎0570-003-770

クレ・ド・ポー ボーテ ℡0120-86-1982

クロエ カスタマーリレーションズ（CHLOÉ） ☎03-4226-3883

ゲス コールセンター ℡0120-82-3788

江原道 ℡0120-700-710

コスメデコルテ ℡0120-763-325

コム デ ギャルソン（JUNYA WATANABE, NOIR KEI NINOMIYA） 

 ☎03-3486-7611

さ

ザ・ロウ・ジャパン ☎03-4400-2656

三喜商事（MISSONI） ☎03-3470-8233

サンローラン クライアントサービス ℡0120-95-2746

ジェイエムウエストン 青山店 ☎03-6805-1691

JW アンダーソン 渋谷店 ☎03-6277-5277

ジバンシィ ジャパン ℡0120-218-025

シボネ ☎03-6712-5301

ジミー チュウ ℡0120-013-700

シャネル カスタマーケア ℡0120-525-519

シュウ ウエムラ ℡0120-694-666

ショパール ジャパン プレス ☎03-5524-8922

ジョルジオ アルマーニ ジャパン（EMPORIO ARMANI, GIORGIO 

ARMANI PRIVÉ） ☎03-6274-7070

スタジオノイ ☎03-5843-0260

SUQQU ℡0120-988-761

ステラ マッカートニー カスタマーサービス ☎03-4579-6139

THREE ℡0120-898-003

スワロフスキー・ジャパン ℡0120-10-8700

今月の取材協力店リスト
製品に関するお問い合わせは、直接以下へご連絡ください。

弊社では、広告主の依頼により、読者の皆さまに役立つと思われる情報をDMまたはEメールにてお届けするサービス「VOGUE PROMOTION MAIL 

SERVICE」を行っています。このサービスは、広告主から預かった情報をVOGUE JAPANが審査したうえで、弊社の管理のもとで発送・発信するもの
です。弊社は個人情報保護の観点に基づいて「VOGUE PROMOTION MAIL SERVICE」を行っており、購読者のお名前・ご住所等の個人情報が外部
に漏れることは一切ございません。なお、DMまたはEメールによる広告情報を希望されない場合は、お手数ではございますが封書またはハガキに、そ
の旨と読者番号、お名前、ご住所、電話番号、Eメールアドレスを明記のうえ、コンデナスト・ジャパン・VOGUE PMS係（〒150-0002 東京都渋谷区渋
谷2-11-8 大菅ビル）までお送りください。DMまたはEメールによる広告情報を、お届けしない手続きをとらせていただきます。

定期購読の皆さまへ  「VOGUE PROMOTION MAIL SERVICE」について
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ヘッド・オブ・エディトリアル・コンテント
ティファニー・ゴドイ

マネージング・エディター  金沢 空

ファッション
ファッション・ディレクター（グローバル・ファッション・ネットワーク）  亀岡 エミ
ファッション・エディター（グローバル・ファッション・ネットワーク）  宇川 真世

ファッション・フィーチャー
ファッション・フィーチャー・エディトリアル・リード  大沢 京子

シニア・ファッション・フィーチャー・エディター  荒井 現、沼尾 真由美
ファッション・フィーチャー・エディター  杉山 祐衣、吉田 早央里、近藤 玲央名

フィーチャー
フィーチャー・エディトリアル・リード  松本 野花

フィーチャー・エディター  中堂薗 紗織、故金 さくら、小林 七海

ビューティー
ビューティー・エディトリアル・リード  村松 杏子

ビューティー・エディター  小齊 りえ子
コントリビューティング・ビューティー・エディター  三谷 徹、山口 理沙、河津 美咲

アダプテーション
シニア・アダプテーション・エディター  中野 満美子
アダプテーション・エディター  藤田 もと子、河野 杏

デザイン
シニア・デザイナー  小松 和好

デザイナー  小宮山 大輔

アート・ディレクター  イングリッド チェン（US VOGUE)
コンサルティング・アート・ディレクター  米津 智之

エグゼクティブ・アシスタント／オペレーションズ・スペシャリスト  八木 舞衣子

デジタル
ソーシャル・メディア・コンテント・エディター  塚原 由香理
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コンデナスト・ビデオ
ヘッド・オブ・ビデオ  榊原 アリ―

スーパーバイジング・プロデューサー  渡部 翔子
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ローカリゼーション・マネジャー  前田 絵里
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WORLDWIDE EDITIONS
France: AD, GQ, Vanity Fair, Vogue  Germany: AD, Condé Nast Traveller, Glamour, GQ, Vogue  

India: AD, Condé Nast Traveller, GQ, Vogue  

Italy: AD, Condé Nast Traveller, GQ, La Cucina Italiana, Vanity Fair, Vogue, Wired  

Japan: GQ, Vogue, Wired  

Mexico and Latin America: AD, Glamour, GQ, Vogue, Wired  Middle East: AD, Condé Nast Traveller  

Spain: AD, Condé Nast Traveler, Glamour, GQ, Vanity Fair, Vogue  Taiwan: GQ, Vogue  
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PUBLISHED UNDER JOINT VENTURE
Brazil: Glamour, GQ, Vogue

PUBLISHED UNDER LICENSE OR COPYRIGHT COOPERATION
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セールス
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コンデナスト・コマーシャル・クリエイティブ
コンデナスト・コマーシャル・クリエイティブ・統括ディレクター  冨田 正喜
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プロダクション・マネジャー  前田 耕作
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きらめく蝶が舞う、
ティファニーのブレスレット

自然を題材にした名品を数多く制作したティファニーのジュエリーデザイナー、ジャン・シュランバージェ。
蝶をモチーフにしたブレスレットは、彼の代表作の一つだ。

LAST LOOK

Photography by ROB KULISEK

自然への永遠の敬愛が息づく、ジャン・シュランバージェの一点ものの名品。1956年から約20年にわたる在職期間中、このフランス人ジュエリーデザイナーは
花や果実、イルカ、鳥、そのほかさまざまな動植物にインスパイアされた作品を生み出した。中でも、プラチナとイエローゴールドで作られた

蝶をモチーフにしたこの魅力的なブレスレットは特に秀逸で、シトリンとダイヤモンドが舞い踊るようなデザインが特徴だ。
ブレスレット PT×YG×オーバルシトリン×ダイヤモンド ¥20,735,000／TIFFANY & CO.（ティファニー・アンド・カンパニー・ジャパン・インク）
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寒い季節にコージーな一着を。
モード × スポーティーな

RETRO SPORTS EDITION発売中！




